






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　遙か昔、世界を席せつ巻けんした伝説の種族がいた。

　その名を竜人族。ドラゴンの血を引く彼の一族は、その類たぐいない溢あふれんばかりの才能をいかんなく発揮して、全ての種族の頂点に君くん臨りんしたと歴史書にはある。

　だが、竜人族の名はある時期を境に忽こつ然ぜんと消えてしまう。

　竜人族はあらゆる種族の歴史書に登場し、栄えい華がを称たたえた記述には枚挙に暇いとまがない。

　しかし、どうしてこの世から消えたのか、滅んでしまったのかの記述は一切なかった。

　記録はあるのに、そこにいた痕こん跡せきが存在しない。

　謎の多い竜人族に、世の人々は大いに惹ひかれた。

　街では竜人族を題材にした数々の物語が生まれ、悲しくも美しい世界に人々は感かん涙るいし、演劇が催もよおされれば長い列を作った。

　特に竜人族の姫と冒険者の悲ひ恋れんを描いた物語『竜の指輪』の影響は大きく、この物語に憧れて冒険者となった者は数知れなかった。

　そうして冒険者となった者は、各地に点々と存在する遺跡へと足を運んだ。

　ある者は物語に憧れ、まだ見ぬ姫の面おも影かげを探すため。

　またある者は、一いつ攫かく千せん金きんを夢見て竜人族の遺産を手に入れるため。

　そして、竜人族が滅んだ原因を探り、世界の真実を知るため。

　だが、遺跡の発見から長い年月が経過し、多くの冒険者が冒険に旅立ったが、遺跡の謎を解き、世界の真実へと辿たどり着ついた者はいなかった。

　果たして、世界の真実を覆おおう闇を払う者は現れるのだろうか。

　今日もまた、冒険者たちは己が信念のため、遺跡へと潜もぐるのであった。

　いつか闇が晴れる日が来ることを信じて──
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　冷たい風が吹き抜ける石室の中を、松明たいまつの僅わずかな明かりを頼りに一人の青年が床に這はいつくばって何かを探していた。

　馬小屋程度の広さの部屋には奥へと続く道はなく、立ち去るように訪れた者を威い嚇かくする竜のレリーフがこちらを見ているだけの袋小路だった。

「なあ、アイン。ここには何にもねぇよ。いい加減、別のところを探さないか？」

「ちょっと待ってくれ。あと少し、あと少しだから……」

　先を促してくる仲間に、アインと呼ばれた青年は「あと少し」と繰り返しながら手にした松明で壁を照らしながら穴が開くほど見つめる。

　暗闇で仄ほのかに映はえる顔つきは精せい悍かんで、鈍く光る鋭い眼まな差ざしはいくつもの修羅場をくぐり抜けてきた卓たく越えつした冒険者の趣おもむきがある。身に纏う黒い外套マントは地味だが、見る者が見れば、上等な素材で作られた一流の冒険者が纏うに相応ふさわしい代しろ物ものだとわかる。

　アイン・レド。遺跡探索を主とする冒険者であれば、誰もが一目を置いているくらいには名が知れ渡った人間族の冒険者であった。

　今年で二十四歳になるアインがそこまで名を馳はせることになったのは、彼もまた竜人族に魅みせられ、その謎を解き明かそうといくつもの遺跡を攻略してきたからだった。

「風が通ってるということは……」

　辺りに漂うかびの臭いにも、体が汚れるほど積もった埃ほこりや煤すすにも構わず、アインは床を舐なめるように観察し、穴が開くのではと思うほど丹たん念ねんに壁を調べ続ける。

　そして、

「…………見つけた」

　石を組んで造られた壁の一部に僅かな隙すき間まを見つけたアインは、小型のナイフを取り出し、隙間へと突き立てる。深々と突き立てたナイフが折れないように隙間の中を動かし、溜まった埃やゴミを取り除いてやると、壁の一部がボコッ、と外れる。

　外れた石を両手で受け止め、地面へと置いたアインは、開いた空間に手を入れて奥の方にある出っ張った石を下に押し込む。

　すると、訪れた者を睨にらむように備え付けられた竜のレリーフが地響きを上げながら二つに割れ、奥へと続く通路が姿を見せる。

「おおっ!?」

「マジかよ……」

　驚きの声を上げる仲間たちに、アインは埃で汚れた顔を拭うと、

「ほら、あと少しだっただろ？」

　白い歯を見せて得意げに笑った。




　大人一人がようやく通れる隠し通路を抜けた先は、開けた空間になっていた。

　室内に光こう源げんはないので広さはどれくらいか把は握あくできないが、見上げても天井は見えず、常に流れて来る風の強さと冷たさからかなりの広さがあると思われた。

「なあ……」

　これまでの狭い場所から突然、開けた場所に出たことで、仲間の一人、赤髪の人間族の男性が不安そうに声を上げる。

「そういやさっきから普通に歩いているけど、罠の心配とかしなくていいのか？」

「大丈夫だ。ここは隠いん蔽ぺいされていた場所だからな。基本的には身内しか入ってこないはずだから、罠の心配はないと思う」

　そう言うとアインは不安そうに辺りを注視する仲間を置いて、自分だけ奥へと進む。

　ここから先は、まだ誰も訪れたことのない領域。遺跡探索を主とした冒険者ならこの状況で興奮するなという方が、無理があるというものだった。

　そうして逸はやる気持ちを抑えながら歩き、部屋の最奥まで辿り着いたアインが見たものは、祭さい壇だんのように一段高くなっている場所に祀まつられている箱状の遺物だった。

　腰ほどの高さの四匹の竜によって支えられている箱状の遺物は、一見すると宝箱に見えなくもないが、精せい巧こうな細さい工くの一つも、煌きらびやかな宝石も嵌はめられていない。そして、どこかで見たことがあるその形は、宝箱とは少し趣が違うもののようだった。

「これは宝箱というより棺ひつぎかな？」

　上部が短く、下部が長い六角形の箱の大きさは、縦の長さおよそ一メートル、厚さは五十センチ程度という、遺物の中ではかなり大きなものに分類されるものだが、そのフォルムは、教会で死者を送る時に使われる棺と酷こく似じしていた。

「棺にしては小さいけど……どうやって開けるんだろう？」

　アインは四方から箱を観察してみるが、箱にはどこにも継ぎ目がなく、どうやって開けるのか、そもそも開けることができるかどうかも不明だった。

　軽く叩いてみると、コツコツと硬質な手応えが返ってきて、中が空くう洞どうになっているかどうかもわからなかったが、かなりの強度があることだけはわかった。

　他に気になるのは、遺物の表面に描かれた逆三角形の上辺に、四本の線が放射状に広がる図形。おそらく竜の顔を簡かん略りやく化かしたものだと思われた。

　どういった意い図とで開けられそうにない箱がここに置かれているのかわからないが、隠し部屋にあるということは、それなりに意味のあるものであることが推察される。

「…………とりあえず、鑑かん定ていしてみるか」

　罠の可能性は低いと思われるが、表に運び出した後で何かしら大きな事故でも起こしたらことである。そういった意味でも見つけた遺物は、可能な限り遺跡内で鑑定することとなっていた。

　アインは松明が消えないように遺物の台座に立てかけると、腰から指揮棒によく似た魔法の杖を取り出す。

「光纏う者たちに告げる。霧を打ち払う瑞ずい光こうをここに……」

　アインは素早く鑑定魔法『解明アナライズ』を唱える。

　すると杖の先から拳大の光が発生し、箱状の遺物に吸い込まれる。

　この魔法でわかるのはあくまで内部構造だけだが、中身の調査は後日行えばいいので、今はこの遺物が危険かそうでないかだけ判別できればよかった。

　後は結果が出るまで暫しばらく待つ必要があるのだが、

「…………あれ？」

　自分が放った魔法の様子がおかしいことに気付き、アインは眉まゆをひそめる。

　遺物に余計な影響を与えないよう、最低限の出力で『解明』を放ったはずなのに、魔法による光がいつもより強いような気がするのだ。

　そうこうしている間にも光の強さがどんどん増していき、箱状の遺物は天に輝く陽ひの光を思わせるほど強く光り出す。

　次の瞬間、光が爆発的に溢あふれ、近くにいたアインもその奔ほん流りゆうに飲み込まれた。

「う、うわあああああああああああああああっ!?」

　一瞬で昼がやって来たかのような衝撃にアインは咄とつ嗟さに目を瞑つむり、両手で顔を覆うが、それでも溢れ出す光の眩まぶしさによろめき、堪らず尻もちをつく。

　罠などないと侮った自分の過ちだったのだろうか。目を守るため地面に伏しながらアインは自分の判断の甘さを呪うが、幸いにも光の奔流はほどなくして終わり、暗闇が支配する世界が訪れる。

「こら～～！　アイン、一体何をした！」

「まさか、死んじゃいないよな？」

　遠くから仲間たちの声が聞こえてきたので、アインは「問題ない」とだけ告げてゆっくりと立ち上がる。

「な、何だったんだ。一体……」

　どうやら罠の類いではなかったようだが、先程の光で何かしらの変化が起きた可能性はある。そう思ったアインが遺物へと顔を向けると、果たして遺物に変化が起きていた。

　継ぎ目が一切ないと思われた箱状の遺物のあちこちに放射状の亀き裂れつが走り、底の一部が大きく欠け、そこから液体が漏れ出して台座を伝って地面を濡らしていたのだ。

「あ…………ああ…………」

　それを見たアインの顔は、みるみる真っ青になる。

　歴史的な大発見になったかもしれない貴重な遺物を傷付けてしまったのだ。

　確かに箱の中身は気になっていたが、可能な限り元の形を保ったまま開けるのは、遺物を扱う上での常識だった。

　混乱する頭でどうにかしなければと思ったアインは、藁わらにも縋すがる気持ちで遺物へと手を伸ばすが、その瞬間に箱状の遺物が大きく欠け、巨大な破は片へんが地面へと落ちる。

「あ、あああああああああああっ!!」

　最悪の事態に、アインは情けない声を上げながら落ちた遺物を拾う。

　先程軽く叩いた時とは打って変わり、思った以上に薄くて軽い破片に驚きながらも、アインは必死になって欠片かけらを集める。

「大丈夫。完全に戻すことは無理でも、可能な限り復元してみせる」

　そう何度も呟つぶやきながらどうにか落ちた欠片を集め終えたアインが立ち上がり、残った遺物の状態を確認しようとすると、




「あぁ～、あ～～い！」




　箱状の遺物の中からこちらを見つめる大きな瞳と目が合った。

「……………………………………えっ？」

　自分の目に映る光景が信じられず、アインはとりあえず遺物に背を向けると腕を組み、おとがいに手を当てて考える。

　自分の気が確かならば、遺物の中に赤ん坊がいなかっただろうか？

（いやいやいや、そんなわけないだろう）

　ここは言葉の通じない魔物が蔓延はびこる危険地帯だ。しかもここは、冒険者でも管理者に認められた一部の者しか立ち入ることのできない特別な遺跡なのだ。

　奇跡的に見つけられた遺物を破壊してしまったことで気が動転し、ありもしない幻覚が見え、幻聴が聞こえてしまったに違いない。

「そうだ……形が棺に似ていたから、そういう幻が見えただけに違いない」

　アインはそう結論付けると、念のためにともう一度遺物に向き直るが、

「あ～おぅ、おぅおぅ」

　そこには楕だ円えん形けいの籠かごのようなものに収まった、クリッとした瞳の一いつ糸し纏まとわぬ赤ん坊がアインの方を見ていた。

「うそ……だろ？」

　まさか、本当に？　アインはまだ状況を正確に摑つかめない頭をどうにか働かせながら、赤ん坊の周りの破片を丁てい寧ねいに取り除き、怖こわ々ごわと手を伸ばす。

　すると赤ん坊はアインが伸ばした手を、噓みたいな小さな手でしかと握って見せる。

「あっ……」

　赤ん坊に手を握られただけ。ただ、それだけでアインは大切なことを理解する。

　この赤ん坊は、生きているのだ。

　どうしてこんな場所に、しかも遺物の中に赤ん坊が入っていたのかわからないが、アインの人差し指を摑む手からは、赤ん坊の確かな体温が感じられる。

　自分と比べてやや高めの赤ん坊の体温を通じて、まるで自分の心が温められるような気がしたアインは、

「この温もりは……守らないとな」

　そう呟くと、赤ん坊を抱き上げるために両手を伸ばす。

　赤ん坊が浸かっている黄き緑みどり色いろの液体が毒だとは思わないが、万が一を想定して黒い外套を脱ぎ、外套越しに濡れた赤ん坊を抱き上げる。

「……よっと」

「きゃおぉぅ！」

　掛け声とともにアインが赤ん坊を持ち上げると、赤ん坊は嬉しそうな声を上げながら、落ちないようにアインの体にしっかりとしがみついてくる。

　その愛らしい姿に、アインは自分の目尻が自然に下がるのを自覚しながら、赤ん坊のぷるぷると揺れている頰ほおを軽く突いてみる。

「うわっ、柔らかい……」

　押せば返ってくる心地よい感触に、アインは夢中になりそうだった。

　赤ん坊という生き物は、何て愛らしいんだろう。すっかりこの子の虜とりこになったアインは、風か邪ぜを引いたら大変だと、濡れた体を拭いてあげることにする。

「……あれ？」

　赤ん坊の正面を拭き終わり、背中を向けたところでアインはあることに気付く。

「翼と……尻尾しつぽ？」

　赤ん坊の背中と臀でん部ぶに、特徴的な器官が付いていたのだ。

　蝙蝠こうもりのような形の翼の方は本当に小さく、時々ピクピクと何かに反応するように動いたりするものの、これを使って飛ぶことはできそうになかった。

　一方、蜥蜴とかげを思わせるような尻尾はかなり立派なもので、赤ん坊の足と同じくらいの太さがあった。

「おいおい、まさか…………」

　アインは信じられないものを見たかのように思わず天を仰ぐ。

　獣の尻尾や耳を持つ亜人種というのは別に珍しくない。有ゆう翼よく人じん種しゆのように鳥類の翼を持つ亜人もいるし、蜥蜴人間リザードマンのような人とはかけ離れたタイプの亜人もいるし、アインの仲間の一人は、人狼族という狼と人間の間の子供だった。

　だが、人間の体にドラゴンを思わせる翼と尻尾を持つ亜人種は見たことはない。

　しかし、それを持つ種族は知っている。

「君、まさか竜人族…………なのか？」

「んにゅ？」

　アインが問いかけてみても、赤ん坊は不思議そうに小首を傾かしげるだけだった。

「…………そりゃそうか」

　聞いたところで赤ん坊が答えるはずもなく、アインは自分の行動の馬鹿馬鹿しさに肩を竦すくめると、残った水分を拭き取ることに専念する。

　おそらく赤ん坊が入っていた棺のような箱は、一種の封印装置だったのだろう。

　アインが『解明』の魔法を使ったことで封印が解け、封印状態では堅けん牢ろうだった箱が赤ん坊を傷つけないように柔らかい素材へと変化したのだと思われた。

　中に満たされていた黄緑色の液体も、赤ん坊を守るために容いれられたものだと思われるが、アインにはどういった仕組みなのか皆目見当も付かなかった。

　自分自身の知識が全く及ばない領域に、アインは竜人族に対する畏い敬けいの念を改めて抱きながら赤ん坊の体をゆっくりと拭いていく。

　いつかきっと、竜人族の秘密を解き明かすことができると信じて……。

「よし、綺き麗れいになったぞ」

　赤ん坊の水気をしっかりとったことを確認したアインは、拭ふいたせいでくしゃくしゃになってしまった赤ん坊のふわふわの髪を優しい手つきで整えてやる。

「……おっ」

　すると、この赤ん坊が非常に整った顔立ちをしていることに気付く。

　暗がりでもはっきりとわかる黄金色に輝くブロンドに、クリッとした翡ひ翠すい色いろの大きな瞳、ニッコリと笑うと浮かぶえくぼも魅力的で、アインは赤ん坊の頭を優しく撫でながらこの子は将来有望だなと思った。




　赤ん坊を綺麗にし、赤ん坊が入っていた遺物も回収したアインは今後の方針を考える。

　この赤ん坊が本当に伝説の竜人族かどうかはわからないが、ここに置いていくわけにはいかなかった。

「だけど、外へ連れ出したとして、その後はどうなるんだろう？」

　遺跡で見つかった遺物は、アインの雇い主にしてこの地を治める領主に全て納めることになっている。

　遺跡で発掘された物の所有権はその地を治める領主にあり、この規則を破ると遺跡探索の冒険者としてやっていけなくなってしまう重いペナルティが科せられてしまう。

　今後も遺跡探索を専門とした冒険者としてやっていきたいアインとしては、どんなに愛しくても赤ん坊を領主に渡さなければならなかった。

「まあ、俺一人だけで子供を育てられるはずもないしな……」

「んにゅ？」

「最後まで面倒見てあげられなくてごめんな」

　アインは不思議そうに見つめてくる赤ん坊の体に自分の外套を巻き付けると、落とさないように慎重に抱き上げる。

「よし、じゃあ帰るか」

　未だかつてない収穫を得たアインは、今日の探索を切り上げて地上に戻ることにする。

　そうして歩きはじめたアインは、腕の中の温もりだけでもせめて覚えておこうと、赤ん坊を抱く手にそっと力を込めた。




　そうして歩きはじめるとすぐに、

「お～い、アイン。何か見つかったか？」

「こっちは大量だったぜ！」

　この部屋の探索が終了したのか、三人の仲間たちがアインの下へとやって来る。

　その手には、この部屋で見つけたであろういくつかの遺物があったが、仲間たちはアインと一緒にいる赤ん坊を見て一様に目を剝むく。

「ちょっ、何だよその赤ん坊は……まさかアインの隠し子なのか？」

「ええっ!?　アイン君、それ本当なの？」

「……そんなわけないだろ。それより、これを見て欲しい」

　そう言うと、アインは赤ん坊を包くるんでいる外套を取る。

「あ～、うぅぅ……」

　いきなり着ている物を剝かれて驚いたのか、赤ん坊がぶるるっ、と身を震わせる。

　何をするんだ？　と問とい質ただすような視線を赤ん坊が向けてくるので、アインは「ごめんな」と謝りながらも赤ん坊の特徴である翼と尻尾を仲間たちに見せる。

「えっ、これって翼？」

「それに蜥蜴の尻尾も……そんな種族いたっけか？」

　仲間たちからの視線を受けて、アインはゆっくりと頷うなずく。

「確証はないけど、この子は竜人族だと思う」

「「「──っ!?」」」

　その言葉を聞いた仲間たちの動きがピタリと一様に止まる。

　目を見開き、口をあんぐりと開けたまま微動だにしない仲間の様子を見て、アインはきっと自分も最初は同じようなリアクションを取ったのだろうと思った。

　竜人族についての有力な手掛かりが見つけられていない中、手掛かりをすっ飛ばして竜人族そのものを見つけたとなれば、誰だってこうなるだろう。

「……でも、それっておかしくないか？」

　すると、いち早く正気に戻った狼の亜人である人狼族の男性が疑問を呈する。

「竜人族が滅んだのって、今から一千年以上前じゃなかったか？」

「いや、だから一千年以上前に封印されて、現代まで生き延びたんだろ」

「そんな強力な封印、聞いたことあるか？」

「さっきまではなかったな。だが、今はこうして封印装置と思われる証拠がある」

「その背中のやつか……でも、それなら……」

　湧き上がった疑問に対し、アインを中心に仲間たちは、赤ん坊がどうやって一千年という年月を越えてきたかの議論を重ねる。

　アイン同様、彼等もまた竜人族に魅みせられた冒険者だ。似た者同士、湧き上がった疑問に対して「ああだ」「こうだ」と熱い議論を交わすことは何よりの愉ゆ悦えつだった。

　だが、アインたちはこの状態に入ると、周りが全く見えなくなるという悪あく癖へきがある。

「いいか？　竜人族は特別なんだ。だからさ……」

　今回も例に漏れず、暫しばらくは決着がつかない議論が繰り広げられると思われたが、

「もう、三人とも、いい加減にしてください！」

　仲間の紅一点、美人というよりは可愛らしいという表現が似合う人間族の女神官がアインたちに待ったをかける。

「この子が竜人族かどうかなんて、今はどうでもいいです！　それよりアイン君？」

「は、はい、何でしょう？」

「女の子を裸に剝いてそのままにしておくなんて、デリカシーがなさすぎです！」

「えっ!?　女の子？」

　女神官の言葉に、アインは驚いたように赤ん坊の体を改めて見やる。

　するとそこには、男の子に付いているものが確かに付いていなかった。

「ほ、本当だ」

　翼と尻尾が付いているという衝撃が大きすぎて、赤ん坊が男の子であるか女の子であるかの確認すらしていなかった自分の目の節ふし穴あなぶりにアインは愕がく然ぜんとする。

　自分の迂う闊かつさに肩を落としたアインは、慌てて自分の外套を拾うと、寒いのか「へくちっ」と可愛らしくくしゃみをする赤ん坊の体を隠すように巻き付ける。

「……デリカシーなくて、本当にゴメンね」

「あぁ～、おぅ、おぅ」

　アインの謝罪の言葉に、何もわかっていない様子の赤ん坊は、無邪気な笑顔を浮かべて巻かれた外套を楽しそうにバシバシ叩いていた。




　それからアインたちは、二時間ほどの時間をかけて遺跡の出入り口へとやって来た。

　辿り着いた場所は、三十人は軽く入れそうな大広間になっていた。

　床から壁、天井まで大きな石を組まれて造られたこの部屋の壁には、いくつもの燭しよく台だいが設けられ、遺跡内部と違って煌こう々こうとした光で満たされていた。

　辺りには探索を終えたのであろう冒険者の姿もちらほらとあり、アインたちは無事に帰って来られたことに安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。

「皆さん、お疲れ様です」

　アインたちが一息吐いていると、長い槍を手にした中年の男性、遺跡の入り口を見張っている兵士が話しかけてくる。

「いつもより早いお戻りでしたが、戦果はいかがでした？」

「そりゃあ……」

　アインたちは互いの顔を見てニヤリと笑うと、赤ん坊がいた部屋で手に入れた数々の遺物を見張りの男性に見せる。

「これは……」

　今まで見たこともない遺物を前に、見張りの男性の顔に喜き色しよくが浮かぶ。

「触ってみても大丈夫ですか？」

「ええ、一通り『解明』を使いましたから、今すぐ爆発するような危険物じゃないことだけはわかっています」

「なるほど……それでは失礼して」

　見張りの男性は遺物の一つである小剣ほどの大きさの筒状の物を手に取ると、強度を確かめるように軽く振りまわしたり、中を覗のぞいたりして遺物の具合を確かめる。

「ところでこれは、どうやって使うのですか？」

「それはわかりません。まあ、それは今後の調査ですね」

「そうですか……わかりました。では、それらは見習いにやらせましょう」

　遺物の鑑定を、遺跡に立ち入ることが許されていない見習い冒険者たちに任せることにした見張りの男性は、遺物を預かると「お疲れ様でした」と言って立ち去ろうとする。

　普段ならアインも「お疲れ様です」と言って見送るのだが、今日はまだ見張りの男性を帰すわけにはいかなかった。

「あ、あの……」

「はい、何でしょう。まだ、何か出していない物があるのですか？」

「実は……あります」

　アインは小さな声で呟くと、自分が着ている外套の正面を開ける。

　すると「ぷはっ!?」とアインの首元から赤ん坊が首を出し、大きく息を吐き出す。

「………………ふみゅう」

　ようやく表に出られた赤ん坊は、深呼吸を何度か繰り返した後、ぐったりとした表情でアインの胸にもたれかかる。

「ああっ、ゴメンよ。苦しかったよな」

　迅速に遺跡から脱出するためとはいえ、自分の胸元に埋める形で赤ん坊を連れまわしてしまったのだ。前後左右がわからない中で苦しいはずなのに、泣き声ひとつ上げずにアインの体にギュッ、としがみついて耐えた赤ん坊を、アインは双そう眸ぼうを細めて優しく撫なでる。

「よしよし、よく頑張ったね。もう安心だよ」

「あおぅ～、きゃっほぅ」

　相変わらず事態を理解していないようだったが、アインに笑顔で撫でられることが嬉しかったのか、赤ん坊はにぱぁ、と嬉しそうに微笑ほほえむ。

　その屈くつ託たくのない笑顔に癒いやされながら、アインは見張りの男性に説明する。

「実は、この赤ん坊も遺跡内で見つけたので保護しました」

「赤ん坊……こんな小さな子が？」

「本当です。それで、遺跡で見つけたものは、預けなきゃいけないのはわかっているのですが、この子は俺がマーシェンの爺じいさんのところに連れて行ってもいいですか？」

「で、ですが……」

「お願いします。この子が危険じゃないのは、俺が保証しますから！」

「俺からもお願いします！」

「わ、私も！　この子はアイン君に懐なついているし、離すのは可哀想です」

「う……うう……」

　アインだけでなく、仲間の冒険者たちにも詰め寄られ、見張りの男性は暫く唸うなるが、

「…………わかりました」

　さすがに赤ん坊の面倒までは見られないと、アインたちに託すことにした。

「ただし、一刻も早くマーシェン様の下へ報告してくださいね」

「わかってます。ありがとうございます」

　アインが頭を下げて感謝の意を伝えると、

「あぁいあぁ～うぅっ！」

　アインの腕の中の赤ん坊もまた、アインの真ま似ねをして頭を下げるので、見張りの男は思わずほっこりとした気持ちになって相そう好ごうを崩した。




　見張りの男性に遺物を託たくしたアインは、遺跡の出口へと続く階段を駆かけていた。

　普段はゆったりと歩く階段を急いでいるのには、ある理由があった。

「はぁ……よし、間に合ったな」

　遺跡の出口は、小高い丘の上にあった。

　周囲には視界を遮さえぎるようなものは何もなく、辺りが一望できるこの場所は、アインのお気に入りの場所でもあった。

　ざぁっ、と舞う風を心地よく浴びながら、アインは目的の方向へと体を向け、腕の中の赤ん坊に嬉しそうに話しかける。

「ほら、見てごらん」

「んにゅ？」

　赤ん坊は導かれるようにアインの指差す先を見て、

「んぎゅ…………」

　可愛らしいうめき声を上げて口をへの字にする。

「ぶっはははははっ！　な、何だよその顔！」

　まるでレモンを口いっぱいに詰め込まれたような、顔中のパーツを限界まで真ん中に寄せて渋い顔をする赤ん坊を見て、アインが盛大に吹き出す。

「フヒヒッ、ヒーッ、もう駄目。おかしすぎて腹がよじれる……」

「んも～っ！」

　腹を抱えて笑い続けるアインの様子から何か良くない印象を察したのか、赤ん坊は口を尖とがらせてアインの首元に顔をぐりぐりと押し付ける。

「も～っ！　も～～っ！」

「ああ、ゴメンゴメン。急に明るいところに出たから眩しかったんだよな」

　アインは拗すねてしまった赤ん坊に謝りながら、もちもちのほっぺたをぷにぷにと突いて優しく話しかける。

「ほら、もうそろそろ目も明るさになれただろう？　もう一度見てみな？」

「や～っ!!」

「ほら、そんなこと言わないで見てごらん、ねっ？」

「う～～」

　同じ目に遭いたくないのか、赤ん坊は暫くいやいやと首を振っていたが、アインに優しく諭さとされ、しぶしぶながらもう一度アインが指差す方向を見やる。

「…………あおぅ」

　すると、今後は渋い顔から一転、赤ん坊の顔に驚きと喜びの色が浮かぶ。

「どうだい、綺麗だろう？」

「あいっ！」

　嬉しそうに返事をする赤ん坊の視線の先は、山の向こうに陽が沈むところだった。

　昼と夜の境目となるこの時間は、地表は一日の終わりを告げるように茜色に輝き、上空は夜の帳とばりが降りて星が瞬またたく見事なコントラストを描く、見る者の心を奪う美しさがあった。

　アインが急いで遺跡の外へと出たのは、赤ん坊にこの空を見せたかったからだ。

　赤ん坊が生まれてどれほどの歳月を重ねたのかは不明だが、おそらくそう長い月日を重ねることなく遺物の中に入れられて、外の世界を見ていないとアインは考えていた。

　だから、赤ん坊に教えたかったのだ。

　世界はこんなにも美しいんだ、と。

　アインは今にも山の向こうに消えそうな陽を見ながら話す。

「俺も冒険者になって間もない頃、先輩にとっておきの景色を見せてもらったんだ。あの時見た空いっぱいの虹は、今も忘れられないよ……」

「あう？」

「そうだな。いつか君にも見せてやりたいな」

　アインは赤ん坊を持ち上げると、高い高いをやりながらくるくる回る。

「ようこそ俺たちの世界へ！」

「あいっ！」

　アインの言葉に、赤ん坊は元気いっぱいに応える。

　その後もワルツを踊るようにくるくる回る影を、瞬きはじめた星たちが見ていた。




　その日の夜、遺跡の麓ふもとにある冒険者が集つどう街、フェブリスの領主の館やかたにアインをはじめとする冒険者たちの姿があった。

　豪ごう奢しやな造りはしているが、最低限の調度品しかないだだっ広い館の大広間に集められた冒険者たちは、思い思いの格好でくつろぎながらこの館の主が来るのを待っていた。

　そんな中、アインはそわそわと何度も手を開いたり閉じたりを繰り返していた。

　その手には、遺跡で見つけた赤ん坊の姿はない。

　あれから赤ん坊を館まで運んだアインは、お腹を空すかせているだろうとミルクを貰って赤ん坊に与えた。あっという間にミルクを飲みきった赤ん坊は、満足したのかあっさりと眠りについてしまったので、館のメイドに後を任せてこの場に来たのだった。

　これから行われる報告会では、赤ん坊の処遇についても話し合われる。

　赤ん坊に幸せになって欲しい。アインはただそれだけを願っていた。

「……さて、諸君。今日も遺跡探索ご苦労だった」

　程なくして大広間の入り口の扉が開き、この館の主が現れる。

　長い白髪を頭頂部で一ひと纏まとめにし、白い髭ひげを蓄えた大柄な壮そう年ねんの男性、フェブリスの領主にして冒険者を束ねるギルドマスターも務めるマーシェン・ヒートだ。

　マーシェンもかつては数々の功績を残した遺跡を探索する冒険者であり、その名を知らぬ者はいないと言われるほどの傑けつ物ぶつだった。

　今年で六十になり、さすがに現役は退しりぞいたものの、その肉体は未だに衰えを見せておらず、藤色のゆったりとした服の上からでもその逞しさが窺うかがえるほどだった。

　そんなマーシェンにフェブリスを拠点とする冒険者は誰もが一目置き、尊敬していた。

　周りからの尊敬の眼差しを受け、悠ゆう然ぜんとした足取りで歩くマーシェンは、部屋の中央に用意された自分の席へと向かう。

「ん？」

　その途中、アインはマーシェンの体のある違和感に気付く。

　過去には無敵を誇り、体の正面は誰からも傷付けられたことがないという逸話を持つマーシェンの顔半分が、何やら痣あざのように赤く腫はれていたのだ。

　無敵の男の明らかな異常事態に、アインだけでなく他の冒険者たちもすぐに気付き、にわかに騒がしくなる。

「それじゃあ、今日の報告会を始めようか」

　しかし、当のマーシェンは顔の腫れを全く気にかける様子もなく、淡々と話し始める。

「遺跡発掘を始めてから数年、今日はかつてない大きな進展があった。既に知っている者もいるかもしれないが、遺跡から竜人族と思われる赤ん坊を発見した」

　その言葉に、広間のあちこちから「おおっ」という感嘆の声が上がる。

「それだけでなく、今まで見たこともない遺物の発見もあった。これはアイン、全て君の功績じゃ」

「……ありがとうございます」

　マーシェンの賛さん辞じに、アインは恭しく頭を下げる。

　だが、その頭の中は、マーシェンの顔の異変のことでいっぱいだった。

　一体何があったのかを聞いてみたいが、おいそれと聞けるほど豪胆ではない。

　だからひとまずその問題は棚に上げて、最も気になっていることを尋ねる。

「それで、あの赤ん坊はこれからどうなるんですか？」

「ふむ、そのことなんじゃが……少しマズいことになった」

「えっ!?」

　沈痛の面おも持もちで告げられた言葉に、アインは思わず椅い子すを鳴らして立ち上がる。

　赤ん坊と別れてから一時間と経っていないのにも拘らず、一体赤ん坊の身に何が起こったと言うのだろうか。

「い、一体、何があったんですか？」

「……まあ、実際に何があったかは、その目で見た方がいいじゃろう」

　頰杖をついたマーシェンは空いている手でパチン、と指を鳴らす。

　すると、部屋の入り口の扉が開き、

「びええええええええええええええええええぇぇぇん!!」

　思わず耳を塞ふさぎたくなる怒ど濤とうの泣き声が聞こえてきた。

　まるで一ひと抱かかえもある大量の皿を割ってしまったかのような大きな声で泣くのは、アインが遺跡で見つけたあの赤ん坊だった。

「ほ～ら、よしよし」

「大丈夫だよ。何も恐くないからね～」

　両手を振り回し、足をバタつかせて全力で暴れながら泣く赤ん坊。

　落ちないように抱えるメイドたちが必死にあやしにかかるが、その度に赤ん坊はさらに大声で泣き、手足を無茶苦茶に振り回して暴れていた。

「……よし、じゃあ、あたしのとっておきを見せてやるよ」

　このままでは赤ん坊が落下して怪我をしてしまうと思ったのか、恰かつ幅ぷくの良い中年のメイドが赤ん坊の正面に回り、両手で自分の頰を挟むようにして変顔を作る。

「ほ～ら、べろべろべろべろべぇぇぇ～！」

「やああああああああああああああああああああああぁぁっ!!」

　メイドの変顔がお気に召さないのか、赤ん坊はより一層、体全体を使って暴れ出す。

　すると、赤ん坊の尻尾が鞭むちの様に唸うなりを上げて中年メイドの顔に命中する。

「ふぎゅっ……」

　尻尾の直撃を受けた中年メイドはどう、と仰向けに倒れて気き絶ぜつする。

　その顔には、くっきりと赤い痣あざが刻まれていた。

「「「「「──っ!?」」」」」

　それを見た全員が一斉に理解する。

　マーシェンもまた、赤ん坊による尻尾の一撃を喰らったのだ、と。

　全員の何かを察した視線を受けたマーシェンは、咳せき払ばらいをしてごまかしながら話す。

「う、うおっほん！　まあ、というわけで、あの子が目を覚ましてからずっとあんな感じで泣き止んでくれんのだよ。お腹が空いているわけでも、粗そ相そうをしたわけでもない……アイン、お主何かあの子が泣く理由を知っているか？」

「お、俺ですか!?」

　急に話を振られて、アインは戸惑いの表情を見せる。

　なぜなら赤ん坊がここまで泣く理由が全く思いつかないからだ。それどころかアインの前では常におとなしく、無邪気な笑顔を見せてくれていた。

　そんな愛くるしい赤ん坊が、わけもなく泣き叫ぶなんて考えられなかった。

「と、とにかく一度、俺に見せてください」

　きっと自分たちが予期しない何かが起きたに違いない。そう思ったアインは、急ぎ足で赤ん坊へと駆け寄る。

「すみません、ちょっといいですか？」

「びえええええええぇん！　あ、あああああああっ!!」

　アインが顔を覗のぞかせると、アインに気付いた赤ん坊がさらに暴れ、その拍子にメイドたちの手から滑り落ちてしまう。

「ああっ!?」

　メイドたちが血の気が引いた顔で悲鳴を上げる中、アインは冷静に動き出していた。

「──っと!?」

　必死に手を伸ばし、赤ん坊が地面へと叩き付けられる直前に自分の胸元に抱き寄せることに成功する。

「ふぅ、ギリギリセーフ……」

　アインはホッ、と一息吐くと、腕の中の赤ん坊を見やる。

「…………あ～おぅ、あい、あ～い」

　すると、さっきまでの怒濤の泣き顔から一転して、赤ん坊は笑顔を浮かべていた。

「泣き止んだ……」

　先程まで何をやっても泣き止まなかった赤ん坊がピタッと泣き止み、愛おしそうにアインに体をすりすりと擦りつけているのを見て、周りが驚きに包まれる。

　それを見たマーシェンも自慢の髭を撫でながら大きく頷く。

「これは……決まりじゃな」

「えっ、何がですか？」

「決まっているじゃろう。アイン……お主、この子の親になれ」

「ええっ!?　そ、そんな無理ですよ！」

　アインは音が鳴るほど激しく首を振りながら、必死に言葉を紡ぐ。

「お、俺、結婚はおろか、恋人の一人もいないのに、いきなり親になるなんて……」

「別に問題あるまい。我々の仕事は、明日もあるかどうかわからんのじゃ。未婚で子供がいる冒険者なんて今時珍しくもないぞ」

「そうかもしれないけど……俺、子供を育てた経験なんてないんですよ？」

「最初は誰だってそうじゃ。心配しなくても我々がサポートしてやるから問題ない」

「で、ですが……」

「ええい、ハッキリしない奴じゃな。さっきから言いわけばっかり並べているが、お主自身はどうしたいのじゃ？　無む垢くな笑顔を向けてくれる子を見て、何とも思わないのか？」

「俺は…………」

　真意を問われ、アインは自分の腕の中の赤ん坊を見やる。

　少しの間ではあるが、アインと引き離されてよほど寂しかったのか、赤ん坊はギュッ、と両手と、ついでに尻尾も使って力いっぱいアインにしがみつき、潤うるんだ大きな瞳で見つめてくる。

「あっ…………」

　まるで「捨てないで」と訴えてくるかのような切ない瞳に、アインは何て愚かな選択をするところだったんだと自責の念に駆られる。

　遺跡の奥で目覚めたこの赤ん坊には、家族と呼べる者は既にいない。

　両親はおろか、誰も知り合いのいない世界に突然放り出されたこの赤ん坊が最初に出会ったのは自分で、頼れる存在は自分以外にいないのだ。

　ならば、見つけた者の責任として、自分はこの子を助けてやるべきではないか。

　そして何より、赤ん坊にこんな愛らしい顔をされて、それを裏切るような真似をすることなどできるはずもなかった。

　アインは赤ん坊の頭を心配いらないよ、と気持ちを込めて優しく撫でると、腕を組んでこちらを見下ろしているマーシェンに話しかける。

「爺さん……俺、この子の親になります」

「そうか、やってくれるか」

「ええ、その代わり、色々とフォローしてもらいますからね」

「それについては任せておけ。竜人族の赤ん坊を無む下げに扱うような真似はせんよ」

「頼みますよ」

　頼もしい言葉にアインは力強く頷くと、赤ん坊と目を合わせてニッコリ笑ってみせる。

「というわけで、今日から俺が君のパパだ。よろしくな」

「あい～」

　アインに釣つられるように赤ん坊も笑顔を見せる。

　その仲むつまじい様子に、周りで見ていた者も自然と笑顔になる。

　マーシェンもまた笑顔で何度も頷くと、アインに大切なことを伝える。

「アイン、親になるなら一つ決めなければならないことがあるぞ」

「えっ、何ですか？」

「その子の名前じゃよ。いつまでも君、とか呼ぶわけにはいかないだろう」

「そう……ですね」

　アインは無邪気に笑っている赤ん坊のぷにぷにの頰を突きながら考える。

　この子は間違いなくとんでもない美人になるだろうし、世界で唯一と思われる竜人族の女の子なのだ。ならば、名前もそれに相応しいものにした方がいいに違いない。

　それに相応しい名前となると……、

「……うん、決めた！」

　アインは脳内に浮かんだこの子にぴったりの名前を口にする。

「ロッテ……君の名前は、リーゼロッテだ！」

「おいおい、アイン……」

「その名前は……」

　アインが赤ん坊に付けた名前に、周りから呆あきれたような声が上がる。

　リーゼロッテという名は、この場にいる全員が知っている名前だった。

　人々が熱ねつ狂きようする、竜人族の姫と冒険者の悲恋を描いた物語『竜の指輪』のヒロインである竜人族の姫の名前がリーゼロッテだった。そんな名前を臆おく面めんもなく付けてしまうなよ、という視線の中、アインは赤ん坊を誇らしげに掲げて平然と言ってのける。

「だってこの子は本物の竜人族で、こんなに可愛いんだ。まさにぴったりの名前だろ？」

「えあ～」

　一緒にはしゃぐ赤ん坊に「ね～」と笑いかけながらアインは心の中で思う。

　この子は自分が絶対に幸せにしてみせる。

　それはアインに父親としての自覚が芽め生ばえた瞬間だった。

「ああ、もう可愛いな～」

　アインはデレデレと鼻の下を伸ばしながら、自分の娘となったリーゼロッテに頰擦りをし、何度もキスをする。

「…………やれやれ、大丈夫かの」

　親になると決めた瞬間、人が変わったかのようにリーゼロッテを溺でき愛あいし始めるアインの様子を見て、マーシェンは思わず苦笑を浮かべた。
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　ツンツン、ツンツン、と何かが頰ほおを突く感覚に、アインの意識が覚かく醒せいする。

「んあっ……」

　ぼんやりと目を開けると、薄暗い室内に見慣れない天井が飛び込んできて、アインは働かない頭をどうにか動かしながら昨晩はどこで寝たのかを考える。

「…………そうか、ここは爺さんの屋敷だったな」

　昨日、父親となったアインは、リーゼロッテが落ち着くまでマーシェンの屋敷で世話になることになったことを思い出す。冒険者としての仕事も育児休業に入ったので、今日くらいは昼まで寝ていようと思っていたのだが、部屋の明るさ具合からまだ早朝、日の出からそれほど時間が経っていないように思われた。

「…………まあ、いいや」

　起きてしまったことを悔いても仕方がない。それに、今すぐに目を閉じてしまえば、すぐにでも睡すい魔まが襲ってきて、あっさりとまどろみの中に沈むことができるだろう。アインはそう結論付けると、ゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

　だが、すぐさまツンツン、ツンツン、と再び頰を突く感覚がやって来る。

「……んがっ!?」

　俺の眠りを妨げるのは誰だ！　アインはくわっ、と目を見開くと、再びやって来たツンツン、と頰を突く感覚のする方を見やる。

「うう…………うううっ…………」

　そこには、目に涙を一杯に溜めて声を上げずに泣いているリーゼロッテが、小さな手を必死に伸ばし、アインに何かを必死に訴えようとしていた。

「──っ!?」

　リーゼロッテの涙を見たアインは、飛び起きてその小さな肩を摑む。

「ロッテ、一体、どうしたんだ？」

「うう……うわあああああああんっ！」

　アインが声をかけると、リーゼロッテは堰せきを切ったように声を上げて泣き出す。

「えっ？　ええっ、ど、どうしたら……」

　リーゼロッテが泣いている理由が全く見当もつかないアインは、とにかく抱っこして落ち着かせようと手を伸ばしたところで、ベッドが何やら濡ぬれていることに気付く。

「もしかして……」

　ある可能性に気付いたアインは、自分の手の臭いを嗅かいでみる。

「…………なるほどね」

　ツンとするアンモニア臭に顔をしかめながら、アインはリーゼロッテへと手を伸ばして抱き上げる。すると、着ている簡素な服の下腹部も濡れていた。

　どうやらリーゼロッテは、お漏らしをしてしまったようだ。

「うわああああん！　ううっ、うぐっ……」

「よしよし……ほら、怒ってないし、大丈夫だから」

　アインは泣いているリーゼロッテの頭を優しく撫なでると、脇の下に付いている結び目を左右順番に解く。

　それだけで着ている服を脱がしたアインは、代わりにシーツをリーゼロッテの体に巻き付け、抱き上げてベッドから出る。

「よし、それじゃあ体をキレイキレイしに行こうな」

　そう言うと、アインはサイドチェストから手ぬぐいを一枚取り出し、リーゼロッテを連れて部屋を出る。

　とりあえず水場へ行って体を洗い、その後はベッドを汚してしまったことを謝罪し、替えのシーツを用意してもらおうと今後の算段を決める。

「ほら、大丈夫だから泣き止んでおくれ」

　アインは歩きながら、まだぐずっているリーゼロッテの頰をぷにぷにと突っつく。

「パパはロッテの笑っている顔が見たいな～」

「ふぇ……」

「ほら、こんな風に……さ」

　アインは口角を上げて笑顔を作ると、さらに大おお袈げ裟さに口角を上げておどけてみせる。

「ほ～ら、ロッテが笑ってくれないと、パパの顔がどんどん大変になるぞ～」

「……ぷっ、きゃはっ！」

　アインの変顔に、リーゼロッテは思わず吹き出し、コロコロと笑い出す。

「うん、やっぱりロッテは笑っている顔が一番素敵だな」

　いつもの調子を取り戻したリーゼロッテの様子に、アインは一息吐つく。

　それと同時に反省もする。

「パパになったんだから、しっかりしないと……」

　リーゼロッテが粗そ相そうをしてしまっても、不思議と嫌な気持ちは起きなかった。

　むしろ、こういう事態が起きることを想定せずに、昼過ぎまで寝ていようなんて甘い考えでいたことをアインは悔くいるのであった。




　朝あさ靄もやが立ち込める中、アインは小鳥のさえずりを聞きながら井戸がある屋敷の裏手へと足を運んだ。

　木でできた桶おけを井戸の中へ落とし、慣れた手つきで滑かつ車しやに取り付けられた紐を引いて水を汲くむと、手を入れて予想以上の冷たさに顔をしかめる。

「……さすがにこのままじゃ冷たいよな」

　最近になってようやく日中は汗ばむ陽気となってきたが、早朝はまだ上着が必要なほど寒く、シーツ一枚しか身に着けていないリーゼロッテは「へくちっ」と可愛らしいくしゃみをしていた。

　このまま体を拭いたらリーゼロッテが風か邪ぜを引いてしまうかもしれないと思ったアインは、水の入った桶を地面に置き、近くにあった石を拾って桶の中へと投げ入れる。

　桶を前に仁に王おう立だちになると、リーゼロッテを抱いていない手で愛用の杖を構えて呪文を唱える。

「赤を纏う者たちよ。我が声に耳を傾けたまえ……」

　すると、桶の中に入った石が赤く光り、水の中で熱を放ち始める。

　対象に熱を与え、時に燃やす魔法『炎熱フオイエ』を使って石を温め、冷たい水をお湯にすることにしたのだ。

「よし、こんなものだろう」

　ぬるま湯程度の温度になったところでアインは魔法を解くと、リーゼロッテを広げたシーツの上へ座らせ、ぬるま湯に浸した手ぬぐいで体を拭き始める。

「よし、すぐにキレイにしてやるからな」

「あ～い」

　アインの優しい手つきに、リーゼロッテは両手を上げておとなしく身を委ゆだねる。

　正面を一通り拭き終わったアインは、続いて背中側を拭き始める。

　すると、当然目に付くのは、リーゼロッテの背中に生えた翼と尻尾しつぽだ。

「……本当に直じかに生えているんだな」

　果たしてどう触れたものかと思案しながらアインが独りごちる。

　恐る恐る手を触れてみると、リーゼロッテが小さく「んっ」と声を漏らす。

「あっ、ごめん痛かったか？」

「……んにゅ？」

　アインが慌てて手を離して問いかけると、リーゼロッテは「どうしたの？」と問いかけるように頭をコテン、と傾ける。

「……大丈夫か」

　特に嫌がっている様子はないので、アインは再び翼を拭き始める。

　リーゼロッテの翼は、コリコリとした触感の骨と薄い飛ひ膜まくで構成されており、僅わずかではあるが熱を感じることができる。鳥類の翼というよりは蝙蝠こうもりの翼に近いなと思いながらも、果たしてこの翼で本当に飛べるのかと疑問に思ってしまう。

　記録では、竜人族はその翼で大空を自由に駆けたとあるのだが、リーゼロッテの翼は、背中に申し訳程度に付いているほど小さく、とても空が飛べるとは思えなかった。

「まあ、これから成長するのかもしれないしな」

　それに、時折小さくパタパタと羽ばたく様子も可愛らしく、リーゼロッテの可愛らしさを倍加させているように思えた。

　翼と背中を拭き終え、アインは続いて尻尾へと手を伸ばす。

　リーゼロッテの尻尾は足と同じ太さがあり、動く度に敷かれたシーツにしわを刻んでいく。感触はぷにぷにもちもちの肌とは違い、水すい生せい亜あ人じんである蜥蜴人間リザードマンの皮膚と同じような硬い鱗で覆われた筋肉質なものだった。

「……おっと」

　先端に触れた途端、大きく動いた尻尾から手を離しながらアインは肝きもを冷やす。

　昨日、この尻尾の攻撃によってメイドの一人が昏こん倒とうし、現役時代は無敵と謳うたわれたマーシェンの顔に見事な痣あざを作ったのだ。

「こら、ロッテ。危ないからおとなしくしてないとダメだろ？」

「あうっ～……」

　諭さとすようなアインの言葉に、リーゼロッテは腰の脇から回した尻尾を抱くようにして顔を伏せる。その顔は真っ赤に染まっており、アインが手を伸ばしても、いやいやとかぶりを振って尻尾を触らせてくれない。

「……もしかして、尻尾は触られるのは嫌なのかな？」

　そう問いかけてもリーゼロッテは明確な回答はしてくれないが、一通り尻尾を拭き終えていたこともあり、アインはこれ以上の追求は諦めてリーゼロッテの体を綺き麗れいにすることに専念した。




　リーゼロッテの体を綺麗に拭き、ついでに自分の顔を冷たい水で洗ったところで、アインは自分の失態に気付く。

「……ロッテの替えの服を持ってくるのを忘れた」

　そもそもリーゼロッテがさっきまで着ていた服も借り物なので、替えがないのは当然なのだが、現在、リーゼロッテが尻に敷いているシーツを再び使うのは憚はばかられる。

　このままではせっかくお湯を使って体を拭いたのに、結果として風邪を引いてしまう。

「……仕方ない。部屋まで走るか」

　ここで手をこまねいているよりも、一刻も早く戻った方が賢明だと判断し、アインは裸のままのリーゼロッテを抱き上げようとすると、

「ああ、やはりここにいましたか」

　アインが行動に移すより早く、涼やかな声が響いた。

　声のした方にアインが顔を向けると、腰まである長く艶つややかな黒髪を持つメイド服に身を包んだ妙みよう齢れいの女性が立っていた。

「部屋の中の様子から状況を察しましたので、こちらをお持ちしました」

　そう言う女性の手には、赤ん坊用の服が用意されていた。

「あ、ありがとうございます」

　アインは女性から服を受け取ると、リーゼロッテに服を着せてやる。

「ロッテ、お姉さんが服を届けてくれたぞ。よかったな」

「んふ～」

　真新しい服を着せられ、リーゼロッテもまんざらでもないようだった。

　すっかり綺麗になったリーゼロッテを抱き上げたアインは、改めて服を持ってきてくれた女性に感謝の意を伝える。

「ありがとうございます、ネルケさん。それと、ベッドを汚してすみませんでした」

「いえ、お気になさらないでください。赤ん坊であれば当然のことです」

　ネルケと呼ばれた女性は、表情一つ変えることなく淡々と答える。

「それと、主からリーゼロッテ様のお世話の手伝いをするように言われておりますので、何の問題もありません」

「えっ、ネルケさんが？」

「……何か問題でも？」

　険けんのある言い方に、アインはしどろもどろになりながら思ったことを口にする。

「その……問題というより、ネルケさんって育児の経験があるのかなって……もしかしてネルケさんって子供いたりします？」

「…………私が経けい産さん婦ぷに見えると？」

「い、いえ……す、すみませんでした！」

　ネルケの紅い瞳が冷たく光るのを見たアインは、腰を九十度折り曲げて謝罪の言葉を口にすると同時に、心の中でマーシェンに抗議する。

（フォローしてくれるって言ったけど。それがネルケさんだって聞いてないぞ！）

　ネルケは若くしてマーシェンからメイド長を任されている才女で、メイドとしての技量はもちろん、クールな美び貌ぼうも合わさって彼女に憧れるメイドも多いと聞く。

　だが、アインはこのネルケが苦手だった。

　年上で、女性なのに自分より身長が高いのもそうだが、常に完璧に振る舞うネルケの姿に辺りの空気がピンと張り詰めるのが息苦しいと思っていた。さらに、時折見せる氷のように冷たい眼差しは、屋敷のメイドたちだけでなく、雇い主であるはずのマーシェンですら委い縮しゆくするほどで、それを遠巻きに見ていたアインは、巻き込まれたらことだと可能な限りネルケと接触しないようにしていたのだ。
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　実際、たった今ネルケに睨にらまれたアインの背中は冷や汗でぐっしょりと濡れており、リーゼロッテではないが、全身を拭いて着替えたかった。

　今後を想ってアインが思わず胃の辺りに手を当てると、タイミングよく「ぐぅ～」という音が聞こえた。

「ふみゅぅ……」

「あ～、お腹空いたか……」

　お腹を押さえるリーゼロッテを見ながら、アインも自分が空腹であることを自覚する。

「……でも、ロッテくらいの子って何を食べさせたらいいんだろう？」

「ご心配には及びません」

　アインの疑問に、ネルケがすかさず答える。

「すでに食事の用意もしておりますので、どうぞ食堂までお越しください」

「そ、そうですか、何から何までありがとうございます」

「いえ、それと……どうやらアイン様は、私がリーゼロッテ様の面倒を見ることを任されたことが不安なようですが……」

「い、いえ、そんなことは……」

「構いません。アイン様のお気持ちもわかりますから」

　ネルケは射い貫ぬくように目を細めてアインを見据えると、咳払いを一つして静かに話す。

「実は私には、兄弟がたくさんいまして……」

「はぁ……」

　いきなり何を言い出すんだ。と思うアインだったが、下手に口を出してネルケに睨まれるのは怖いので黙って聞いておく。

「故郷に弟が三人と、妹が五人ほどいるのです」

「多っ!?　あっ、すみません」

「いえ、お気になさらず……私は九人兄弟の長女として、弟や妹の面倒をずっと見てきました。その経験を買われ、数々の冒険者様にお子様のお世話を任されました。妊にん娠しんの経験はありませんが、育児に関しては十分に知識を蓄えていると自負しています」

　だから何も問題はない。ネルケの目はそうハッキリと告げていた。

　どうやら先程のアインの言葉に、メイド長としての矜きよう持じを傷付けられたようだ。

　そんな目をされると、アインとしては謝る以外に取れる選択肢はなかった。

「そ、それは大変失礼しました。で、では……どうかご助力をお願いします。」

「はい、わかればよろしいのです」

　そう言ってネルケは深々とお辞じ儀ぎをすると、屋敷の中へと入っていった。

　残されたアインは、緊張から解放されたように「ふぅ」と大きく息を吐くと、リーゼロッテを抱え直して微び笑しようを浮かべて問いかける。

「……というわけだ。ご飯、食べに行こっか？」

「おあぅ、あぅ～か？」

　今のやり取りの意味をよくわかっていない様子のリーゼロッテは、首をコテンと傾けると、間の抜けた声で返事を返した。




　食堂に足を踏み入れると、パンの焼ける香ばしい香りがして、アインは思わず溢あふれてきた唾だ液えきを飲み込む。

　十分すぎる広さがある食堂の中央には、十人は軽く食事ができる大きさの卓があり、真っ白なテーブルクロスが掛けられた卓の上には、すでに料理が用意されていた。

「お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

「あっ、はい」

　ネルケに勧められた椅子に腰かけたアインは、すぐ横に置いてある手すりのついた一段高い椅子にリーゼロッテを座らせると、用意された食事を見る。

　今朝のメニューは、焼き立てのパンにふわふわのスクランブルエッグ、そして野菜がふんだんに使われたクリームシチューというメニューだった。

　朝は軽めのメニューを好むアインとしては申し分ない朝食だったが「あれ？」と首を傾げ、ネルケに質問する。

「あの……ネルケさん。これが俺とロッテの食事……なんですよね？」

「はい、そうですが、何か食べられないものでもありましたか？」

「そうじゃないですけど……俺とロッテのメニューが同じでいいんですか？」

「と、おっしゃいますと？」

「いや、ロッテくらいの年ならば、やっぱり離乳食なんかじゃないのかなと。それに、竜人族のロッテが俺たちと同じ食べ物を食べて大丈夫なんですか？」

「ええ、それなら問題ないと思いますよ」

　ネルケはゆっくりと首肯すると、アインにリーゼロッテの口を開くように指示する。

「えっ、でも……どうしたら？」

「このくらいの子供は親の真似を何でもしますから、アイン様がお手本を見せれば問題ないかと」

「……わかりました」

　ネルケの指示に従い、アインはリーゼロッテに向き直って口を開ける。

「ロッテ、あーん」

　アインの突然の行動にリーゼロッテは暫くキョトンとしていたが、アインが再び「あーん」とすると、リーゼロッテも「あーん」と大きく口を開ける。

「見てください。リーゼロッテ様の歯は、すでにほとんど生え揃っています。これならある程度のものなら大人と同じものを食べても問題ありません」

「へぇ……知らなかった」

「それだけではありません。リーゼロッテ様の歯を見て何か気付きませんか？」

「何かって……あっ、そうか、歯の形か!?」

「ええ、そうです。さすがですね」

　アインが辿り着いた結論に、ネルケが満足そうに頷うなずく。

　リーゼロッテの歯を見てみると、前歯は平べったく、奥歯は臼うすのように平らになっている。これは、食べ物を食べる時に前歯でハサミのように切り、奥歯ですり潰すという、人間をはじめとする雑食動物に見られる特徴だ。

　対して肉食動物の歯は全てが鋭く尖とがっており、草食動物の歯は臼のように平らになっている。歯を見れば、その生き物がどのような物を食べるかわかるのだった。

「とはいえ、多くの亜人種は元々が人間からの派生ですから、食べ物に関しては、ほとんどの亜人種が我々と同じものを食べても大丈夫なんです」

「それはつまり、犬型の亜人種だからといって、タマネギやナッツを避ける必要はないということですね？」

「そういうことです。ただ、味付けは大人と比べると大分薄味にしていますので、アイン様の分を誤ってリーゼロッテ様に与えないようにしてください」

「なるほど……」

「食材は細かく刻んでありますが、一度に食べさせる量は控ひかえめに。それと、リーゼロッテ様にとっては、目覚めてから初めての食事となりますから、お腹がいっぱいになったと感じたら、無理せず食事を終えてください」

「なるほどなるほど……」

　初めて知る知識の数々に、アインは何度も頷きながらネルケが世話の手伝いをしてくれる頼もしさを実感する。

「んも～！」

　すると「あーん」と口を開けた後は放置されてしまったリーゼロッテから、いつまで待たせるんだという抗議の声が上がる。

「ああ、ゴメンよ。もうお腹ペコペコだよな」

　アインは謝りながら木のスプーンを手に取ると、クリームシチューを少量掬すくってリーゼロッテの口元へと運ぶ。

「はい、あ～ん」

「あ～ん」

　リーゼロッテは大きな口を開けてクリームシチューを頰張ると、目を大きく見開き、瞳をキラキラと輝かせながらニッコリと笑う。

　どうやらネルケが用意してくれた料理を気に入ってくれたようだ。

「あい、あ～い！」

「はいはい、次だな」

　小さな手をブンブン振りながら次を催さい促そくしてくるリーゼロッテに苦笑しながら、アインはパンを小さくちぎってリーゼロッテに食べさせる。

　パンを頰張ったリーゼロッテは、もきゅもきゅと小さな口で一生懸命に咀そ嚼しやくする。

　やがて大きな動作でパンを飲み込むと、すぐさま次をアインに要求する。

「あい、あ～い！」

「フフッ、本当……可愛いな」

　ご機嫌のリーゼロッテに笑みが零こぼれるのを自覚しながら、その後もアインは甲か斐い甲が斐いしく食事を口に運んでやる。

　だが、いつまで経っても次を要求してくるリーゼロッテに、

（あれ、これって俺が食べられないのでは？）

　と思ったが、リーゼロッテが一生懸命にご飯を食べる姿が余りにも愛らしいので、自分は後でもいいかと思い、その後もリーゼロッテが満足するまで食事を与え続けた。




　結局、リーゼロッテは用意された食事をペロリと食べきってみせた。

　遅れてアインも食事を食べ終えると、一息吐くために眠っていた部屋へと戻る。

「ほい、到着っと」

　部屋の中に入ったアインは、ベッドメイクされてすっかり元通りになったベッドの上に座り、リーゼロッテをすぐ傍に寝かせる。

　すると、リーゼロッテはすぐさま起き上がり、這はい寄よってアインの太ももによじ登ると、自分の頰をスリスリと擦り付けるようにして甘えてくる。

「フフッ、ロッテは甘えん坊さんだな……」

　アインはリーゼロッテの頭を優しく撫でながら、これからどうするかを考える。

　いつもならこれから遺跡に入り、どこかに潜む魔物を警戒しながら、まだ到達していない地点を目指してひたすら邁進するのだが、残念ながら子育てにはそういった経験は活いかせそうにない。

（でも、爺さんも言っていたしな）

　誰にだって初めてはあるものだ、と。子育てに必要な知識はこれから少しずつ蓄えていけばいいが、最初から何もかもネルケに頼ってはリーゼロッテに申し訳ない。

「とはいえ、一体全体どうしたもんかな？」

　アインはリーゼロッテを抱え上げ、高い高いをしてやる。

「きゃおう、きゃっ、きゃっ！」

　高く掲げられたリーゼロッテは、手を叩いて喜びながら背中の小さな翼をパタパタと忙しなく動かす。

　もしかしたら、自分が空を飛んでいると思っているのかもしれなかった。

「……そうだ」

　背中の翼を必死にパタパタと動かすリーゼロッテを見て、アインは妙みよう案あんを思いつく。

　だが、それが正しい行いかどうかわからないので、念のためにネルケに確認を取る。

「ネルケさん。この後、ロッテに運動をさせようと思うのですが、大丈夫ですか？」

「ええ、リーゼロッテ様は目覚めたばかりで体が本調子ではないでしょうから、体を動かすことはとてもいいことだと思います」

　ネルケは大きく頷きながらアインの案を補足してくれる。

「見たところリーゼロッテ様は、幼児としてはすでに十分な筋力が付いているようです。ここは自信を付けさせるためにも、自ら動くような運動が良いと思います」

「なるほど……ちなみにロッテって人間で言えば何歳くらいなんですかね？」

「そうですね……」

　その質問に、ネルケはおとがいに手を当てて考える姿勢を取る。

「……お体の成長具合からいうと、リーゼロッテ様は一歳半から二歳くらいではないかと思われます。ただ、亜人種は種族によって成長にかなり違いがありますから、一いち概がいに何歳と断定するのは難しいですね」

　過酷な環境に身を置くことが多い亜人種の中には、生きていくために必要な能力を身に付けるため、幼児期の成長スピードが著いちじるしく早い種族がいる。このため、亜人種の幼児は、見た目だけで実年齢を判断するのは難しいという。

「ただ、種族によって成長速度に差があるのは生まれてからおおよそ五年で、十を迎える頃には種族による差異ほとんどなくなると言われています」

「じゃあ、今のロッテは、もしかしたら見た目よりお姉さんだったり、もっと幼かったりするんですね？」

「そうです。ただ、竜人族に関しては全く情報がないので、我々が注意深く経過を観察していく必要があるでしょうね」

「わかりました。俺もパパとして、ロッテのことはよく見ておきます」

　アインは力強く頷くと、ロッテを胸に抱き直す。

　目が合うと、にぱぁと無邪気な笑顔を見せてくれるリーゼロッテに、釣られてアインも目尻が下がるのを自覚しながらネルケに再び質問する。

「ちなみにですが、ロッテが自分から動く運動で良い案とかあったりしますか？」

「はい、アイン様は後追いというのをご存知でしょうか？」

　その質問にアインが首を横に振ると、ネルケはゆっくりと頷いて説明してくれる。

「後追いとは、親と片時も離れたくないと思う赤ん坊が、親の行くところならどこでも付いていこうとする行為です」

　つまり、リーゼロッテを離れたところに置いて、自分のところに来させることで運動させようということだ。

「なるほど。早速やってみます」

　アインは高く掲げていたリーゼロッテを胸に抱くと、部屋の隅すみへと移動して下ろす。そして、自分は少し離れた場所へと移動すると、手を叩いてリーゼロッテを呼ぶ。

「ほ～ら、ロッテ。パパのところにおいで」

「あい～」

　名前を呼ばれたリーゼロッテは、とてとてとアインの下へと這はって行き、両手を広げたアインの腕の中へぼすん、と飛び込む。

「おおっ、思ったより速いな。凄いぞ、ロッテ」

「むふぅ～！」

　アインが頭を撫でながら褒ほめると、リーゼロッテは鼻を鳴らして胸を張る。

　そんな誇らしげな態度を見せるリーゼロッテを微笑ましく思いながら、アインは再びリーゼロッテを地面に下ろし、今度はもう少し離れた場所へ移動する。

　アインが名前を呼ぶと、今度もリーゼロッテはなかなかの速さでとてとてと移動し、再びぼすん、とアインの腕の中へと飛び込む。

「か、可愛すぎる……」

　リーゼロッテの一連の動作が余りにも愛らしくて、次はもっと距離を広げてみようと思い、アインはリーゼロッテを部屋の隅へと下ろす。

　そのまま部屋を対角線上に移動したアインは、再びリーゼロッテを呼ぼうとしたところで足に違和感を覚え、下を見やる。

「おわっ!?」

　するとそこには、アインの足にしがみついてニッコリと笑うリーゼロッテがいた。

「お、驚いた……ロッテ、いつの間にこんなところまで来たんだ？」

　アインは翡ひ翠すい色いろの大きな目を輝かせ「もっとほめて」とせがんでくるリーゼロッテを抱き上げると、すりすりと愛おしそうに頰ほお擦ずりをする。

「もう、俺が呼ぶ前に来ちゃうなんて、愛らしすぎるぞ。このっ、このっ！」

「きゃおっ、あい、あ～い……」

　アインの激しい愛情表現に、リーゼロッテは可愛らしい悲鳴を上げながら喜ぶ。

　すっかり後追いを利用して運動することが気に入ったアインは、リーゼロッテの可能性をもっと見てみたくなる。

「よ～し、それじゃあ、今度はもっと遠くまで……」

「い、いえ、それは止めておきましょう」

　いっそのこと部屋の外まで行こうとしていたアインに、ネルケが待ったをかける。

　その顔には、いつも冷静な姿を崩さないネルケにしては珍しく狼ろう狽ばいの色が浮かんでいた。

「私から提案したことですが、これ以上は止めておいた方が賢明だと思われます」

「えっ、どうしてですか？　ロッテもこんなに乗り気なのに……」

「それが問題なのです」

　何が問題なのかわかっていない様子のアインに、ネルケが起こったことを説明する。

「私も驚いたのですが、リーゼロッテ様は回数を重ねるごとに這い這いがどんどん速くなっていったのです。そして今は、ほとんどアイン様と遜そん色しよくない速度が出ていました」

「えっ、それって凄くないですか？」

「はい、私もここまで速く這い這いをする赤ん坊は見たことがありません。しかし、こうなると次にさらに速くなった場合、アイン様と交こう錯さくする可能性があります」

「……それって、俺がロッテを踏んじゃうってこと？」

「可能性は限りなく低いでしょうが、危険は事前に摘つみ取とるべきです」

　用心はしすぎるに越したことはないというのが、ネルケの意見のようだった。

　これが冒険ならば、多少のリスクを背負うことも厭いとわないアインだが、こと育児となると話が変わってくる。

　経験者の意見を尊重するのは、冒険でも初心者としては大切な心掛けだ。

「わかりました。ロッテの安全が一番ですからね」

「そうしていただけると助かります」

「でも、そうするとどうしよっかな」

　アインは「もうやらないの？」と期待に満ちた顔でこちらを見ているリーゼロッテの乱れた前髪を直してやりながら、どうするべきかを考える。

　ネルケの話通りなら、リーゼロッテは普通の赤ん坊より優れたポテンシャルを秘めていることになる。それが竜人族だからなのかどうかはわからないが、せっかくだからリーゼロッテの持っている力をさらに伸ばしてやりたいと思った。

「ネルケさん、あったら貸してもらいたいものがあるのですが……」

　次の運動を思いついたアインは、ネルケにあるものをリクエストした。




「さあ、ロッテ。今度はこれでパパと遊ぼうな」

「おお～ぅ」

　リーゼロッテがクリッとした大きな目で見る先には、球状の物体があった。

「これはボールって言ってな。こうやって……」

　そう言うと、アインは毛糸でできたボールを転がす。

「おおぅ……おお！」

　コロコロと転がるボールに、リーゼロッテの目は早速釘付けになる。

　リーゼロッテはボールを指差しながら、興奮したようにアインの膝ひざをバシバシ叩く。

「あい、あいっ！」

「うん、ほら取っておいで」

　アインが頷くと、リーゼロッテは尻尾を振りながら嬉しそうにボールに向かって行く。

　ボールに追いついたリーゼロッテは、アインを真似て自分でもボールを転がし、嬉しそうに「きゃっきゃっ」と手を叩いて喜ぶ。

「うん、うん」

　興奮した様子のリーゼロッテを見て、ボールを使って遊ぶというのは、我ながら妙案だったとアインは自画自賛する。

　当初ネルケには、自分たちが余よ暇かで遊ぶような動物の革で作られたボールをリクエストしたのだが、ネルケは使いこまれたボールでは衛生面からも、部屋が汚れるという側面からも賢明ではないと、代わりに丸めた毛糸で作られたボールを持ってきてくれた。

　これなら例えボールが顔に当たったとしても怪け我がすることはないだろうし、衛生面でも普通のボールと比べれば雲うん泥でいの差だった。

　ネルケからは、リーゼロッテが誤って口に入れないようにしっかりと監視するように言われているが、幸いにもリーゼロッテはボールを転がすのに夢中のようで、今はまだ口に含むという考えはないようだった。

（ああ、可愛いな………………けど）

　夢中になってボールを追うリーゼロッテも可愛らしく、見ていて全く飽あきないのだが、余りボールにばかり夢中になられてもアインとしては面白くない。

　ボールに嫉しつ妬とするのもどうかと思うのだが、アインはボールを転がし続けるリーゼロッテの気を引くように大きな声を出す。

「ロッテ～、パパも一緒に遊びたいな」

「んにゅ？」

「よかったらそのボール、パパにも見せて欲しいかな～」

　アインは手で丸を作り、ボールが欲しいことをアピールする。

「んんん……」

　アインからの要請を受けて、リーゼロッテは暫く目の前のボールを眺めていたが「あいっ！」と元気よく返事をして、ボールへと手を伸ばす。

　急いでアインの下へボールを持って行こう。そう思うリーゼロッテだったが、移動しようとしてすぐにある事実に気付く。

「ふみゅう……」

　ボールを手にした状態では、上手く移動できないのだ。

「お～い、ロッテ。どうした？　パパはここだぞ～」

　愛おしい愛まな娘むすめがすぐさま来てくれなくて、少し寂さびしそうな声を上げるアインを見て、リーゼロッテは両手でしかと摑んだボールを見ながらどうしようかと考える。

　ここに来るまでボールを転がしてきたのだから、戻る時も同じ手段を取ればいいのだが、リーゼロッテはそこまで考えが及ばなかった。

　どうやったらボールをアインに届けられるか。それを幼い頭で必死に考えたリーゼロッテはある行動に出る。

「…………えっ？」

　それに気付いたアインが驚きよう愕がくに目を見開く。

　暫く何か考え込んでいたリーゼロッテだったが、何か思いついたかのように顔を上げると、両手を地面についてゆっくりとした動作で立ち上がってみせたのだ。

「………………立った」

　愛娘の思いがけない成長に、アインは開いた口が塞ふさがらないでいた。

「立った……ロッテが立ったよ！　ネルケさん、見ましたか？」

「ええ、見ています。と言っても、完全に二本の足で立っているわけではありませんが」

「えっ？」

　ネルケの言葉にアインが目を向けると、そこにはぷるぷる震えながら一生懸命に立っているリーゼロッテの姿が見える。だが、よく見ると、二本の足で立っていると思われたリーゼロッテの股の間から、三本目の足が見えていた。

「…………尻尾？」

　そう、リーゼロッテは自分の足と同じ太さの尻尾を器用に使い、自分が倒れないように支えて立っていたのだ。

「でも、立ったことには変わりない」

　完全に二本の足で立ったわけではないことは残念だったが、アインはリーゼロッテの成長を素直に喜び、励はげますように声をかける。

「ロッテ、凄いぞ。さあ、後は頑張ってパパのところまでおいで」

「あ～う、あ～う……」

　アインからの応援を受け、リーゼロッテはボールを両手でしっかりと抱えると、一歩、一歩、確かめるようにゆっくりと歩き出す。

　二本の足と一本の尻尾。それらを器用に動かし、ズリズリと引ひき摺ずりながら歩くリーゼロッテを、アインは固かた唾ずを飲んで見守る。

　途中、何度か転びそうになったが、その度にリーゼロッテは尻尾を使ってどうにか耐え、そして遂にアインの下へと辿り着き、広げられた手に倒れ込むように飛び込む。

「あ～い！」

「凄い！　偉いぞロッテ。お前はもう……最高だ！」

　アインは喜びを爆発させると、リーゼロッテを抱き締めながら全力でいい子いい子と頭を撫でまわす。

　過剰な愛情表現を受けたリーゼロッテは少しの間、驚きで目を回していたが、気を取り直すと満面の笑みを浮かべて手にしたボールをアインへと差し出す。

「ぱーぱ、あいっ！」

「──っ!?」

　瞬間、アインの表情が驚きでピシッ、と固まる。

（い、今、ロッテは何て言った？）

　アインはわなわなと震える唇をどうにか動かしながら、不思議そうに小首を傾かしげているリーゼロッテに話しかける。

「ロ、ロッテ……今の、もう一回言ってくれないか？」

「んにゅ？」

「もう一度、もう一度パパって言ってくれないか？」

「ぱーぱ、ぱーぱ！」

　もう、我慢できなかった。

「ロッテ！」

　アインはリーゼロッテをきつく抱き締めたまま立ち上がり、その場でくるくると回りながら何度も頰にキスをし、頰擦りを繰り返してこれでもかと愛情を伝える。

「そうだ。俺がロッテのパパだよ！　パパなんだ！」

「あおぅ……ぱーぱ、ぱーぱ」

「は～い、パパですよ～！」

　喜びを爆発させたアインは、リーゼロッテを高い高いしながら部屋中くるくると回り続けた。

「……全く、早くもとんだ親バカですね」

　リーゼロッテに何度もパパと呼ばせるアインの様子を、離れた位置で見ていたネルケが呆あきれたように呟つぶやく。

　だが、言葉とは裏腹に、ネルケの顔には慈しむような優しい笑みが浮かんでいた。
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　季節は移り変わり、どこまでも抜けるような蒼あおい空のキャンバスには、幾いく重えにも重なる真っ白な入道雲が映えるようになった。

　陽は高く、日中は汗ばむ陽よう気きで暑さ対策が必須になり、人々は少しでも暑さを逃れようと自然と着るものも薄く、面積の少ないものになっていく。

　アインもいつもの黒い外套マントを脱ぎ、薄手の袖そでのないチュニックにズボンといった夏仕様の装備で、白い石壁に、赤い煉れん瓦がの屋根の家々が立ち並ぶフェブリスの街を歩いていた。

　踏みしめる地面は、地方の街にしては珍しく石いし畳だたみで舗ほ装そうされ、大型の馬車がすれ違えるほどに広い。通りに面した店も、最近の流行はやりを取り入れた衣類やアクセサリーを扱う若者に人気の店から、武ぶ骨こつな職人が創り上げる繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされた重厚な家か具ぐを扱う店など、フェブリスという街がかなり発展している様子が窺えた。

　今でこそ多くの人で賑にぎわい、街と呼ばれるフェブリスだが、元々は住民が食べていくのが精一杯の何もない小さな村だった。

　だが、村のすぐ近くで竜人族のものかもしれない巨大な遺跡がいくつも発見されたことで、状況は一変する。

　各地から冒険者たちが押し寄せ、その冒険者たちをフォローするために宿屋が建ち、この地が金になると聞きつけた商人たちがやって来たのだ。

　あれよあれよと村は大きくなり、多くなった人たちをまとめる人材が必要となったので、当時の冒険者たちをまとめていた人物、マーシェン・ヒートが新生フェブリスの初代領主となったのだった。

　マーシェンの統治は見事なもので、特に冒険者たちを管理するギルドを設立し、厳格なルールを設けたことで、一歩間違えればただの無ぶ頼らい漢かんとなる冒険者を恐れる人たちも安心して暮らせるようにした功績は大きかった。

　結果としてフェブリスは数多あまたの冒険者がいるにも拘らず、非常に治安がいい街としてさらなる発展を続けているのであった。

「…………はぁ」

　照りつける太陽に負けないほど陽気な雰囲気に包まれている街の雰囲気とは対照的に、アインの心には暗雲が広がっており、その足取りは非常に重かった。

「パパ～、どうちたの？」

　すると、そんなアインを心配するような舌足らずの声がすぐ隣から聞こえる。

　声の主は言うまでもなく、アインが目に入れても痛くはないと思う愛まな娘むすめ、リーゼロッテだった。

　竜人族もいくつかの亜人種と同様に人間の子供より成長が早いようで、アインのことを初めてパパと呼んだその日から、リーゼロッテは目覚ましい成長を見せた。

　立って歩くことを覚えたと思ったら、僅わずか二週間足らずで難なく一人で歩けるようになり、その頃にはスプーンとフォークを使って自分で食事を摂とるようになった。

　アインのことをパパと呼んだ後も周りの言葉に常に耳を傾け、その人が言った言葉をみるみる吸収してどんどん言葉を覚えていく。

　それに伴ともない、周りとも徐々にコミュニケーションを取れるようになると、食事以外にもトイレや風呂といった生活に必要なことを教わりながら、あっという間に一人でできるようになっていく。

　そして、アインがリーゼロッテを見つけて半年も経つ頃には、必要最低限のことは一人で大方こなせるようになったのだった。

「げんきないよ……ちゅかれちゃった？」

　心配そうに下から覗のぞき込んでくるリーゼロッテの様子は、この半年で大きく変わっていた。

　身長はアインの太ももくらいの高さまで成長し、服装も赤ん坊用の簡単に脱がせられる機能性を重視したものから、フリルのたくさん付いたピンクのワンピースになり、つばの広い麦わら帽子といったお洒落しやれをするようになった。

　ワンピースの背中には、以前より少しだけ大きくなった蝙蝠こうもりを思わせる翼と、より逞たくましくなった蜥蜴とかげの尻尾しつぽが歩く度にわさわさと揺れていて、竜人族としての特徴がより顕けん著ちよに現れてきたようだった。

　人間でいうと三歳児程度にまで成長したリーゼロッテは、アインが落ち込んでいる原因がわかったのか、小さな手を叩きながらその理由を話す。

「あっ、わかった。あちゅいのね。だったら、ロッテがふーふーちてあげる」

　リーゼロッテはそう言うと、アインを冷やそうと「ふーっ」と息を吹きかける。

　そんな仕し草ぐさを可愛らしく思いながら、アインはリーゼロッテの頭を撫なでる。

「うん、涼しくなった。パパ、元気になったよ。ありがとう、ロッテ」

「えへへ～、どういたちまちて」

　アインに頭を撫でられ、リーゼロッテは頰ほおを朱に染めて嬉しそうにはにかむ。

　真夏の向日葵ひまわりのような大輪の笑顔を見せられ、アインは癒いやされるのを自覚する。

　同時にこの笑顔を守るためにも親としてしっかりしなければ、と決意を新たにするのだが、

（…………はぁ）

　リーゼロッテに対して発した言葉とは裏腹に、心の中で再び大きな溜ため息いきを吐ついた。




　リーゼロッテがある程度のことは一人でできるようになったので、アインはマーシェンの屋敷から、以前の拠点であるマーシェンが経営する宿屋兼酒場『ロンベルゴ』へと居を移した。

　そして現在、ロンベルゴから徒歩で十分ほどにある商店が並ぶ商業地区に来ていた。

　ここにやって来た理由は、遺跡探索に復帰する準備のためだった。

　アインが仕事に戻ると決めたのは、つい最近、遺跡で爆発が起こり、怪け我が人にんが多数出たので早く現場復帰して欲しいとマーシェンから要請があったのと、決して潤じゆん沢たくとはいえなかった貯金が底を尽つこうとしていたからだった。

　親として、子供にお金の心配だけはさせたくない。

　それは新米とはいえ、父親となったアインの矜きよう持じであり、絶対にリーゼロッテに悟さとられたくないことでもあった。

　だがそれは、リーゼロッテに自分がいない間の留守番をさせるということだ。

（お留守番してって言ったら、ロッテ泣くかな？）

　リーゼロッテの涙に弱いアインとしては、泣かれてしまったらそれを振り切って遺跡に行く勇気はなかった。

　だが、先立つものがないと、リーゼロッテと今の生活を保つことができない。

（ううう……こんなことならもっと計画的に貯蓄しておくべきだった）

　無計画に金を使っていた過去の自分を呪うアインだったが、金きん欠けつに陥おちいった理由は、アイン一人の問題ではなかった。

　通常の子供より成長の早いリーゼロッテは、大きくなる度に服を新調する必要があり、しかもその度に翼と尻尾を出す穴を開けなければならないので、アインの財さい布ふがより早く減った最大の要因となったのだ。

　だが、それでもアインは何一つ後悔していなかった。

　なぜなら、世界一可愛いといっても過言ではないリーゼロッテは、常に一番可愛い格好をするべきで、そのための出費を惜おしむことは一切考えられないからだ。

　心の底からそんなことを考えている親バカ思考全開のアインは、どうやってリーゼロッテを説得しようか考えながら目的地である道具屋を目指す。

　その途中で、

「あっ…………」

　アインと手を繋いで歩くリーゼロッテが何かに気付いて足を止める。

「ん？　どうした、ロッテ……」

　立ち止まるリーゼロッテに釣られるようにアインも足を止めると、そこは通称メリーさんのお店と呼ばれる衣料品店の前だった。

　一般庶民から貴族の服まで幅広く仕立てているメリーさんのお店は、フェブリスの街の中でも結構な大きさで、通りに面しているところは巨大なショーウィンドウとなっており、数々の商品が煌きらびやかに飾られていた。

　どうやらリーゼロッテはその中の一つの商品に目を奪われているようで、目をまん丸に見開いて「ほぁ……」と感かん嘆たんの溜息を吐いていた。

「ふむ、どれどれ……」

　一体、愛しの我が娘はどの商品に目を奪われているのだろうと、アインはその場にしゃがみ込んでリーゼロッテと目の高さを合わせる。

　するとそこには、キラキラと輝く水面みなものようにスパンコールが散りばめられた、大おお海うな原ばらをイメージしたような美しいロイヤルブルーのドレスが飾られていた。

「これは、綺き麗れいだな」

「うん、おひめしゃまみたい……」

　言葉を覚えるために買った絵本の中でも、特にお姫様が活かつ躍やくする話が好きなリーゼロッテにとって、その象徴ともいえる豪ごう華かなドレスは憧あこがれそのものだった。

　目をキラキラさせながら今にもショーウィンドウに齧かじり付つきそうなリーゼロッテを見て、アインは、こんな小さくてもリーゼロッテはやっぱり女の子なのだなと思う。
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　それと同時に、活発なリーゼロッテにはこういった寒色系の色より、暖色系の色の方が似合うな、などと勝手な妄もう想そうを膨ふくらませる。

「フフフ、このドレスがお気に召めしましたか？」

　親子揃って食い入るようにドレスに見み入いっていると、店の中から頭に羊の巻き貝のような角を持つ亜人種の女性店主、メリーが出て来てアインたちに話しかけてくる。

「こちらのドレスは、とある方に献けん上じようさせていただくドレスでして、残念ながら売り物ではないのです」

「……パパ、けんぢょーってなに？」

「献上というのはね、人に差し上げること……つまり、プレゼントするってことだよ。このドレスは、誰か偉い人に贈るために作られたんだってさ」

「へ～、しょれって、もちかちておひめしゃま？」

　リーゼロッテの質問に、メリーはゆっくりと頷うなずく。

「そうですよ。とっても綺麗なお姫様です。この度、ご成婚が決まったということで、儀式で着るためのドレスを製作させていただくことになったんです」

「ほぁ、やっぱりおひめしゃまがきるんだ……」

　メリーの話を聞いたリーゼロッテは、絵本の中の存在だと思っていた憧れのお姫様が実在することを知り、頰を嬉しそうに紅こう潮ちようさせながら目の前のドレスに食い入るように見入る。

　すっかりドレスの虜になっている愛娘の姿に、アインは思わず相そう好ごうを崩しながらリーゼロッテに問いかける。

「やっぱりロッテもお姫様になりたいのかな？」

「うん！　だっておひめしゃま、しゅっっごく、きらきらなんだよ？」

　小さな手を一杯に広げて、お姫様というものがどれだけ煌びやかで美しいかを表現しようとするリーゼロッテに、アインは何度も頷く。

「そうだね。お姫様といえば、キラキラだよな。じゃあ、ロッテもいつか絵本みたいなキラキラなお姫様になれるといいな」

「うん！　あっ、ロッテがおひめしゃまになっても、パパはずっとロッテといっちょにいてね？」

「──っ、ロッテ！」

　嬉しすぎることを言ってくれる愛娘の言葉に、アインは堪らずリーゼロッテを強く抱き締める。

「心配しなくても、これからもずっと一緒だからな」

「うん、パパ、だいしゅき！」

　つい先程までお金のことで悩んでいたこともすっかり忘れ、アインは今にも溢れ出してしまいそうな愛情を伝えるためにリーゼロッテにこれでもかと頰擦りをする。

　間違いなく世界一愛らしいリーゼロッテのためならば、目の前のドレスに負けないくらい見事なドレスを用意してみせる。そう思ったアインは、名残なごり惜おしそうにリーゼロッテを解放すると、参考のためにメリーに質問してみる。

「ちなみになんですがあのドレス、買うとしたらいくらくらいですか？」

「ああ、でしたら……」

　リーゼロッテを慮おもんぱかってか、メリーは口には出さず手の中でアインにだけ見えるようにロイヤルブルーのドレスの値段を伝える。

「………………えっ？」

　それを聞いたアインの顔から一気に血の気が引く。

「それって、これくらいということですか？」

「いえいえ、まだ二桁ほどゼロが足りないですよ」

「………………マジっすか？」

「マジっす」

　一いつ般ぱん庶しよ民みんならば数十年は遊んで暮らせる金額を提示され、アインの笑顔が凍り付く。

　笑顔のまま硬直するアインに、メリーは静かな微笑を浮かべる。

「ご心配なさらずとも、あそこまでお値段の張らない商品も多数取り揃えておりますので、ご入り用の際は一度ご相談ください」

「わ、わかりました」

　一瞬で現実に戻されたアインは、その時が来たらよろしくお願いしますとメリーに頭を下げ、ドレスに見入るリーゼロッテをどうにか説得してその場を後にした。




　道具屋で冒険に必要なものを買ったアインは、少し休憩をしようとリーゼロッテに提案して、街の中心にある広場までやって来た。

　広場の中心には勢いよく水を噴き上げる巨大な噴ふん水すいがあり、少しでも涼りようを求めてやって来た子供連れや、休憩にやって来た冒険者が多く見られた。

　アインたちは噴水の縁ふちへと並んで腰かけると、ここに来る途中で見つけた露店で購入したアイスキャンディーをそれぞれ食べ始める。

　小さな舌を使ってちろちろとアイスキャンディーを舐なめたリーゼロッテは、目を大きく見開き、その甘さにうっとりしながら幸せそうに微笑ほほえむ。

「えへへ、あま～い」

「うん、甘いね」

　アインは頷きながら、リーゼロッテの口の周りについたアイスを拭き取ってやる。

　口を拭いてもらったリーゼロッテは「パパ、ありがとう」と言ってニッコリと笑うと、再びアイスキャンディーへと挑んでいく。

　夢中になってアイスキャンディーを舐め、幸せそうに笑うリーゼロッテを、街行く人たちも微笑ましく見守り、何人かの顔見知りが通りすがりに挨拶をしていく。

　翼と尻尾を持つリーゼロッテに対し、珍しいという視線を向ける人はいても、それについて言げん及きゆうする人はいない。

　フェブリスという街は、世界中から冒険者が集まる街なので、ここで暮らす人たちは自然と他種族と交流する機会も増える。中にはほとんど表に出て来ないような珍しい亜人種もいたりするので、自分と違う特徴を持つ人がいたとしても、いちいち騒ぎ立てるようなことはしなかった。

　リーゼロッテも翼と尻尾を持つとても可愛らしい女の子という程度の認識で、誰もリーゼロッテが竜人族だとは思ってもいないようだった。そもそも竜人族を見たことがある人がほぼいないのだから、それを指摘できる人がいないのも当然の話だった。

　結果として、世界で唯ゆい一いつの竜人族という稀け有うなリーゼロッテが街を歩いても、特に騒ぎになることもなく、街には平へい穏おんに時が流れていた。

　ゆったりとした時間が流れていく中、アインはリーゼロッテの肩を叩いて、噴水で水遊びをしている大型の犬を指差す。

「ほら、ロッテ。あの動物は何だかわかるかい？」

「えっ？　あれはね～」

　リーゼロッテは「う～ん」と唸うなりながら、可愛らしく小首を傾げる。

　すると、アインたちの視線に気付いた犬が「ワンワン」と鳴くのを見て、リーゼロッテは何かに気付いたかのように、ぱっと顔を輝かせる。

「わかった。わんわんってなくから……いぬっ！」

「うん、正解だ。じゃあ、あれは？」

「うんとね……なんだろ？」

　犬の後ろにいる影を示され、リーゼロッテは頭を捻ひねる。

「じゃあ、ヒントをあげよう。あれはね、うっきーって鳴くんだよ」

「うっきー？　じゃあ、ロッテわかるよ。あれはね、しゃる！」

「そうだな、サルだな」

「うん、しゃるー！」

　主にサ行の発音が苦手なリーゼロッテの舌足らずの回答に、アインが「ウチの子、世界一可愛い」と思いながら頭を撫でていると、

「こらっ、誰がサルだ！」

　サルと呼ばれた影が抗議してきた。

「全く、久しぶりに会ったと思ったら、いきなり人をサル呼ばわりとは酷ひどいな」

　リーゼロッテにサル呼ばわりされたその影は、アインと共に遺跡に潜っていた赤髪の冒険者だった。逞しい肢し体たいを包む体毛は、通常の男性より多少濃いものの、どこからどう見ても人間族の男性だ。

　だが、アインの言うことを疑うことを知らない素直なリーゼロッテは、男性を指差しながら大声でアインに報告する。

「……パパッ、しゃるなのにうっきーって鳴かないよ!?」

「そうだね。驚きだね」

「だぁぁぁ！　いい加減にしろ！」

　髪を掻かき毟むしりながら叫ぶ男性に、周りの人たちが何事かと視線を向けてくるが、周りの目などなんのその、男性は大声で自己紹介を始める。

「いいか？　俺にはイサールって立派な名前があるんだよ！」

「いしゃる？　しゃるじゃないの？」

「サルだけど、イサールって種類の赤サルだな」

「違ぇよ！　おい、アイン。お前、そんな冗談を言う奴じゃなかっただろ！」

　サルなのかサルじゃないのか。混乱した様子のリーゼロッテに、イサールはアインに自分はサルではないことを娘に説明するように求めた。




　リーゼロッテにイサールが人であることを説明すると、リーゼロッテはあっさりと受け入れてくれた。

　ただ、

「いしゃるは、いしゃるだけどしゃるじゃないんだね」

　と言っていただけに、どこまで理解しているのかは不明だが、イサールは幼い子供にこれ以上は言っても無駄だろうと諦めることにした。

　そのリーゼロッテは、イサールのペットの犬と一緒に噴水の中に入って水遊びに興じていた。

　互いにずぶ濡れになりながら戯たわむれる一人と一匹を見て、アインは疲れたように肩を落とすイサールに話しかける。

「どうだ？　ウチの子、超絶可愛いと思わないか？」

「まあ、確かにとんでもない美少女だとは思うけど……何だか最初見た時より随ずい分ぶん大きくなっていないか？」

「亜人種の子供は、普通の子供より成長が早いらしいんだ。だからロッテの成長が早く感じるのも無理はないらしいぞ」

「そういうものか？」

「そういうものだ」

　アインと同じく子育ての経験がないイサールは、そうハッキリと言われてしまっては納得するしかなかった。

　それに、イサールにとっては、リーゼロッテの成長よりも気になることがあった。

　アインの足元に置かれた袋を見ながら、イサールは確認するように問う。

「それで……その荷物を見る限り、お前はそろそろ現場に復帰するんだろ？」

「一応、そのつもりだ」

「そうか……助かる」

　求めていた回答が聞けたイサールは、安心したように安堵の溜息を吐く。

「まあ、ある程度は聞いているかもしれないけど、お前がいなくなってから、遺跡の攻略は随分と遅れて困っているよ」

「爆発事故が起きて、怪我人が出たって聞いたけど？」

　アインの質問に、イサールは肩を竦すくめる。

「それはまた別の話だ。見習いが遺物の鑑定をしていたらいきなりドカン、だとさ」

「でも、彼等に渡した遺物は事前に『解明アナライズ』の魔法はかけてあったんだろ？」

「当然だ。でも『解明』でわかるのは、内部構造と残留物の有無だけだ。解析結果は危険じゃないけど、使ってみたら危険物でした、となったら、こちらとしてはお手上げだ」

　今回、爆発した遺物は後者の方で、魔力を流して使うものだと解析した見習い冒険者が試しに魔力を注ぎ込んだところ、いきなり爆発したという。

　この事故で見習い冒険者一人が亡くなり、近くにいた十数人が怪我を負い、さらにはいくつかの遺物が損失してしまったという。

「まあ、そんなわけで最近はあちこちの空気が悪くてな。アインが復帰してくれれば、そんな悪い空気を払ふつ拭しよくしてくれると期待してるぜ」

「……俺はそこまでたいした存在じゃないよ」

「またまた、竜人族の赤ん坊なんて世紀の大発見をした冒険者様なんだ。ここでもう一つ大きな手柄を立てたら、あの子だって鼻が高いだろうよ」

「…………」

　リーゼロッテの名前を出した途端、アインは渋い顔をする。

　アインの反応を見て状況を察したイサールは、探るように尋ねる。

「もしかして、まだ現場復帰することを言っていないのか？」

「…………これから言うつもりだったよ」

「そうか…………」

　アインの言葉である程度の事情を察したイサールは、重い腰をゆっくりと上げると口くち笛ぶえを吹いて愛犬を呼ぶ。

　主人からの呼び出しに、犬はすぐさま反応を示し、抱き付こうとするリーゼロッテの腕をすり抜けてイサールの下へと駆けていく。

　ブルブルと全身を震わせて水を弾はじく愛犬に、慣れた手つきでリードを付けたイサールは、リーゼロッテに笑顔で手を振りながらアインに話しかける。

「まあ、何だ。ちゃんと自分の口から言った方がいいぞ」

「わかってる」

「後は、泣かれないといいな」

「……ほんとそれな」

　思わず苦笑するアインに、イサールは親指を立てると「待ってるからな」と一言残して愛犬と一緒に去っていった。

　イサールからの激げき励れいを受けたアインは、今日中には何としてもリーゼロッテに仕事に復帰する旨むねを伝えなければと思う。

　だが、その前に、

「パパ～、ロッテびちょびちょ～」

　すっかり濡ぬれ鼠ねずみとなってしまったリーゼロッテをどうにかしなければならなかった。




　その日の夜、宿屋兼酒場『ロンベルゴ』の二階に取ってある部屋に戻ったアインは、テーブルの上に荷物を広げて冒険の準備をしていた。

　アインが借りている部屋は、広さはそれなりだが、ベッドが一つと、木製の椅い子すとテーブルが一組あるだけの簡かん素そな部屋だった。

　ベッドが一つしかないが、甘えん坊のリーゼロッテは一人で寝ることは嫌なようなので、愛娘を溺でき愛あいしているアインとしては何の問題もなかった。

（……イサールと約束したしな）

　ランプの灯りを頼りにベッドの上でご機嫌に絵本を音読しているリーゼロッテの様子を見ながら、アインは意を決したように声をかける。

「……ロッテ、寝る前にちょっと話をしてもいいかい？」

「な～に？」

　アインに呼ばれたリーゼロッテは、絵本を放りだして椅子に座っているアインの下へとてとてと来ると、膝ひざによじ登って「えへへ」と笑う。

　その行動に思わずキュンとして、抱きしめたい衝動に駆られてしまうアインだったが、どうにか自制して本題を切り出す。

「実は、ロッテにお願いがあるんだ」

「おねがい？」

「うん、実はパパ、明日からお仕事に行くから、ロッテにお留守番してほしいんだ」

「……おるしゅばんって？」

　可愛らしくコテン、と小首を傾げるリーゼロッテに、アインは遺跡探索という自分の仕事と、留守番について教える。

「パパ、どっかいっちゃうの？」

「そうだね。でも、なるべく早く帰るようにするよ。パパがいない間、ロッテはネルケさんに面倒を見てもらうようにお願いしてあるから、我慢してくれるかな？」

「ふみゅう……」

　アインと別れて過ごさなければいけないと聞いたリーゼロッテは、口を尖とがらせて見るからに落ち込んだ顔になる。

　その目尻にはうっすらと涙が浮かび、アインの心は大きく抉えぐられるが、ここは心を鬼にしてリーゼロッテからの回答をグッと堪えて待つ。

　しばらくの間、リーゼロッテは下を向いたまま黙っていたが、やがて意を決したようにアインを見上げて話し始める。

「……あのね。おちごとっていうのは、とってもえらいんだよね？」

「ロッテ、知ってるの？」

「うん、ネルケおねえちゃんからきいたよ。だからパパがおちごとにいくときは、ロッテはがまんちなきゃいけないんだって」

「……うん」

「だからロッテ、がまんできるよ。そうちないとパパ、おちごとにいけないもんね？」

「そうだね。ロッテが笑ってくれないと、パパは泣きたくなっちゃうよ」

「きゃはっ、パパないちゃめっ、だよ」

　アインが泣く真似をすると、リーゼロッテはようやく笑顔を見せてくれる。

　リーゼロッテはアインの首に飛びつくと、甘えるように頰を擦りつける。

「ねえ、パパ。ロッテがんばるから、きょうはねるとき、ぎゅ～ってちて？」

「ああ、もちろんだ」

　アインはリーゼロッテを抱きかかえると、そのまま一緒にベッドに倒れ込み、サイドチェストに置かれたランプの灯を消して部屋を暗くする。

「それじゃあ、おやすみロッテ」

「うん、おやしゅみなしゃい」

　相変わらずサ行の発音が苦手なリーゼロッテの挨拶に、アインはクスッと小さく笑うと、約束通りリーゼロッテの小さな体をギュッと抱き締める。

　幼子特有の高い体温と、ミルクのような甘い匂いに、アインはいつもより安らかな気持ちで眠りにつくことができた。





　　　　◆






　翌日も天気は快かい晴せいで、うだるような暑さに遺跡に入ってすぐの広間で作業する見習い冒険者たちは、流れる汗との格闘を強しいられていた。

「おい、あれ……」

「あの人が噂の……」

　発掘された遺物の鑑定作業を行っていた見習い冒険者たちが、にわかに騒ぎだす。

　彼らの前には、実に半年ぶりに遺跡に姿を見せたアインがいた。

　若くして既にいくつかの遺跡を攻略し、この遺跡でも隠し通路を見つけて竜人族の女の子の父親となったアインは、見習い冒険者たちにとって憧しよう憬けいの的まとになっていた。

　そんな見習い冒険者たちから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送られるアインは、

「ああ、ロッテ……ロッテ……ああ、ロッテ…………」

　愛娘の名前をブツブツ言いながら親指の爪をガジガジと嚙かんでいた。

　つい先程リーゼロッテをマーシェンの屋敷に預けてきたばかりなのに、既に末期症状になっているアインに、イサールが心配するように声をかける。

「お、おい、アイン。大丈夫か？」

「問題ない。ちょっとロッテの様子が心配で、今すぐ帰りたいだけだ」

「……全然、大丈夫じゃねぇな」

　イサールは後ろに控える二人の仲間に視線を送ると、皆でアインをフォローしようと頷き合う。

　実際、今日は遺跡探索より、半年ぶりの実戦となるアインの勘かんを取り戻させることに重きを置く予定で、戻りもいつもより早くするつもりだった。

　今日の冒険の細かい予定をイサールたちが確認し合っていると、

「半年休んでも、いきなり遺跡に入れるなんて良いご身分だよな」

　見習い冒険者の中からアインに対して不満の声を上げる者がいた。

　それは、体のあちこちに包ほう帯たいを巻き、左目に眼がん帯たいをした十代と思われる若い見習い冒険者だった。

「こっちは命削って仕事しても見習いのままなのに、呑のん気きにガキの面倒をみていた奴が優遇されるってどうよ？」

「お、おい、ノイッシュ。いい加減にしろよ」

「そうだぜ。アインさんの功績を考えたら当たり前のことだろ」

　ノイッシュと呼ばれた見習い冒険者の暴言に、同僚たちが堪たまらず止めに入る。

　冒険者同士で問題を起こせば、マーシェンからどんな制裁を受けるかわかったものではない。ましてや見習い冒険者が、最前線の一流冒険者に理由もなく嚙みついたとなれば、フェブリスのギルドから追い出される可能性もあった。

　同僚たちからの必死の引き止めにより、ノイッシュはあっという間にアインたちの前からいなくなる。

　残されたイサールたちは、揃そろってやれやれと呆れたように嘆息する。

「……ったく、ああやって文句を言ってるうちは永遠に見習いのままだな」

「全くだな。アイン、言うまでもないが、あんな戯ざれ言ごとに耳を貸すなよ」

　イサールたちがアインを気遣うように声をかけるが、

「ふぅ……帰ったらまず、ロッテのこと思いっきり抱きしめてやろう」

　リーゼロッテ禁断症状を絶賛発動中のアインは、一連の言動を全く聞いていなかった。





　　　　◆






「……ふみゅう」

　一方、マーシェンの屋敷で留守番を命じられたリーゼロッテは、窓の外を窺いながらもう何度目かになるかわからない溜息を吐く。

　アインはなるべく早く帰ると言っていたが、リーゼロッテがどれだけ待っても、アインが帰ってくる気配はない。

　実際はアインと別れてから数時間しか経過していないのだが、リーゼロッテにとってはその時間は永遠のように長く、もうアインと二度と会えないのではと考えると、悲しくて涙が出てきた。

「……パパ、ロッテのこときらいになっちゃったのかな？」

「そんなことありませんよ」

　堪らず涙を零こぼすリーゼロッテに、微び笑しようを浮かべたネルケが頭を撫でながら話す。

「アイン様は今、リーゼロッテ様のためにお仕事を頑張っているのです」

「ロッテのため？」

「そうです。リーゼロッテ様が現在、何不自由なく過ごせるのはアイン様がお仕事で稼かせいだお金があるからです。そのお金があるから、毎日、綺麗な服を着ることでき、美お味いしいご飯が食べられるのです。仕事とは、生きていくため、対価を得るために行うとても大事なものなのです」

「ふみゅう…………ロッテ、よくわかんない」

「……そうですね。少し難しく言いすぎました」

　ネルケは何と言ってリーゼロッテに説明したものかと考え、できるだけ簡かん潔けつに話す。

「リーゼロッテ様はアイン様と一緒にいたいですか？」

「うん！　だってロッテ、パパのことだいしゅきだもん」

「それはアイン様も同じです。アイン様は、リーゼロッテ様が何よりも大好きだからお仕事を頑張っているのです」

「パパ、ロッテがだいしゅきだから、おちごとしゅるの？」

「そうです。お仕事とは、大好きな人のために頑張ることなのです」

「へぇ～」

　少し的外れな説明に思われたが、リーゼロッテは納得したようで何度も頷く。

　そして、その勘違いからとんでもないことを言い出す。

「ネルケおねえちゃん。だったらロッテもなにかおちごとちたい」

「えっ、リーゼロッテ様が……ですか？」

「うん、ロッテもだいしゅきなパパのためにおちごとちたいの」

「それは……」

　リーゼロッテの願いに、ネルケは自分の失態に気付いて言葉に詰まる。

　ここでリーゼロッテは子供だから、仕事はしなくていいと告げるのは憚はばかられる。

「…………だめ？」

　なぜなら、こんな愛らしい瞳で縋すがるように懇願されて断れる者などいるだろうか？

　アインやマーシェンをはじめ、屋敷のメイドたちからも恐れられているネルケだが、彼女にも苦手なものがあり、その一つが無む垢くな子供の純粋なお願いだった。

「……わかりました」

　ネルケは観念したように小さく嘆息すると、リーゼロッテへと手を差し伸べる。

「それではリーゼロッテ様へのお仕事を用意しますから、お願いできますか？」

「うん！」

　リーゼロッテはネルケの手を取ると、満開の花が咲いたような笑みを浮かべて元気よく返事をする。

　その眩まぶしすぎる笑顔に、ネルケの顔にも自然と笑顔が浮かんでいた。





　　　　◆






　結論から先に言うと、イサールたちのアインへの心配は杞き憂ゆうに終わった。

　リーゼロッテ欠けつ乏ぼう症しようにより、不死者魔物アンデツトモンスターの一種、ゾンビのような足取りのアインだったが、いざ遺跡に入るとスイッチが切り替わったようにいつもの凜とした冒険者然となり、半年間のブランクを全く感じさせない活躍をしてみせた。

　数多の魔法を扱えるアインだったが、中でも得意とするのは、能力を強化する身体強化バフ魔法と、周囲を感知する探索魔法で、遺跡という狭く、限られた空間で戦わなければならない状況では非常に効果的だった。

　あっという間に予定の行程を終えたアインたちだったが、それでも大事を取ってそれ以上の探索はせず、いつもよりさらに早い時間に帰還することにした。

「それじゃあ、俺は先に帰るから」

　見張りの男性に今日の戦果を報告し終えたアインは、挨あい拶さつもそこそこに、仲間たちを置き去りにして遺跡を後にする。

　遺跡のある丘を一気に駆け下り、街の入り口である門を顔パスでくぐり抜け、最奥にあるマーシェンの屋敷へと急ぐ。

　屋敷を守る門番に門を開けてもらい、屋敷内へと足を踏み入れたアインは、リーゼロッテが待つ、かつて自分たちが寝泊まりしていた二階の部屋へと向かう。

　部屋の前まで来たアインは、ノックすることも忘れて勢いよく扉を開ける。

「ロッテ！」

「あっ、パパだ！」

　アインの姿を見た途端、リーゼロッテの顔が喜き色しよくに染まる。

　リーゼロッテの顔を見たアインは、そのまま駆け寄って抱き締めようと思うが、

「……アイン様、部屋に入る時はノックの一つでもするのが礼れい儀ぎではないのですか？」

　切れ長の目をさらに細くした、外の熱気とは正反対の冷めた表情のネルケが立ち塞がる。

「それと、ここに来るまでに当然ながら手は洗ったのでしょうね？」

「えっ、あ……いや…………」

「探索の後の汚い手でリーゼロッテ様に触って、何か悪い病気に罹かかりでもしたら、どうするつもりですか？　捻ひねり潰つぶしますよ？」

「ヒッ!?　い、今すぐ手を洗ってきます」

　一体何を捻り潰されるのかわからないが、ネルケの有無を言わせない迫力に、アインは回れ右をして、すごすごと部屋を出て行った。




　手と顔を洗って戻って来たアインは、幾分か落ち着きを取り戻していた。

　しっかりとノックをし、許可を得てから室内に入ると、ニコニコと笑顔を浮かべたリーゼロッテが出迎えてくれる。

　とてとてと近づいてきたリーゼロッテは、後ろ手に何かを隠しながらアインへ話しかける。

「あの……あのね、パパ、おきゃーりなさい」

「うん、ただいま、ロッテ。その手に持っているのはなんだい？」

「これはね、ロッテのおちごとなの。だからパパにあげる」

　そう言ってリーゼロッテは、丸めた紙をアインへと差し出す。

　リーゼロッテから丸めた紙を受け取ったアインは、「お仕事？」と頭に疑問符を浮かべながらも紙を広げて中を見る。

　そこにはパステルを使って描かれたピンクの大きな丸が一つと、小さな丸が二つあった。それぞれの丸には、違う色で丸や三角といった模も様ようが描かれており、よく見ればあちこちから何か突起物が出ていた。

　一見すると何が何だかわからないものだが、アインも父親となって既に半年、これが何であるかすぐさま看かん破ぱする。

「この大きいのはロッテだね。後は……パパとネルケさんかな？」

「うん、こっちがパパで、あっちがネルケおねえちゃん」

「なるほど、ロッテはお絵描きが上手だね」

「えへへ、ロッテ、パパがだいしゅきだから、おちごとがんばったんだ。えらい？」

「うん、偉いぞ」

　アインがリーゼロッテの頭を撫でると「えへへ～」とはにかみながら微笑む。

（なるほど、お仕事……ね）

　リーゼロッテを抱き上げながら、アインはネルケの方を見やる。

　おそらく仕事の説明を求められ、それを聞いたリーゼロッテが自分も仕事をしたいとネルケに申し出て、苦肉の策で絵を描かせたのだろうと推すい察さつされる。

　すると、アインの考えを読んだかのようにネルケがゆっくりと頭を下げる。

　そんなネルケに、アインは気にしないでと手を上げる。むしろ愛娘からこんな素敵なプレゼントが貰えたのだから、彼女には感謝しかなかった。

　だからアインは、二人から受けた気持ちを形で返そうと思う。

「ネルケさん、これからご飯を食べに行きますが、よかったら一緒に行きませんか？」

「私も……ですか？」

「はい、ネルケさんにはこれまでのお礼もしたいですし、ロッテも喜ぶと思うんです」

「うん、ロッテ、ネルケおねえちゃんとごはんたべた～い」

「ロッテもこう言っていますし、どうでしょうか？」

「そう……ですね」

　突然の誘いに、ネルケは困ったように眉を下げる。

　リーゼロッテの面倒を見ることを最優先に命じられているので、現在、ネルケに他の仕事はないのだが、メイド長である彼女にはやらなければならないことが多々ある。

　だが、リーゼロッテの期待に満ちた大きな瞳を、悲しみの色に変えさせることはできなかった。

「……わかりました。それではお言葉に甘えさせていただきます」

「お任せください。今日は好きなもの何でも奢おごりますので、気にしないでください」

「ほ～う」

　何でも、という言葉にネルケの瞳ひとみが怪あやしく光る。

「それでは遠えん慮りよなくご馳ち走そうになりますので、覚悟しておいてください」

「うっ……お、お任せください」

　背筋がゾクッ、とする感覚にアインは早まったかなと思うが、仕事に復帰すれば財政状況も改善するので、今日くらいは贅ぜい沢たくしてもいいだろうと考えを改める。

　そして何より、

「えへへ～、みんなでおでかけ、う～れちいな」

　リーゼロッテの嬉しそうな笑顔を見たら、多少の出費など気にもならないと思った。

　その後、ネルケのリクエストにアインが青ざめる一場面もあったが、どうにか予算内に収めることができ、食事は大変楽しいものになった。

　後日、リーゼロッテの描いた絵は、アインたちの住む部屋に額がく縁ぶちに入れて飾られ、部屋に訪れる者をほっこりさせるのであった。
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　アインが冒険者として復帰して以降、リーゼロッテはマーシェンの屋や敷しきで過ごすことが多くなった。

　目覚めた時から暫しばらくの時を過ごし、顔見知りも多いこの屋敷は、リーゼロッテが気兼ねなく羽を伸ばせる場所の一つであった。

「ふみゅみゅみゅ……」

　今日も留守番のためにマーシェンの屋敷へと来ているリーゼロッテは、唇を尖らせ「ああでもない」「こうでもない」と呟つぶやきながら手にした絵本を読みふけっていた。

　いつもニコニコと笑顔を絶たやさないリーゼロッテの気難しそうな顔に、屋敷のメイドたちは何事かと思いながらも、邪魔しないように遠目から微笑ほほえましく見守っていた。

　しかし、そんなメイドたちとは逆に、空気を読まない邪魔者もいた。

「ねぇねぇ、ロッテちゅわあん。せっかくだから、儂と少しお話ししてくれない？」

　そう言いながら鼻の下をだらしなく伸ばすのは、フェブリスの領主であり冒険者たちのギルドマスター、マーシェン・ヒートだった。

「今日はじいじが買ってあげたおべべを着てくれているんだね～。とっても可愛いよ」

　今日のリーゼロッテの服装は、マーシェンが買ったフリルのたくさん付いた黄色いワンピースだった。髪はネルケによって二つのリボンで可愛らしく結ばれ、絵本を読みながらちょこんと座る様さまは、まるでどこかの国のお姫様のように愛らしかった。

　アインもリーゼロッテのために数多くの服を用意しているのだが、最近は少し緩ゆるやかになりつつも、普通の子供より成長の早いリーゼロッテに合わせて潤じゆん沢たくに服を用意することは容易ではなかった。

　そこへどういうわけか、リーゼロッテの寸すん法ぽうを完璧に調べ上げて作った服を、マーシェンが持ってきたのだ。

　その行動力にアインは戦せん慄りつすら覚えたが、無料でリーゼロッテの服をくれるという魅力的な提案には逆らえず、何着か服を頂いたのであった。

　アインがリーゼロッテを溺でき愛あいしているように、マーシェンもまたリーゼロッテのことが気になって仕方がなかったようだ。

　マーシェンの子供たちはそれぞれ独立し、何年も顔はおろか便たよりの一つもよこさないらしく、リーゼロッテはいなくなった子供たちに代わる孫娘のような存在だった。

　今日もマーシェンは、アインとネルケの二人が不在の間を狙って、リーゼロッテを口説こうと迫るのだが……

「ロッテちゅわあん。今着ているおべべみたいなフリフリの服、たっくさん買ってあげるからじいじの子供にならない？」

「やっ！」

　リーゼロッテは気安く伸ばしてきたマーシェンの手を、尻尾しつぽを使って打ち払う。

　マーシェンを知っている人が見たら、卒そつ倒とうしてしまうほどの無ぶ礼れいな行為であったが、リーゼロッテにとっては、マーシェンもパパ以外のその他大勢と変わりなかった。

「もう！　ロッテいま、いしょがちいからほっといて！」

　リーゼロッテはぷいっ、と顔を背けると、手にした本へと視線を落とす。

　ぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませて真剣な表情で本を読むリーゼロッテは今、とても大切なことを決めようとしていた。

　それは今後の人生を左右するといっても過言ではないとても大きな決断で、マーシェンに付き合っている暇ひまなど毛もう頭とうないのであった。

「も～ぅ、ロッテちゅわあんのいけずぅ～」

　再び伸ばした手を、リーゼロッテの尻尾で冷たくあしらわれても全く懲こりた様子を見せないマーシェンは、ぐるりとリーゼロッテの正面に回って猫なで声で話しかける。

「ねえ、ロッテちゅわあん。よかったらそのご本、じいじが読んであげよっか？」

「いいっ！　きのうパパによんでもらったもん」

「で、でも、もう一度読んであげた方がいいと思わない？」

「パパがいったこと、おぼえてるからいいっ！」

「そ、そうかの……」

　あっさりと断られ、マーシェンは心が折れそうになるが、それでも懲りずにリーゼロッテにコンタクトを試みる。

「ロッテちゅわあんは一体、何のご本を読んでいるのかな～？　なになに、はたらくひと？」

　リーゼロッテが読んでいる本は、世の中の仕事を紹介する絵本だった。

　花屋さんやお菓子屋さんといった子供が憧れる職業から、武器防具を作る職人、世界中を巡って商品を販売する行商人や冒険者といった数々の仕事の内容を、絵で簡潔に説明した絵本で、最近のリーゼロッテの一番お気に入りだった。

「ほほぅ、難しそうなご本を読んでるね。でも、どうしてそのご本を読んでいるのかな？」

「あのね、ロッテ、おちごとさがちてるの」

「お仕事を？　ロッテちゃんが？」

　思わず素となって普通の口調に戻ったマーシェンの質問に、リーゼロッテは頷うなずく。

「うん、このまえロッテ、おちごとでパパにえをあげたの」

「ほ～う、絵を。それをアインが喜んでくれなかったのかな？」

「ううん、パパ。しゅっごくよろこんでくれたよ。たっくさんほめてくれたの」

　その時の様子を思い出し、にへら～と相そう好ごうを崩すリーゼロッテを見て、マーシェンの顔も釣つられるように綻ほころぶ。

「それはよかったの～、それで、どうしてまたお仕事したいと思うのかな？」

　また、アインに褒ほめてもらいたくて仕事をしたいと願い出た。マーシェンはそう思っていたが、リーゼロッテの考えはその先を行っていた。

「あのね、まえのはおちごとだったけど、おちごとぢゃなかったの」

「…………えっ？」

「おちごとは、だいしゅきなひとのためにがんばるだけじゃめー、なの」

　そう言うと、リーゼロッテは自分で考えて至った結論を話す。

「おちごとっていうのは、おかねをもらわないとめー、なの」

「そ、それがその絵本に書いてあったのかな？」

「ううん、まえにネルケおねえちゃんがおはなちちてくれたの。おちごとは、たいかをえるためにやるだいじなことだって……たいかって、おかねのことだよね？」

「う、うん……よく知ってるね」

「パパがおちえてくれたの。わかんなかったけど、わかったの」

「……凄いな、ロッテちゃんは賢いな」

「えへへ～、ロッテね、パパがだいしゅきだから、パパのためにおちごとしゅるの。そちたらパパ、いまよりもっとも～っと、パパのおちごとがんばれるの」

「なんと!?　そこまで考えておったのか……」

　マーシェンはリーゼロッテの頭を撫でながら、舌を巻いていた。

　過去に他人から聞いたことを、その時は理解できなくても一言一句違たがえず覚えていて、後に正しい結論へと至ることがどれだけ凄いことか。先程、アインが一度読んでくれたから内容を全て覚えているとリーゼロッテが語ったのは真実であり、今、こうして絵本を読んでいるのは、自分でできる仕事はないものかと探しているのだろう。

　しかもその理由は、アインが自分の仕事にもっと専念してもらうためだという。

　確かに今のアインは、リーゼロッテを心配させまいと以前より仕事を早く切り上げていた。だからといって仕事で手を抜いたり、仲間を蔑ないがしろにしたりということをすることはないのだが、表立っていないだけで、裏では不平不満を言っている者も少なからずいるかもしれなかった。

「う～む……」

　マーシェンは自慢の髭ひげを撫なでながら、どうしたものかと考える。

　リーゼロッテの幼児とは思えない明めい晰せきな頭ず脳のうは、竜人族の力によるものだろうか。

　竜人族があらゆる種族の頂点に立てたのは、他を圧倒する力を有していたからだと言われているが、その力が明晰な頭脳という可能性も十分にあり得る。

　真偽は定かではないが、どちらにしてもリーゼロッテが特別であることは間違いないと思うマーシェンは、そんな彼女の願いを叶えてやりたいと思った。

　なぜなら、冒険者たちのギルドマスターとして、遺跡の攻略がスムーズにいくように取り計らうのは当然であるし、何よりリーゼロッテの願いを叶えれば「じいじ大好き」と言ってもらえるかもしれないからだ。

　そんな下心を抱きながら、マーシェンは絵本を真剣な表情で読むリーゼロッテに話しかける。

「ねえ、ロッテちゃん。よかったら、じいじがお仕事用意してあげよっか？」

「ほんと？」

「うん、ほんとほんと。こう見えてじいじ、とっても偉いんだからね」

　マーシェンは誇らしげに胸を張ると、ウインクしてみせながらニヒルに笑う。

「ロッテちゃんに仕事をあげるじいじ、カッコイイと思わない？」

「うん、かっこい～」

「こんなじいじ、好き？」

「ううん、ロッテ、パパがしゅき」

「そ、そうかの……」

　どさくさに紛れて「好き」と言わせようとしたマーシェンだったが、あっさりと拒否されてしまい、がっくりと肩を落とす。

　が、こんなことくらいでめげないマーシェンは、怪あやしく目を光らせ、手をわきわきさせながらリーゼロッテに詰め寄る。

「じゃ、じゃあ……せめて仕事あげるお礼に、アインにいつもしているみたいに、ぎゅ～ってしてもらえんかの？」

「やっ！」

　リーゼロッテはいやいやと首を横に振りながら、マーシェンが伸ばしてきた手を尻尾で叩き落とし、いーっ、と歯を剝き出しにして嫌けん悪お感かんを露あらわにする。

「だってじーじ、くちゃいんだもん」

「く、くさっ……そ、それは仕方ないんじゃよ」

　加齢臭という逃れることのできない部分を責められ、無敵と称しようされたマーシェンがここ数十年で誰もが見たこともないような泣きそうな顔になる。

　そんなマーシェンに、リーゼロッテは一いち瞥べつもくれることなく立ち上がると、絵本を大切そうに脇に抱えてとてとてと駆け足で部屋から出ていく。

　仕事をもらう約束をした以上、マーシェンはもうお役やく御ご免めんということだった。

「うう……だが、これくらいでへこたれる儂ではないぞ」

　リーゼロッテが出ていった扉を眺めながら、マーシェンは今度こそリーゼロッテに「じいじ大好き」と言ってもらい、抱き締めてもらおうと再起を誓う。

　だが、マーシェンがリーゼロッテの心を摑つかむのは、まだまだ先になりそうだった。





　　　　◆






　その日の夕方、遺跡から帰って来たアインがマーシェンの屋敷へリーゼロッテを迎えに行くと、入り口を入って早々、頭を深々と下げたネルケに出迎えられた。

「……本当に、申し訳ございません」

「えっ？　な、何がですか？」

　突然の謝罪に混乱するアインに、ネルケが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で切り出す。

「今回、私どもの主あるじが勝手をいたしまして、リーゼロッテ様が……」

「──っ、ロッテに何かあったんですか!?」

　リーゼロッテの名前を出され、アインは血けつ相そうを変えてネルケに詰め寄ろうとするが、

「パパ～～！」

　その前にすぐ後ろの扉が開き、リーゼロッテの元気な声が聞こえた。

　リーゼロッテの声にアインが胸を撫なで下おろすと、背中に衝撃がやって来て、すぐ耳元で楽しそうな声が聞こえる。

「パパ、おきゃーりなさい！」

「あ、ああ……ただいま。ロッテ」

　アインは、背中にしがみついてきたリーゼロッテが落ちないようにしっかりと背負うと、ご機嫌の理由を尋たずねる。

「何だか嬉しそうだけど、良いことでもあったのか？」

「うん！　しゅっごく」

「へぇ、じゃあその良いことをパパにも教えてくれるかな？」

「えへへ～、パパ、ロッテのことみてみて～！」

「……見たいけど、このままじゃ見れないかな？」

　アインにそう言われたリーゼロッテは「そっか！」と言って背中から下ろしてもらい、正面へと回るとくるりとその場で一回転してみせる。

「どう、ロッテかわいい？」

「ロッテはいつでも世界一可愛いけど……その服、どうしたの？」

　アインの記憶通りなら、今日のリーゼロッテはマーシェンから貰った黄色いワンピースを着ているはずだった。だが、今のリーゼロッテの格好は、黒のロングスカートのワンピース、それに対比するかのような真っ白なふりふりのエプロンドレスに、頭にはフリル付きカチューシャといったまるでメイドのような姿をしていた。
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　後ろで頭痛に耐えるようにこめかみを押さえているネルケと並んで立つと、まるで母子のようだな、などとアインが益やく体たいもないことを考えていると、

「あのね、ロッテ、めーどになるの！」

　リーゼロッテがぺったんこの胸を張って堂々と宣言する。

「ロッテがおちごとちたいっていったら、じーじがめーどにならにゃいかって」

「えっ、ロッテがメイドに……本当に？」

　アインが確認するようにネルケに尋ねると、ネルケは不本意だといわんばかりに肩を落として嘆たん息そくする。

「事実です。私が酒場の方の手伝いに行った隙に、リーゼロッテ様を正式にメイドとして雇ってやると約束してしまったみたいです」

「な、何を考えているんだ。あのジジィは……」

　余りにも突とつ拍ぴよう子しもない発想に、アインは眩暈めまいを覚えて頭を抱える。

　いくらリーゼロッテが亜人種の特性で普通の子供より成長が早く、目を見張るほど賢いといっても、半年前までは碌ろくに歩くことも喋しやべることもできなかった幼児だ。

　愛しい娘の成長を喜ばないはずはないアインだが、いくら何でもリーゼロッテを本格的に働かせるのは早すぎだと思う。

　顔を上げると、ネルケがゆっくりとかぶりを振るのが見えた。

　どうやらネルケもまた、アインと同じ意見のようだ。

（……ここは父親として、俺がリーゼロッテに厳しく言い聞かせなければな）

　アインはネルケに頷くと、いつの間にかカラカラに乾いていた唇を一ひと舐なめし、嬉しそうにくるくる回るリーゼロッテに話しかける。

「ロッテ、ちょっといいかい？」

「な～に？」

　名前を呼ばれたリーゼロッテは、すぐさまアインの下へとやって来る。

　そんな素直な愛娘に、今から非情なことを告つげなければならないと思うと、アインは心が痛んだ。

「あのね、パパは、ロッテがメイドとして働くのは反対だ」

「はんたいってな～に？」

「反対っていうのは、ダメってこと。爺じいさんが許しても、ロッテがお仕事するのは、パパはまだ早いと思ってる」

「………………………………どうちて？」

　予想していたことだが、リーゼロッテの目にみるみる涙が溜まっていくのを見て、アインは再び心を抉えぐられたような気になる。

　だが、これは父親として、避けては通れない道でもあった。

「いいかい？　お仕事っていうのは、楽しいだけじゃない。嫌なことや、泣きたくなることもたくさんあるんだ。ロッテはまだ知らないかもだけど、それはとっても辛くて、小さいロッテなんか、押し潰されちゃうかもしれないんだ」

「でも……でも……ロッテはパパのために…………」

「うん、そうだろうね。でも、パパはロッテがお仕事で悲しむところを見たくないんだ。ロッテには、もっと色んな世界があることを知って欲しいんだ」

　だから今回は我慢して欲しい。アインはできるだけ優しく、リーゼロッテのことを心から想っていることが伝わるように言ったつもりだった。

　だが、

「……やだぁ…………やだよおおおおぉぉ」

　とうとうリーゼロッテは大粒の涙を流しながら泣き出してしまう。

「うぅ、ひっく、だって……ロッテ…………パパがだいしゅきなのに……どうちて？」

「パパもロッテが大好きだよ。だから、こうしてロッテを守ろうと……」

「やだああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁ!!」

　リーゼロッテは声を上げると、アインに背を向けて駆け出す。

　だが、すぐ後ろにはネルケがいたので、リーゼロッテはすぐさま拘束されてしまう。

「やだああああっ！　ロッテ、めーどしゃんやるの！」

「ロッテ、お願いだからパパの言うことを聞いてくれ」

「やあだぁ！　やだああぁぁ！」

　リーゼロッテはネルケの腕の中でめちゃくちゃに暴れるが、この半年ですっかりリーゼロッテの尻尾も含む扱いに慣れたネルケの拘束から逃れることはできなかった。

　それがリーゼロッテの気持ちを逆さか撫なでしたのか、

「うわああああああああああああああああああああああああああああぁぁん!!」

　とうとう屋敷中に聞こえる大声で泣き始める。

（ああ、やってしまった……）

　泣き続けるリーゼロッテを前に、アインはどうしたらいいかわからず、途方に暮れる。

　出会ってから今日まで、リーゼロッテは考えられないくらい、いい子だった。

　わがままを言うことがあっても、笑って許してしまえるような可愛らしいものばかりで、アインをここまで困らせるようなことはなかった。

　一体全体、リーゼロッテがここまで仕事に執しゆう着ちやくするのはなぜなのか。

　それを聞こうにも、泣き叫ぶリーゼロッテが話を聞いてくれるとは思えなかった。

　このままリーゼロッテが泣き疲れてしまうのを待つしかないのか。そう思っていると、

「自分の娘が泣いているのに、ボーッ、と突っ立ってるだけか？」

　屋敷の奥から、顔をしかめたマーシェンが出てきた。

　マーシェンは泣き続けるリーゼロッテを見て、アインを挑発するように鼻で笑う。

「可か哀わい想そうにこんなに泣いてしまって……こりゃ、儂が引き取った方がいいかの？」

「ふざけるなよ……」

　アインはこめかみに青筋を立てると、全ての元げん凶きようともいえるマーシェンへと詰め寄る。

「こうなったのは、爺さんが原因だろうが」

「はて、儂がなにかしたかのう？」

「しただろう。何で、ロッテをメイドとして雇やとうなんて言ったんだよ！」

「何じゃ。そんなことか……」

　怒りですっかり敬語が抜け落ちているアインを気にも留めず、マーシェンは耳に突っ込んでいた指を引き抜き、ふぅ、と息を吹きかけて呆れたように話す。

「アイン。お前、父親の癖くせに娘のことが何も見えていないな」

「何だと!?　俺は誰よりもロッテのことを見ているだろうが」

「物理的な話ではない。ロッテちゃんの本質、その中身の話じゃ」

「それだって、他の誰にも負けているつもりはない」

「ハッ、そうかな？　では、お前はロッテちゃんが読んでもらった本の内容を、たったの一回で全て覚え、わからないことは他の人に聞いて、その内容を完璧に理解していることを知っているか？」

「えっ……」

「それだけではない。仕事の意義をネルケに聞いた時も、わからなかったことをわからないままにせず、ちゃんと自分で調べて正しい答えに辿たどり着ついたことを知っているか？」

「そ、それは……」

　リーゼロッテがネルケに仕事について質問していたことも、その答えが難しくて理解できなかったとしても、後で正しい答えに辿り着いたことも全く知らなかった。

（いや……）

　正確には、全く知らなかったわけではない。

　リーゼロッテに突然、仕事について書かれた絵本を読んで欲しいと言われたり、対価という言葉の意味について聞かれ、答えたりしていたことを思い出す。

　それで仕事の本当の意味を知ったリーゼロッテは、アインに絵をプレゼントすることは、本当の仕事ではないことに気付いてしまったのだ。

　仕事とは、大好きな人のために頑張ること。

　アインはリーゼロッテが以前にそう言っていたことを思い出した。

「で、でも……それでもロッテに仕事なんて……」

「早いってこたぁないじゃろ？」

　マーシェンは鼻を鳴らしながらアインの考えを否定する。

「お前はまだ親として新米だからわからんかもしれないが、子供ってのは、親の予想を遙はるかに超えて早く成長するもんじゃ。特に竜人族であるロッテちゃんは、放っておくとどんどん成長して、お前を置き去りにしちまうかもしれんぞ？」

「……ロッテの成長はそこまで早いものなんですか？」

「そうじゃな。特に頭の成長は格別じゃな。だからロッテちゃんは、自分の成長をお前に見てもらいたくて、仕事がしたいと申し出たんじゃよ。そうなれば、お前はもっと遺跡探索に注力することができるって言ってな」

「成長を……」

「そういうことじゃ。それにアイン、お前も自分の成長を理解してもらえなくて、悔くやしい思いをしたことがあるんじゃないのか？」

「うっ……」

　痛いところを突かれ、アインは思わず言葉に詰まる。

　十代で一人前の冒険者として認められ、二十四にして既に超一流と呼ばれる実力者のアインだが、成長の大きな原動力は、自分のことを認めさせたいという強い想いだった。

　その対象は親ではなかったが、親同然の立場の人間になかなか認めてもらえず、悔しい思いをしたのは一度や二度ではない。

　自分が親の立場になったら、子供には自分と同じ悔しい思いを味わわせないようにしようと思っていたはずだった。

「……結局、俺も、同じ穴の狢むじなだったということかよ」

　その事実に気付き、アインは愕がく然ぜんとして肩を落とす。

「…………なあ、アインよ。失敗は誰にだってあるもんじゃ」

　落胆するアインに、マーシェンは肩を抱き寄せて励ますように話す。

「それにお前は、まだ親になってたったの半年じゃ。これから何度だって失敗もあるだろうよ。だが、大事なのは、同じ過ちは繰り返さないことじゃ」

「……そのつもりです」

「本当か？　あんま下手打ってると、そのうちロッテちゃんに嫌いだって言われるかもしれないぞ？」

「…………ロッテに嫌われたら、俺は死ぬかもしれません」

「ガハハハッ、だったらこの先、せいぜい嫌われないようにしないといけないな」

　マーシェンはアインの背中をバシバシと乱暴に叩く。

「まあ、とにかくじゃ。今回の件に関しては、お前が折れとけ」

「わかりましたよ。でも、ロッテに危ない真ま似ねだけはさせないでくださいよ？」

「それについては任せておけ。どっか他よ所そで働かせるくらいなら、ここが一番安全なことくらい言うまでもないじゃろ？」

「それは、まあ……確かに」

　マーシェンの言う通り、この街でここ以上に安全な場所はないだろう。

　過保護なアインとしてはそれでも後ろ髪を引かれる思いがあるが、ここはリーゼロッテの成長を見守ってみようと思った。

「ロッテに謝ってきます」

「おう、父親らしいとこ、見せて来い」

　再びマーシェンから背中に熱い激励を受けたアインは、泣き疲れておとなしくなったリーゼロッテの下へと向かう。

　リーゼロッテはネルケの胸に顔を押し付けたまま微動だにしていない。

　ネルケの豊満な胸の中に完全に埋もれてしまっていて、リーゼロッテがどんな表情をしているのかわからないが、声は届くと信じてアインは静かな声で話しかける。

「…………ロッテ」

　アインが声をかけると、ロッテはビクッ、と反応を示す。

　しかし、顔を上げてこちらを見てくれる様子はなく、不機嫌な気持ちを表すように長い尻尾をパタンと一振りだけする。

　初めて見る拒絶の反応に、アインは思わず泣きそうになってしまう。

（だけど、悲しいのは俺だけじゃないんだ）

　こうして自分を拒絶しているリーゼロッテもまた、辛いはずなのだ。

　こんな悲しいことは一刻も早く終わらせなければいけなかった。

　アインは乱暴に目元を拭ぬぐうと、リーゼロッテに静かに話しかける。

「パパ、ロッテにごめんなさいしなきゃいけないな」

「…………」

「ロッテはパパのことを想って、パパのためにお仕事してくれようとしたんだね。なのに、パパはそんなロッテの想いに気付かず、ダメだって言っちゃったんだ……本当に、デリカシーのないパパでゴメンね」

「……パパ？」

　意い気き消しよう沈ちんしたアインの様子に、リーゼロッテがとうとう顔を上げる。

　アインはリーゼロッテと目が合うと、どうにか涙を堪えながら必死に笑ってみせる。

「パパはもう、ロッテにお仕事しちゃダメだなんて言わないよ。お仕事をすることでもロッテの世界は広げられるし、何よりお仕事は大好きな人のためにやるものだからね。もちろん、パパはロッテが大好きだから、お仕事を頑張れるんだよ」

「──っ、パパ！」

　リーゼロッテはネルケの胸から離れると、今度はアインの胸へと飛び込む。

　手だけでなく、尻尾も使ってアインに全力で抱き付いたリーゼロッテは、顔をグリグリと擦り付けながら再び泣き始める。

「パパ──、パパ────!!」

「うん、うん……悲しい思いさせてごめんね」

　泣きじゃくるリーゼロッテの頭をよしよしと撫でながら、アインはネルケに、リーゼロッテをお願いしますという意味を込めて頷く。

　それだけで全てを察したネルケは、肩を竦めながらも力強く頷いてくれる。

　その応えを見られただけで、アインは十分だった。

　後はごめんなさいの意味も込めて、リーゼロッテを目一杯甘やかしてやろう。そう決めたアインはリーゼロッテの小さな体を抱き上げると、頭を優しく撫でてから背中をポンポンとリズミカルに叩いてやる。

　すると、程なくしてリーゼロッテの安らかな寝息が聞こえ始める。

　どうやら一安心して押し寄せてきた疲れに抗えず、そのまま眠ってしまったようだ。

「……やれやれ、どうにか一段落ついたかのう」

　ようやく訪れた静せい寂じやくに、マーシェンが「ほぅ」と大きく溜息を吐く。

「ロッテちゃんの我が家への就職も決まって、これで万事解決じゃな」

「そんなわけないでしょう」

　その場を締めようとするマーシェンに、水を差すような底冷えがする声が響く。

　切れ長の目でマーシェンを射い貫ぬくように睨むネルケだった。

　ネルケはマーシェンの背後へ回ると、いきなりマーシェンの襟首を摑んで問とい質ただす。

「主あるじ様さま、今回の判断について、いくつかお伺いしたいことがございます」

「あ、あの……ネルケさん？」

「はい、なんでございましょう？」

「儂、雇い主なんですけど……後、首が締まって……苦しいんですが？」

「…………それがどうかしましたか？　捻り潰した方がよろしいですか？」

「い、いえ……それだけは勘かん弁べんしてください」

　ネルケの迫力に圧倒されたマーシェンはがっくりと項垂うなだれると、襟えり首くびを摑まれたままズルズルと屋敷の奥へと引き摺られていく。

　マーシェンから「助けてくれ」と目で訴えられたが、アインは「自業自得だ」と睨み返して無情にも背中を向ける。

　リーゼロッテを泣かせてしまった報むくいを、マーシェンも受けるべきだと思った。

　その後、マーシェンの屋敷から野太い悲鳴と、地獄から響いてくるようなすすり泣く声が聞こえたとか聞こえなかったとか噂になったが、真相は定かではなかった。





　　　　◆






「いいですか。ここで働く以上、私の言うことを聞いてもらいますからね？」

「うん、わかった！」

　ネルケの言葉に、リーゼロッテは手を挙げて元気よく返事をする。

　今日からマーシェンの屋敷でメイドとして働くことになったリーゼロッテは、屋敷のロビーでネルケから仕事について指示を受けていた。

「リーゼロッテ様には、主に掃除をしてもらいます」

「そーじ？　きれいきれいにしゅるやつのこと？」

「そうです。といっても主様のお屋敷は大きいですから、大変ですよ？」

「うん、だいじょーぶ。ロッテ、がんばれるよ」

　フンス、と鼻を鳴らしながら気合いを入れるリーゼロッテに、ネルケは「期待していますよ」と優しく声をかけながら一枚の雑ぞう巾きんを手渡す。

「井戸から水を汲くむ作業は危ないですから、リーゼロッテ様は、水が来たらこの雑巾をよく洗ってからしっかりと絞ってください」

「こう……かな？」

　ネルケの指示に従い、リーゼロッテは雑巾を桶おけにつけてじゃぶじゃぶと洗い、顔を真っ赤にさせて力一杯に雑巾を絞り、ネルケに見せつけるように広げる。

　だが、幼いリーゼロッテの弱い力では十分に水分を切ることができず、雑巾からはぽたぽたと水が垂れていた。

「……ダメですね」

　ネルケはもう一枚の雑巾を手早く洗い、さっと絞って見せる。

「せめて、これくらいは絞ってください。もし、無理なようでしたら、誰かに頼んでもいいのですよ？」

「ふみゅう……」

　ネルケに優しく諭さとされても、リーゼロッテは唇を尖とがらせて不満そうな顔をする。

　せっかく念願だった本物の仕事ができるのに、その最初の一歩で躓くのは嫌だった。

　力が弱い自分でも、どうにかして効率よく雑巾を絞る方法はないかと頭を捻るリーゼロッテは、

「あっ、そーだ！」

　あることを思いつき、早速行動に移す。

　先程と同じように雑巾をじゃぶじゃぶと洗ったリーゼロッテは、今度は手ではなく、尻尾で雑巾を摑む。

「む、むむむ～ん」

　腕の様に自由は利かず、たまに暴走してしまうが、力強さだけなら確かな尻尾で雑巾を絞り終えると、再びネルケへと見せる。

　今度は先程とは違い、しっかりと水気が取れているように見えた。

「……はい、これなら十分です」

　直接触って水気が取れていることを確認したネルケは、感心したように頷く。

「お見事です。本当は絞るコツをお教えしようと思ったのですが、その必要もなかったようですね」

「えへへ～、ロッテおちごとがんばれるかな？」

「ええ、もちろんです。期待していますよ」

　普段から厳しいことで知られているネルケの褒ほめ言葉に、リーゼロッテは嬉しそうに破は顔がんし、感情を表すように尻尾をわさわさと激しく振っていた。




　その後も、ネルケから細かく指示を受けながらリーゼロッテはマーシェンの屋敷の掃除を続ける。

「うんしょ、うんしょ」

　小さいリーゼロッテの手が届く範囲は決して広くはないが、それでも与えられた仕事を全力で全うしようと、小さい体を大きく使って一生懸命に掃除していく。

　ただ、広大な敷地面積を誇るマーシェンの屋敷の掃除は一ひと筋すじ縄なわではいかず、開始から二時間も経つ頃には、リーゼロッテの顔には少なからず疲労の色が見え始めていた。

「……うんしょ………………うんしょ」

　それでも大好きなパパのため、リーゼロッテは弱音を吐はくことなく、必死に手を動かして長い廊ろう下かの窓を拭き続ける。

「リーゼロッテ様、そろそろお休みになった方が……」

「……だいじょーぶだよ。ロッテ、まだまだげんきだよ」

　ネルケが休むように提案しても、周りが休んでいないのに自分が休むことをよしとしないリーゼロッテは、健けな気げに体を動かし続ける。

　このままでは、オーバーワークで倒れてしまうかもしれない。そう思ったネルケが少し早いがリーゼロッテを休ませるために全員に休きゆう憩けいの指示を出そうかと思った時、

「ふん、ふん、ふ～ん」

　廊下の反対側にいた一人のメイドが、何やら楽しそうに歌いながら掃除をしているのに気付き、リーゼロッテは不思議そうに歌うメイドを見上げる。

　そんなリーゼロッテの視線に気付いたメイドは、得意げに「ラララ～」と見事なビブラートを披ひ露ろうしてみせながら快かい活かつに笑う。

「どう、リーゼロッテちゃんも一緒に歌ってみる？」

「うたってなぁに？」

「あら、歌を知らないんだ。歌は凄いのよ。歌いながら仕事をすると、疲れたことも忘れて楽しくなっちゃうのよ」

「……ほんとに？」

「ホントにホント。知らないなら私が教えてあげるから、一緒に歌いましょ」

「うん！」

　リーゼロッテが元気よく返事をすると、メイドは「任せて」と華か麗れいにウインクしてみせて、リーゼロッテに歌の歌い方を丁てい寧ねいに教えていく。

「ふん、ふん、ふ～ん」

「そうそういい感じだよ」

　リーゼロッテは生せい来らいの物覚えの良さを存分に活かし、メイドから教えられた歌をみるみる吸収してみせる。

「次はメロディーに合わせて体を動かすの。こんな感じにね」

　そう言うと、メイドは「フフフ～ン」とメロディーに合わせて体を動かす。

「わかった……ふふふ～ん、ふふふ～ん」

　リーゼロッテは見よう見まねでメロディーを口ずさみながらお尻をフリフリ、ついでに尻尾もわさわさ動かしながら拭き掃除に挑む。

　するとどうだろう。これまでの単調作業の繰り返しが、比べものにならないくらい楽しくなってしまったのだ。

「ふふふふ～ん、ふん、ふん、ふふ～ん」

　調子が乗って来たリーゼロッテは、独自でメロディーを生み出しながら翼でパタパタとリズムを取って器用に体を動かす。

「おっ、そうそう。そうやってメロディーを覚えたら、後は歌詞だね」

「かちぃ？」

「歌詞ね。メロディーに歌詞を乗せることで歌に力を吹き込むの。例えばそうね……」

　メイドは歌劇の主演女優のようにくるくると回りながら歌い始める。

「おお～、憐あわれな汚れよ～。この聖なる布の力で浄化してあげるわ、ラララ～」

　歌いながらも見事な手つきで窓を華か麗れいに拭くメイドの姿に、リーゼロッテは手をパチパチと叩きながら賞しよう賛さんする。

「しゅごい、しゅごい。おねえちゃん、かっこいい～」

「まあね。これも教えてあげてもいいけど、せっかくだから、掃除をしながらその時に思い付いたリーゼロッテちゃんの素直な気持ちを乗せて歌うといいよ」

「すなおな……きもち？」

「うん、お掃除は家をピカピカにして、皆が気持ちよく笑って過ごせるようにするために行うの。その様子を歌詞にすれば、きっと素敵な歌ができるはずよ」

「わかった。ロッテもやってみる」

　メイドからアドバイスをもらったリーゼロッテは「ふん、ふん、ふ～ん」と鼻歌を歌いながら掃除を続ける。

　その後も暫しばらくは歌詞のない、メロディーを口ずさみながら仕事を続けるリーゼロッテだったが、

「…………おっしょおぢ～、おっしょおぢ～」

　ある程度考えがまとまったのか、徐々にメロディーに歌詞が付き始める。

「ふきふききれいにしゅるよ、ふけばぴかぴかみんなもうれちい～……」

　一度メロディーに歌詞が付き始めると、後は次々と言葉が生まれ、リーゼロッテの鼻歌はあっという間に立派な歌へと昇しよう華かする。

　メイドが言った通り、歌いながら体を動かすと疲れなんてすっかり忘れ、リーゼロッテはすっかり窓掃除の虜とりこになっていた。

　歌さえあれば、いつまでも掃除を続けられる。そう思うリーゼロッテだったが、

「……ッテ様、リーゼロッテ様！」

「ぴゃう!?」

　ネルケに大きな声で名前を呼ばれ、その場で飛び上がって驚く。

「び、びっくりちた。ネルケおねえちゃん、どうちたの？」

「気持ちよく歌っていたところすみませんが、もう十分ですよ」

「じゅーぶん？」

「はい、廊下の掃除はもう終わりです。見てください。窓はここで終わりですよ」

「……ほんとだ」

　あれだけ長いと思っていた廊下の端までいつの間にか辿り着いていたことに、リーゼロッテは驚きで目を見開く。

「……これほんとにロッテがやったの？」

「ええ、そうです。歌を覚えてからのリーゼロッテ様の活かつ躍やくは、目を見張るものがありました」

「えへへ～、ありがとう。それじゃあ、つぎは？」

「次は……ありませんよ」

　まだまだ掃除をしたいと張り切るリーゼロッテに、ネルケが待ったをかける。

「リーゼロッテ様は、今日はもう十分お仕事してくださいました。明日以降もまだまだお仕事は続くのですから、今日はゆっくりと休んでください」

「ふみゅう……わかった」

　仕事ではネルケの言うことを聞く約束なので、リーゼロッテはおとなしく指示に従うことにする。

　だが、俯うつむき、唇を尖らせ、尻尾をシュン、と垂らす明らかに気落ちするリーゼロッテに、ネルケはやれやれと苦笑しながらもう一つの仕事について話す。

「ですが、これからはリーゼロッテ様にしかできない仕事をしてもらいます」

「ロッテのおちごと、まだあるの？」

「はい、これからリーゼロッテ様はお昼ご飯を食べ、お昼寝をし、おやつを食べてアイン様の帰りを待つという仕事が待っていますよ」

「……それって、おちごとなの？」

「ええ、すくすく健康に育つというとても大切な仕事です。この仕事は、全ての子供に課せられたとても大切な仕事です。これが成されないと、リーゼロッテ様はご病気になり、とても辛く、痛い思いもしますし、アイン様にとっても迷惑をかけてしまいますよ？」

「えっ、ロッテ、いたいのやだよ。パパがこまるのもやっ！」

「そうでしょう。ですから、午後はおとなしく、リーゼロッテ様に課せられた仕事をなさってください」

「わかった。ロッテ、ごはんもちゃんとたべるし、きちんとおひるねしゅる」

　リーゼロッテはこくこくと何度も頷くと、まずは昼食を摂るためにネルケと手を繋いで食堂へと向かっていった。





　　　　◆






　翌日以降も、歌という新しい特技を覚えたリーゼロッテは、みるみる仕事を覚えていき、より多くの仕事をこなせるようになっていった。

　その手際の良さからマーシェンの屋敷の掃除だけでなく、父娘が寝泊まりしている宿屋兼酒場『ロンベルゴ』の掃除も手伝うようになる。

　当初、リーゼロッテの働く姿を見て、マーシェンは「天使が降こう臨りんした」とデレデレになっていたが、リーゼロッテがロンベルゴでも働き始めたことで、マーシェンと同じ症状に陥おちいる者が複数人現れた。

「いらっちゃいまちぇ～」

「は～い、今日もいらっちゃいまちたよ～」

　窓の掃除をしているリーゼロッテに笑顔で挨拶され、赤ちゃん言葉を交えたデレデレした受け答えをするのは、禿とく頭とう、髭ひげ面づら、強こわ面もての大男だった。

　そう。リーゼロッテがロンベルゴで働いていると、どこかで聞きつけたのか、仕事が休みの冒険者たちが次々と訪れ始めたのだ。

　これにより、酒場の売り上げが従来の三倍以上に伸び、冒険者たちからリーゼロッテを独どく占せんするなと詰め寄られたマーシェンは、リーゼロッテの職場の比率を自身の屋敷よりロンベルゴを多めにせざるをえないほどだった。

　遺跡に潜る多くの冒険者は、竜人族に憧れを抱いている。

　そこへ本物の竜人族と思われる、それもとびきり可愛い女の子が現れたのだから、一目見ないわけにはいかなかったのだ。

「おっしょおぢ～、おっしょおぢ～……」

　そんな大人たちの事情など知る由よしもなく、リーゼロッテはすっかりお馴な染じみとなった自作の掃除の歌を歌いながら、椅子の上でお尻をふりふり振りながら窓を拭く。

　その様子を、店に来た冒険者たちがほっこりした表情で眺めているのだが、仕事に真面目に取り組んでいるリーゼロッテが気付く様子はない。

「リーゼロッテ様」

　するとそこへ、リーゼロッテの面倒を見るために屋敷から酒場へと来ているネルケが、両手に持ったトレイを掲げながら話しかける。

「昼食の用意ができました。一休みしてご飯にしましょう」

「うん、わかった」

　元気よく返事をしたリーゼロッテは、雑巾を洗って尻尾でしっかりと絞ってから桶に引っ掛けると、自分の手を綺麗に洗ってネルケが待つテーブルへと向かう。

「ネルケおねえちゃん。だっこ～」

「はい、いきますよ」

　とてとてとやって来たリーゼロッテを、ネルケは軽々と抱き上げてリーゼロッテ用の椅子に座らせてやる。

　冒険者たちが使うテーブルは大きく、小柄なリーゼロッテは一人では椅子に座るのも難なん儀ぎなので、こうして座らせてあげるのだが、そういった仕し草ぐさに対しても店内の冒険者たちは揃そろって来てよかったと嬉しそうに目を細める。

「えへへ～、ありがとう」

「お気になさらず。それではお召し上がりください」

「うん、いただきま～しゅ」

　リーゼロッテは手を合わせて元気よく挨拶すると、用意された昼食を食べ始める。

　酒場のメニューは、冒険者たちの腹を満たすために基本的に脂あぶらっぽく、塩気が強いものが多いので、リーゼロッテの食事は、ネルケがわざわざ特別に用意したヘルシーで、塩分も控えめのものであった。

「えへへ～、おいちい」

　幸せそうな笑顔を見せるリーゼロッテの今日の昼食は、可愛らしくこんもりとまん丸に成型されたオムライスだった。

　せっかくだからと、ネルケによってかなりしっかりとした躾しつけをされているリーゼロッテは、目覚めて半年の幼児とは思えない見事なスプーン捌さばきを披ひ露ろうしていた。

　リーゼロッテの正面に座るネルケは、教え子の見事なテーブルマナーに、満足したように頷きながら自分もリーゼロッテと同じオムライスを食べていく。

　幸せそうにオムライスを頰ほお張ばるリーゼロッテを見て、ネルケと同じように一連の動作を見守っていた冒険者たちもリーゼロッテから視線を外して食事へと戻っていく。

「…………んにゅ？」

　これまで静かだった店内が途端に騒がしくなったことに、リーゼロッテはスプーンを咥くわえたまま不思議そうに小首を傾げた。




　そうしてのんびりとした昼食も終わりが見えてきた頃、

「おいっ、注文したものと違うものが来たぞ！」

　突然、リーゼロッテの正面、店内の奥の方から怒ど声せいが響き渡った。

「おいおい、俺の注文、ちゃんと聞いていたのかよ？」

「こっちも違うぞ。ちゃんとメモ取っているのか？」

「すみません。すみません」

　冒険者たちの叱しつ責せきに、眼鏡めがねをかけたメイドがペコペコと頭を下げて何度も謝る。

「……また、あの子ですか」

　その様子を見ていたネルケが、こめかみを押さえながら重々しい溜息を吐く。

　問題のメイドは、近くの農村から出稼ぎでやって来たコロルという名の少女で、仕事は真面目に取り組むのだが、どうにも嚙み合わないことが多く、結果として失敗を繰り返す問題児だった。

　酒場のメニュー取りなら失敗もないだろうと思われたのだが、どうやらその仕事も上手くいかないようだった。

「申し訳ございません。少し席を外しますのでお待ちください」

　メイドたちを預かる身として看かん過かできない状況に、ネルケは席を立つと、振り返ってリーゼロッテに話しかける。

　だが、

「……リーゼロッテ様？」

　そこにいるはずのリーゼロッテの姿がなかった。

　テーブルの上の皿が空になっていることから、既にオムライスは食べ終えているようだが、ほんの少し目を離した隙に姿が見えなくなったことにネルケは焦あせりを覚える。

「リーゼロッテ様、どこにいらっしゃるのですか？」

　コロルのことも気がかりだが、それ以上にリーゼロッテを捜さなければと、ネルケが必死に目を走らせていると、

「ねえねえ、どうちたの？」

　ネルケの後方からリーゼロッテのあどけない声が聞こえた。




　最初の怒声が響いた瞬間から、リーゼロッテは行動を開始していた。

　人生の経験値が乏しく、恐怖というものを知らないリーゼロッテは、剣けん呑のんな雰囲気にも飲まれることなく堂々とした足取りでコロルの下へと駆けると、裾すそを引っ張って何が起きたか質問する。

「おっきなこえ。コロルおねえちゃん、なにかあったの？」

「えっ？　そ、その……私が注文を間違えてしまったみたいで……すみません」

　まだ混乱した様子のコロルは、リーゼロッテに状況を説明しながら謝罪する。

「何をしているのですか」

　そこへネルケがやって来て、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているコロルへと怒りの伴った静かな声で指示を出す。

「とにかく間違えた注文を回収して、正しい品物をお客様にお出ししなさい。早く！」

「は、はい！」

　ネルケの強い口調に、コロルは弾はじかれたように動き出そうとする。

　だが、その前に、




「ねえ、これって、あっちのひとのだよ」




　リーゼロッテがコロルの裾を引っ張りながら指摘する。

「それで、あっちのは、あっちのひとのやつ」

「えっ、ええっ!?」

「いいからロッテのいうとおりにちてみて」

「あっ、はい……」

　驚き、目を見開いているコロルに、リーゼロッテは間違えて運ばれた料理を次々と別の客の下へと導いていく。

　一通り料理を移動し終えたリーゼロッテは、客である冒険者たちに質問する。

「どう？　これであってる？」

「おおっ、合ってるよ」

「うん、これこれ。ここのエビのフリッターが食いたかったんだよね」

「よかった。玉ねぎ抜いてなかったから、どうしようかと思ってたよ」

　リーゼロッテの采さい配はいに、あちこちのテーブルから問題ないという声が上がる。

「……驚いた」

　すると、最初に声を上げた禿頭の冒険者がリーゼロッテに質問する。

「ロッテちゃん。ひょっとしてここにいる全員の注文、覚えているのかい？」

「うん、わかるよ。いってあげよーか？」

「お、おう。それじゃあ、聞かせてもらおうかな？」

「わかった！」

　ロッテはぺったんこの胸を張ると、冒険者を指差しながら注文を言っていく。

「あのひとは、びーると、おしゃかなのあげたやつ。あつあつふーふーのやつね」

「あのひとは、ほねのついたおにく。パパのしゅきなあまくてからいやつ」

「あっちのおにいちゃんは、みるくとおむらいしゅ。ロッテとおんなじだね」

　その後もリーゼロッテは、客の注文一つ一つを正確に言い当てていく。

　一切のメモも取っていないのに、完璧に覚えているリーゼロッテの記憶力に冒険者たちは唖あ然ぜんとしていた。

　そしてリーゼロッテは最後の一人、窓際に座る妖よう艶えんな雰囲気の女戦士の注文を言う。

「あのきれいなおねえちゃんは、しゅくにゅーにょにゃいまーだよ」

「しゅくにゅー……」

「にょないまー？」

　リーゼロッテの舌足らずの言葉で語るメニューをこれまでどうにか理解できていた冒険者たちは、全く答えが想像できないメニューの登場に一様に首を傾げる。

　全員が頭に疑問符を浮かべている中、禿頭の冒険者が代表してリーゼロッテに尋ねる。

「ロッテちゃん、俺はそんなメニュー知らないんだが、本当にそう言ったのか？」

「うん、しゅくにゅーにょにゃいまーっていってたよ。ロッテまちがってないよ！」

　禿頭の冒険者の言葉に、リーゼロッテはぷくっ、と頰を膨ふくらませて怒りを露あらわにする。

「ロッテ、うしょいってないよ。おねえちゃんにきいてみてよ」

「あ、ああ……そうだな」

　禿頭の冒険者が頷くと、全員の視線が窓際の女戦士へと向く。

　目を向けられた女戦士は、蠱こ惑わく的てきに笑いながら舌をちろりと出して唇を舐める。

「あら？　皆に見つめられちゃうと照れちゃうわね」

「御ご託たくは良いから、お前が頼んだのを教えろ」

「おねえちゃん、おねがい」

「あらあら、小さな看板娘さんにお願いされたら断れないわね」

　女戦士はやれやれとかぶりを振ると、皆の疑問に答える。

「私が頼んだのは、お酒よ。オレンジの美味しい季節になると毎年飲むのよ」

「……ええい、だからメニュー名はなんなんだよ」

「もう、せっかちね。ほら、頼んでたものが来たわよ」

　女戦士が指差す先では、メイドがカクテルグラスに入ったオレンジ色の飲み物を持ってくるところだった。

「あ、あの……お待たせしました。スクリュードライバーです」

「あっ……」

「そうか！」

　メイドの言葉を聞いた途端、ほとんどの冒険者は得心がいったように大きく頷く。

「えっ、な、何……それ？」

「そんな酒……この店にあったのか？」

　しかし、禿頭の冒険者をはじめ、ある程度年配の冒険者は、スクリュードライバーが何かわからないようだった。

「フフ、ありがとう。これが飲みたかったのね」

　メイドからグラスを受け取った女戦士は、コクコクと喉を鳴らしながら美味しそうにスクリュードライバーを飲み干す。

「ああ、この柑かん橘きつ系けいの酸味と、ウォッカの刺激の組み合わせが最高ね」

「……美う味まいのか？」

「この季節は特に、ね。何なら試してみればいいじゃない」

「そう……だな。おい、姉ちゃん。俺にもあれくれないか？」

「はい。かしこまりました」

　禿頭の冒険者からの注文を受けて、メイドは深々と頭を下げて去っていく。

　注文を終えた禿頭の冒険者は、まだ憮ぶ然ぜんとした態度でいるリーゼロッテにペコペコと頭を下げながら話しかける。

「その……ロッテちゃんの言った通りだったな」

「ほらね。ロッテうしょついてないでしょ？」

「そうだな。疑って悪かった。どうか許してくれないか？」

「いいよ～。ゆるちてあげる」

　リーゼロッテが笑顔を見せると、禿頭の冒険者は安心したように胸を撫で下ろした。




　その後、冒険者たちはそれぞれが注文したものを受け取り、再び食事へ戻る。

　リーゼロッテはとてとてとコロルのところまで歩くと、まだ呆ぼう然ぜんとしている彼女の袖を引っ張りながら笑いかける。

「おじちゃんたち、もーおこってないって。よかったね」

「あ、ありがとう。リーゼロッテちゃんは凄いね。それに比べて私は……」

　コロルは目に涙を浮かべながら大きく肩を落とす。

「せっかく雇やとっていただいたのに、皆の足ばっか引っ張って……この仕事、向いてないみたいだし、もう辞やめちゃおうかな？」

「しょんなの、めーだよ！」

　諦めの言葉を口にするコロルに、リーゼロッテは袖を強く引っ張って抗議する。

「で、でも、私、毎日失敗ばっかりだし……」

「しょのときは、ごめんなしゃいしゅればいいの。パパだって、このまえちっぱいちたってロッテにごめんなしゃいちてたよ」

「えっ、アインさんが？　リーゼロッテちゃんに？」

「うん、でもちっぱいちたっていいんだって。だいじなのは、おんなじあやまちをくりかえしゃないことだって……よくわかんないけど、ごめんなしゃいがだいじだって」

　実はアインとマーシェンの会話もしっかりと聞いていたリーゼロッテが、二人の会話を引用して引き留めようとすると、

「ガハハ、何だ。アインの奴、ロッテちゃんに謝るようなことやらかしてたのか」

　会話を聞いていた禿頭の冒険者が豪ごう快かいに笑いながらコロルに話しかける。

「おい、姉ちゃん。注文の間違いくらい、ちゃんとできるようになるまで面倒見てやるから、この程度で辞めるなんて言うなよ」

「そうそう、もしわかんなくなったら、ロッテちゃんに教えてもらえよ」

「いいな、それ。そうすりゃ俺たち、もっとロッテちゃんに話しかけられるぞ」

　禿頭の冒険者に続き、他の冒険者たちもコロルに辞めるなと引き留める。

　皆から温かい言葉をかけてもらったコロルは、とうとう泣き出してしまう。

「あ、ありがとうございます。私、本当に辞めなくていいのでしょうか？」

「当たり前です。そんな簡単に辞められては困ります」

　ここまで傍ぼう観かんしていたネルケが、呆あきれたようにコロルに話しかける。

「リーゼロッテ様のお言葉を借りるようですが、一度や二度の失敗で辞めるなどと口にしないでください。そんな暇ひまがあるのでしたら、誰かを頼って助けを求めなさい」

「えっ、い、いいのですか？」

「当然です。私たちはそのためにいるのです。あなたは一人で何でもしようとするから失敗するのです。もっと、私たちを頼ることを覚えてください。いいですね？」

「は、はい……」

「話は以上です。元の業務に戻りなさい」

　ネルケがパンパン、と手を叩くと、コロルは涙を拭いて慌てて仕事に戻っていく。

　その様子を見送ったネルケは、リーゼロッテに微笑む。

「リーゼロッテ様、ありがとうございます。お蔭で貴重な人員を失わずに済みました」

「えへへ～、ロッテ、ちゅーもんのおちごともできるかな？」

「そうですね。それはおいおいということで……それよりそろそろお昼寝の時間ですよ」

「え～、ロッテ、まだねむくないよ」

「ベッドに入れば眠くなりますよ。さあ、行きましょうか？」

　ネルケが手を差し伸べると、リーゼロッテはしぶしぶながら言葉に従い、ネルケの胸に収まる。

「ロッテねるから……みんな、バイバイ」

　リーゼロッテが手を振ると、冒険者たちは口々にリーゼロッテに別れの挨拶をする。

　その顔は、誰が見てもわかるくらいデレデレになっていた。
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　それから暫くして、

「お～い、こっちの注文いいかい？」

「はい、今伺います」

「ましゅ～」

　客からの呼び出しに、コロルがパタパタと早足で客の下へと向かう。

「俺は鶏肉の甘辛煮に、マッシュポテトをくれ。大盛りな」

「俺は串焼きのセット二人前に揚げた魚を三つ、それとシチューを人数分頼む」

「こっちはビール四人前、後はエビのフリッター山盛りを頼むよ」

「こっちは……」

「あわわ……」

　次々と繰り出される冒険者たちからの注文の嵐に、コロルは目を回しそうになる。

　だが、

「コロルおねえちゃん、だいじょーぶ。ロッテがいるよ」

　すぐ隣に控えるリーゼロッテがコロルの袖を引きながら、注文された品々を伝えていく。

「……だよ。わかった？」

「うん、わかった。ありがとうロッテちゃん」

　コロルは笑顔でリーゼロッテにお礼を言うと、厨房に向かって大声でメモした注文を復唱する。

　コロルとの一件以来、リーゼロッテに客の注文を取るという新たな仕事が追加された。

　リーゼロッテが取った注文を、コロルがメモを取るという二人一組で仕事に取り組むようになり、コロルのミスは大きく減った。

　店の方は、リーゼロッテに注文を取ってもらえるという噂が広がった結果、昼食時の混雑はかなりのものとなった。




　そしてもう一つ、リーゼロッテがいる時に限り、ある商品の注文が一気に増える。

「そういや、こっちに例のアレ、貰えるかな？」

「こっちも頼む」

「そうか、今日はアレを頼む日、だったな」

　冒険者たちは互いに顔を見合わせてニヤリと笑うと、声を揃えて注文品を告げる。

「「「しゅくにゅーにょにゃいまーを頼む」」」

「は、はい、スクリュードライバーですね」

　一斉に出された注文に、コロルは思わず苦笑しながら必要数を数える。

　だが、苦笑した理由は、冒険者たちがリーゼロッテの真似をしたからではなかった。

「も～、ロッテのまねはやめてっていってるでちょ！」

　自分の舌足らずな喋り方の真似をされて怒りを露あらわにしているリーゼロッテに、どんな顔をしたらいいのかわからなかったからだ。

「もう、ちゅぎやったらロッテ、ほんとうにおこるからね。いい？」
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「ゴメンゴメン、悪かったって」

　リーゼロッテに詰め寄られた禿頭の冒険者は、ペコペコと頭を下げながらも鼻の下は伸びっぱなしで、とても反省しているようには見えなかった。

　それもそのはず、頰をぷくっ、と膨らませて地じ団だん太だを踏むリーゼロッテの姿は非常に愛らしく、冒険者たちはこの姿を見たいがためにわざと「しゅくにゅーにょにゃいまー」と言っているのだった。

　それは所謂いわゆる、好きな子についつい悪戯いたずらしてしまう少年と同じ気持ちからなのだが、そんな複雑な心情など理解できないリーゼロッテは、頭の上のリボンと同じように尻尾をピンと立て、プリプリと怒りながら冒険者たちに声を飛ばす。

「みんなも、ちゅぎからはちゃんといってね。やくしょくだよ？」

「「「は～い！」」」

　リーゼロッテのお願いに冒険者たちは元気よく返事を返すが、それを見ていたコロルは「あっ、この返事は守る気ないな」と感じ、小さく嘆息する。

　事実、その後もランチタイムにおけるロンベルゴでの一番人気のメニューは「しゅくにゅーにょにゃいまー」と呼ばれる謎のメニューであることが、冒険者の間でまことしやかに語られ、その度に小さな看板娘が可愛らしく雷を落とすのであった。
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　リーゼロッテがメイドとして働き始めてから半年の月日が経ち、季節は寒く長い冬を越えて再び陽よう気きな季節がやって来た。

「よし、忘れ物はない……な」

　マーシェンが経営する宿屋兼酒場『ロンベルゴ』の入り口で、いつもの黒い外套マントに身を包んだアインは、身の回りの品を見て忘れ物がないことを確認すると、見送りに来てくれた愛まな娘むすめ、リーゼロッテへと向き直る。

「それじゃあ、パパ、お仕事にいってくるからね」

「うん！　パパ、いってらっちゃい」

　ヒラヒラのメイド服を着て満まん面めんの笑みを浮かべるリーゼロッテのここ半年の成長は、亜人種特有の急成長のピークは過ぎたのか、大分落ち着いてきた。身長はアインの腰にようやく届くかどうかというほどで、翼と尻尾しつぽもよく見れば少し大きくなったとわかる程度だった。

　話し方は大分しっかりしてきたが、相変わらずサ行は苦手なようで、時々出る舌足らずな言葉遣いにアインはウチの娘、世界一可愛いと思っていた。

　そんなことを考えていると、リーゼロッテは小首を傾げながらアインに尋たずねる。

「どうしたのパパ？　ロッテの顔に何か付いてる？」

「ううん、何でもないよ。ロッテも仕事頑張ってな」

　アインはリーゼロッテを抱き上げて頰ほおにキスをすると、ロンベルゴを後にする。

　姿が見えなくなるまでずっと手を振ってくれるリーゼロッテに手を振り返したアインは、笑顔を引っ込めて真面目な顔になると、

「さて……と」

　ペロリ、と舌なめずりをしていつも向かう遺跡とは逆方向へと歩き出す。

　店の準備をしている顔見知りの店主たちと挨あい拶さつを交わしながら向かう先は、フェブリスの街の最奥にある大きな建物、領主たるマーシェンの屋敷だった。

　顔パス同然で屋敷の中へと入ると、そこには仁に王おう立だちしたマーシェンが待っていた。

「爺じいさん、お願いしていたものができたと聞きましたが？」

「ああ、完璧な仕上がりに儂も大満足じゃ」

「そうですか。じゃあ、後は……」

「ああ、決行するだけ、じゃな」

　そう言うと、二人は唇くちびるの端はしを吊り上げ、何かを企たくらむような悪い笑みを浮かべた。





　　　　◆






　アインを見送ったリーゼロッテは、いつも通りメイドとして酒場の掃そう除じをしていた。

「おっそうじ～、おっそうじ～、ふきふきふきふききれいにな～れ」

　腰をフリフリ、尻尾をわさわさと揺らしながら最も早はやお馴な染じみとなった掃除の歌を歌いながら働くリーゼロッテに、彼女を見るためだけに朝一で来店した客たちの口元が綻びる。中にはリーゼロッテと一緒に歌う者までいるほどで、リーゼロッテの尻尾がゆらゆらと揺れるのに合わせて体を揺らしていた。

　そんな自分の虜とりこになっている者たちの視線に気付くことなく、掃除を一通りやり終えたリーゼロッテは、そこで思いつめたような表情で立ち尽くすコロルを見つけ、彼女へと話しかける。

「コロルおねえちゃん。何かあったの？」

「あっ、リーゼロッテちゃん……」

　リーゼロッテに話しかけられたコロルは、困ったように眉を下げる。

「その……実はメリーさんのお店へお使いを頼まれたんだけど、どうしてもはずせない用事があって行けそうにないの」

「行けないとこまっちゃう？」

「うん、とっても。代わりに行ける人を探したんだけど、皆忙しくて、とても頼める雰囲気じゃなかったの」

「ふみゅう……」

　八はつ方ぽう塞ふさがりの状況に陥おちいっていると知り、リーゼロッテも困ったように眉を下げる。

「どうしよう……誰か代わりに行ってくれる人がいればいいんだけど……」

「おねえちゃん…………」

　今にも泣き出してしまいそうなコロルを見て、リーゼロッテはどうするべきか考える。

　本当に代わりに行ける人は誰もいないのかと周りを見渡してみるが、コロルの言う通り、誰もが忙しそうにあくせくと働いていた。

　頼みのネルケも今日は何やら用事があるとかで酒場の方には顔を出しておらず、指示を仰ぐこともできなかった。

「むぅぅ………」

　だが、本当に何もないのだろうか。この場にいる者で、コロルの代わりにお使いに行けるような手が空いている者など……、

「………あっ」

　そこでリーゼロッテは、とっておきの解決策を思いつく。

　リーゼロッテは頰を上気させて満面の笑みを浮かべると、コロルの手を取って自身の考えを伝える。

「コロルおねえちゃん、おつかいにいけるよ」

「えっ、だ、誰が？」

「ロッテだよ。ロッテ、今ちょうどおそうじおわったところなの」

「えっ、ええっ!?」

　まさかの提案に、コロルは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「で、でも、リーゼロッテちゃん一人でお使いに行かせるなんて……」

「メリーさんのお店でしょ？　そこならロッテ、何回もちかくまで行ったことあるから、だいじょーぶだよ！」

「でも……」

「もう！　だれか行かないと、コロルおねえちゃんこまるんでしょ？　ロッテしか行けないんだったら、ロッテが行くしかないよ」

「…………わかった」

　リーゼロッテの気き迫はくに押し負けたように、コロルは嘆たん息そくする。

「でも、絶対に無理はしないでね。少しでも危ないと思ったら、近くの人に助けを求めること。それと、裏通りは危険だから行っちゃダメだからね？」

「うん、だいじょーぶ」

「約束だからね？」

「うん、わかってるって」

　コロルから商品受け取りの伝票を渡されたリーゼロッテは、伝票をなくさないようにと、猫を模もした肩掛けのポーチに入れると、

「それじゃあ、いってきま～しゅ！」

　元気よく挨拶をしてロンベルゴを飛び出していった。





　　　　◆






「…………ふぅ」

　リーゼロッテを見送ったコロルは、緊張から解き放たれたように大きく嘆息する。

「あの……これでよかったのでしょうか？」

「ええ、十分です。よくやってくれました」

　すると、ここにはいないはずのネルケが現れて、良く冷えたレモネードをコロルに渡しながら労ねぎらう。

　レモネードを受け取ったコロルは、一気に半分ほど飲み干し「ほぅ」と一息ついてからネルケに話しかける。

「リーゼロッテちゃん、大丈夫でしょうか？」

「まあ、大丈夫でしょう。何せ、本当に一人で行くわけではないようですし」

「えっ、そうなんですか!?」

「そうです。それよりも、私たちは私たちで、やるべきことをやってしまいましょう。時間は待ってくれませんよ」

「は、はい！　今日は特別な日、ですからね」

　コロルは大きく頷うなずくと、腕まくりをして任された仕事へと戻っていった。





　　　　◆






　これまでアインと一緒に出かけることは何度もあったリーゼロッテだが、一人で外へ出るのは初めてだった。

「おひさまぴかぴか～、くもはもくもく～」

　しかし、リーゼロッテに気後れした様子はなく、自作のお散歩の歌を歌いながらフェブリスの街を闊かつ歩ぽしていた。

　長い尻尾をわさわさと振り、よく通る声で歌いながら歩くリーゼロッテに、街行く人も思わず笑顔になる。

「あらあら、リーゼロッテちゃん。こんにちは、今日は一人でおでかけ？」

「おばちゃん、こんにちは。ロッテね、一人でおつかいなの」

「あら～、それは偉いわね」

「えっ、ロッテちゃんが一人でお使い？　よかったら一緒に店まで行こうか？」

「ううん、メリーさんのお店だからだいじょーぶだよ」

「まあ、それなら大丈夫だな。でも、危ないと思ったら、大きな声を出すんだよ？」

「うん、ありがとう。おにいちゃん」

「おや、ロッテちゃん今日はどうしたんだい？」

「リーゼロッテちゃん……」

「ロッテちゃん……」

　次々と話しかけてくる街の人々に受け答えしながら、リーゼロッテは目的地である商業地区へと迷うことなく意い気き揚よう々ようと進む。

　過去に何度も歩いた勝手知ったる道のり。余計な邪魔さえ入らなければ、リーゼロッテが目的地である衣料品店に辿り着くのは時間の問題と思われた……。

　が、その時、小さな黒い影がリーゼロッテの前を通りすぎる。

「あっ!?」

　その影を見た途端、リーゼロッテの顔が喜き色しよくに染まる。

「にゃんにゃんだ！」

　リーゼロッテが声を上げると、黒い影の正体、小さな黒猫がリーゼロッテに近付いてきて「にゃあ」と一ひと鳴なきしてすりすりと体を寄せてくる。

「ほわあぁぁ……」

　まさかの黒猫からのコンタクトに、リーゼロッテの尻尾が嬉しそうにバタバタと激しく揺れ出す。

「えへへ～、きみは甘えんぼうちゃんだね。どうちたのかな？」

　リーゼロッテはしゃがみ込むと、黒猫を撫なでようと手を伸ばす。

　だが、撫でられるのはお断りなのか、黒猫はリーゼロッテの手を躱かわすようにするりと抜けると、そのまま裏通りへと入っていく。

「あっ、まつの！」

　せっかく撫でられると思ったのに、おあずけを喰らってしまったリーゼロッテは、脇目も振らず黒猫を追いかけて裏通りへと入っていった。




　表通りとは打って変わり、裏通りは昼間でも陽の光がほとんど差し込まない薄暗闇が支配する領域だった。
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　ジメジメと肌にまとわりつく湿気は不快感を募つのらせ、そこかしこに群ぐん生せいしているカビが発する臭いは、思わず顔をしかめたくなるほどだった。

　さらに、ようやく人がすれ違うことができる程度の幅しかない通りには死角が多く、どこに誰が潜んでいるのかわからないのが不ぶ気き味みだった。

　治ち安あんの良さで知られるフェブリスの街でも裏通り、特に商業地区周辺は酒に溺れた者や、冒険者崩れが屯たむろしており、小さな子供の一人歩きは危険とされていた。

　強い光の傍には必ず闇が生まれる。どうしても行政の手が十分に届かない場所ができてしまうのは仕方のないことだった。

　そんな常人では思わず尻込みしてしまいそうな道を、猫のことしか頭にないリーゼロッテは臆することなく呑のん気きに声を上げながら進む。

「お～い、にゃんにゃ～ん。かくれてないでロッテのとこにおいでよ」

　当初の目的を完全に忘れ、リーゼロッテはどんどん裏通りへと入っていく。

「ねこさんや～い、ロッテがいい子いい子してあげるから出ておいで～」

　小さな影を見失わないように、通りの死角を見つけては遠慮なしに覗き込むリーゼロッテの姿は非常に愛らしかったが、同時にとても無防備だった。

　そんな無防備な姿を晒さらしているリーゼロッテは、猫のことしか頭にないが故に、後ろから近付いてくる大きな影にも気付いていなかった。

「…………」

　大きな影は大きく息を吸い込むと、猫探しに夢中になっているリーゼロッテに向かって叫ぶ。

「こらああああああああああああああああああああああっ！」

「ぴゃあああっ！」

　突然の大声に驚いたリーゼロッテは、悲鳴を上げながらその場にしゃがみ込む。さらに頭を抱え込み、尻尾を体に巻き付けてできるだけ小さくなろうとする。

　まるで隠れるように縮こまるリーゼロッテに、先程とは打って変わった優しい声がかけられる。

「こ～ら、裏通りは危ないから入っちゃダメだって言われなかったか？」

「……はへ？」

　聞き覚えのある声に、リーゼロッテはおそるおそる顔を上げると、見覚えのある赤髪の男性がこちらを見て苦笑していた。

　その見覚えのある顔に、涙目のリーゼロッテは記憶の糸を辿って名前を呼んでみる。

「…………いしゃる？」

「イサールな。全く、今のが俺じゃなくて危ないやつだったら、もう二度とパパに会えなくなるところだったぞ」

「──っ、やだ！　そんなのやだ！」

　アインに会えなくなると聞いて、リーゼロッテは顔を青くしてかぶりを振る。

「ロッテ、パパに会えなくなるなんてぜったいにいやなの！」

「アインだって嫌だろうな。だから誰かに襲われそうになったら、縮こまるんじゃなくて逃げなきゃダメだぞ」

「にげる？」

「ああ、全力で走るんだ。それだけでなく大声で助けを呼ぶんだ。特に逃げられないと思った時は、誰か助けて～！　って全力で叫ぶんだ」

　イサールが大おお袈げ裟さにその場で走るポーズをしながら説明するのを聞きながら、リーゼロッテは可愛らしくコテン、と小首を傾かしげて尋ねる。

「たすけ……パパをよべばいいの？」

「ああ、パパでもいいぞ。そうすればアインのことだから、すっ飛んで来てロッテちゃんを助けてくれるだろうよ。わかったか？」

「うん、わかった。ありがとう、おしゃるじゃないいしゃる」

「ウキ───!!　だから俺は、イサールだって。後、サル関係ないから！」

　地じ団だん太だを踏むイサールを見て、リーゼロッテは「ウッキー」って鳴いているから、やっぱりいしゃるはしゃるなんじゃないかな？　などと考えていた。

　リーゼロッテがそんな益やく体たいもない思考を巡らせていると、

「こっち！」

　突如として現れた何者かが、リーゼロッテの腕を引っ張ってイサールの前から連れ去り、別の路地へと消えて行く。

「えっ……あっ、待て!?」

　目の前でリーゼロッテを連れ去られてしまったイサールは、慌あわてて何者かが消えた路地へと足を踏み入れるが、

「このっ、悪者め！」

「ふぐぅっ!?」

　何かを顔面に投げつけられ、堪たまらず尻もちをついてしまう。

「ペッペッ、な、なんだこれ……」

　ダメージはそれほどではないが、ベトベトする何かが顔に張り付き、視界を塞ふさがれたイサールは慌てて取り除こうとする。

「こ、これは腐った卵か……うわっ、最悪、く、くっさ─────!!」

　口に入ってしまった卵を吐き出しながら、イサールは顔に付いた腐った卵を必死に拭き取っていく。

　僅わずか数秒で腐った卵を拭き終えることはできたが、既にリーゼロッテを連れ去った者も、腐った卵を投げつけてきた者も姿はそこにはなかった。

「…………マズイことになったな」

　誰もいない虚こ空くうを見つめながら、イサールは流れてきた汗を拭う。

　イサールがここにいたのは、マーシェンからの依頼で、一人でお使いにいくリーゼロッテに万が一の事態が起きないように見張るためだった。

「ちょっと、何か変な悲鳴が聞こえたけど何かあったの？」

　するとそこへいつもの仲間たちが現れ、悲ひ惨さんな状況になっているイサールを見て顔をしかめる。

「……何やっているの？」

「臭いから近寄るなよ」

「待て！　これには理由があるんだって！」

　仲間からの冷たい視線に、イサールは必死に今起きたことを説明した。




「多分、犯人はこの街に住む冒険者に憧れる子供たち。チラッと見えた身長から、幼年学校に入ったくらいの年の子だと思う」

　仲間たちへ状況を説明したイサールは、自身の推理を披ひ露ろうする。

「俺のことを悪者って言っていたから、俺がロッテちゃんに悪戯いたずらするような輩やからと勘違いしたんだろうな」

「まあ、ここにはそういう輩がいてもおかしくないからな」

　人狼族の男性はイサールが発する臭いに顔をしかめながら、リーゼロッテが消えたという方角を見やる。

「だが、そうなると一刻も早くあの子を確保しないとマズいのではないのか？」

「当然だ。でも、俺たちだけでは全ての事態に対応できない」

　イサールの言葉に、仲間たちは静かに頷うなずく。

　リーゼロッテが子供たちの手によって、何事もなく裏通りから連れ戻されれば問題ないが、ここは治安のいいとされるフェブリスの街でも、ならず者が少なからずいる裏通り。万が一の事態が起きてしまう可能性は十二分にあった。

「……そうだな。では、俺はアインたちに状況を説明しに行こう」

　すると、相談する間もなく人狼族の男性が自分のやるべきことを決める。

「足の速さには自信があるから、最速で援軍を連れて来ることを約束しよう」

「わかった。悪いな、アインに怒られる役を押し付けてしまって」

「何、ここの臭いよりは万倍マシさ」

　人狼族の男性は、犬けん歯しを剝き出しにしてニヤリと笑う。

「それじゃあ、私はここで皆の到着を待つわ」

　続いて、女神官が自身の役割を決める。

「残念だけど、体力的にも戦力的にも私は役に立てそうにないから、連絡役に徹するわ」

「そうだな、それじゃあ俺はロッテちゃんを追いかけるとするよ」

　三人はそれぞれの役割を確認し合うと、同時に頷いてそれぞれの目的地を目指して別れる。

　その動きは互いに信頼を置いているからか、一切の迷いがない。

　迅速で的確な行動をすぐさま起こせることが、彼らが一流の冒険者と呼ばれる所以ゆえんでもあった。





　　　　◆






「ヘヘッ、ざまあみろってんだ」

「あの悪者の顔、最高だったね」

「ふふん、あたしの必殺技のお蔭でしょ？」

　イサールから見事にリーゼロッテを連れ去ってみせたのは、リーゼロッテより一回り大きい背丈の少年少女たちだった。

「まっ、これで俺たちはまた一歩、正義の冒険者に近付いたってことだな」

　その中の一人、リーゼロッテの手を引いていたリーダー格と思われる短髪の少年が、まだ状況が摑めず、キョトンとしているリーゼロッテに話しかける。

「大丈夫だったか。俺はカイト、冒険者を目指してるんだ。お前は？」

「ロッテ？　ロッテは、リーゼロッテっていうの」

「……ロッテ・リーゼロッテって名前なのか？」

「違うよ、カイト。ロッテはリーゼロッテの愛あい称しようだよ。全く、それくらい常識だよ？」

「わ、わかってるよ。ティムはいっつも一言余計なんだよ」

「そんなことないさ。カイトがしっかりしてくれればいいだけの話さ」

「かぁ～！　だからさ……大体お前はいっつも……」

　眼鏡めがねをかけた少年、ティムの指摘にカイトは唇を尖とがらせると、グチグチと文句を言いながらティムに詰め寄る。

　必然的にポツンと取り残されるリーゼロッテに、髪を後頭部で一房にまとめた活かつ発ぱつそうな少女が話しかけてくる。

「こんにちは、あたし、ルビーっていうの。ロッテって呼んでいい？」

「うん、いいよ」

「ありがと。ところでロッテの翼と尻尾、可愛いね。それって本物？」

「そうだよ。ほら……」

　リーゼロッテが翼と尻尾をピコピコと動かすと、カイトたち三人は「おおっ」と揃そろって歓かん声せいを上げる。

「亜人種って僕、初めて見たかも……」

「俺は人狼族なら見たことあるけど……ロッテって何の種族なんだ？」

「はいはい、そういう詮索はよくないっていつも言われてるでしょ。別に何でもいいじゃない。ロッテはロッテ、でしょ？」

　ルビーはパンパン、と手を叩いて男の子二人を諫いさめると、片手を拝おがむように上げてリーゼロッテに謝罪する。

「デリカシーなくてごめんね。ところでロッテは、どうしてあんなところにいたの？」

「あのね、ロッテ、ねこさんをおいかけていたの」

「ああ、猫か……それは仕方ないわね」

　リーゼロッテの気持ちがわかるのか、腕を組んだルビーは何度も頷く。

「でも、裏通りは危ないから子供は入ってきちゃダメだよ」

「ふみゅう……そういやコロルおねえちゃんや、いしゃるもおんなじこと言ってた」

「でしょ？　ここは危ないのよ……ところでいしゃるって？」

「いしゃるはいしゃるだよ。おしゃるじゃないんだって」

「んん？　んんんっ？」

　リーゼロッテの言いたいことがわからず、ルビーは首を捻る。

「……まあ、いいか」

　だが、難しいことを考えない性格なのか、ルビーはすぐに気を取り直すと、改めてリーゼロッテに質問する。

「とにかく、ここは危ないからあたしたちが安全なところまで連れてってあげるよ。ちなみにロッテはどこに行くところだったの？」

「あのね、メリーさんのお店にいくところだったの」

「メリーさん？　それって商業地区にある衣料品店？」

「うん、そう」

「そっか、その店なら知ってるから一緒に行こ」

「うん！」

　リーゼロッテはルビーから差し出された手を握にぎると、仲の良い姉妹のように並んで歩き始める。

「あっ、ちょっと待てよ。俺たちを忘れるな！」

　その後を、カイトとティムの二人が置いていかれないように続いた。




　カイトたちは、イサールの読み通り冒険者に憧れている子供たちで、幼おさな馴な染じみ三人で時々裏通りに立ち入っては、迷い込んだ旅人や子供たちを助けているという。

「だからよ。ロッテが捜してた猫も、俺たちが助けてやるから安心しろよ」

「うん、ありがと。カイトはやさしいね」

「へ……へへん、いいってことよ」

　リーゼロッテの屈くつ託たくのない笑顔に、カイトは鼻の下を擦りながら顔を逸らす。

　素そっ気けない態度を見せるカイトだが、後ろを向いた顔は耳まで赤くなっており、誰がどう見ても照れているのは明白だった。

「……カイト、照れてるね」

「ロッテ、可愛いもんね」

「そこ、二人ともうるさいよ！」

　幼馴染み二人の指摘に、カイトは赤い顔をさらに赤くさせて抗議の声を上げる。

　だが、カイトが照れている理由がわからないリーゼロッテは、首をコテン、と傾げて不思議そうな顔をしていた。

「ところでロッテの服って、メイド服だよね？」

　カイトがそっぽを向いたので、今度はティムがやって来てリーゼロッテに質問をする。

「かなり本格的な格好だけど、もしかしてロッテって働いているの？」

「うん、ロッテ、メードさんやってるんだよ」

「やっぱりそうなんだ。ということは、誰かのところに仕つかえているんだね？」

「ん～～、よくわかんないけど、ロッテはロンベルゴってお店ではたらいてるよ」

「ロ、ロンベルゴだって!?」

　急に大きな声を上げるティムに、一同は驚きに目を見開く。

　口を開けたまま呆けているティムに、怪け訝げんな表情を浮かべたルビーが尋ねる。

「テ、ティム……あんた、ロッテが働いてる店のこと、知ってるの？」

「知ってるも何も、ロンベルゴは僕たちが憧あこがれる冒険者、それも領主様に認められるような超一流の冒険者しか利用できないようなこの街で一番の宿だよ」

「ええっ!?　それって凄くない？」

「凄いなんてものじゃないよ。ねえ、ロッテ。どうして君はそんな店でメイドとして働くことになったんだい？」

「どう……して？　だってロッテ、そこにパパと住んでるからだよ」

「住んでるってことは、ロッテのパパって？」

「うん、ぼーけんしゃだよ」

　リーゼロッテの言葉に、ティムとルビーは揃って「おおっ」と感嘆の声を上げる。

　まさか、自分たちが助けた女の子が、憧れの冒険者の娘であるとは思っていなかったからだ。

「ね、ねえ、ロッテのパパのこと僕たちに教えてもらってもいいかな？」

「うん、いーよ。ロッテの大好きなパパのこと、おしえてあげゆ」

　ティムの願いをリーゼロッテは快かい諾だくすると、おとがいに人差し指を当てて「うーんとね」と唸うなりながら一体何について話そうかとあれこれと考える。

　すると、

「……でもよ、そんな領主様も認める一流の冒険者なら、どうしてロッテを働かせているんだ？」

　リーゼロッテの話を今か今かと待ち遠しそうにしているティムに対し、カイトが水を差すようなことを言う。

「実は、ロッテを働かせて、自分は楽をしているダメダメ冒険者なんじゃないのか？」

「そんなことないもん！」

　嘲ちよう笑しようするように唇の端を吊り上げるカイトに、ぷくっ、と頰を膨らませたリーゼロッテが尻尾をピンと逆さか立だてて抗議の声を上げる。

「ロッテのパパ、しゅごいんだもん。お店にくるみんなも、アインはしゅっごいやつだっていっつも言ってるもん！」

「ア、アイン……だって？」

　アインという名前を聞いた途端、カイトの顔に明らかに狼ろう狽ばいした色が浮かぶ。だが、強くかぶりを振ってリーゼロッテに言い返す。

「だ、だったら、どうしてロッテは子供なのに働いてるんだよ！」

「だって、おしごとは、大好きなひとのためにがんばるものだからだもん。ロッテはパパが大好きだから、パパのためにメードさんしてるの！　もう、しょんなこと言うカイトなんてキライ！」

「き、嫌いって……」

　ちょっとからかったつもりだったのに、まさかのリーゼロッテからの嫌い宣言に、カイトは愕がく然ぜんとした表情になる。

　顔は青ざめ、唇をわなわなと震わせながら「嫌いって言われた……」とブツブツと呪じゆ詛そのように呟き続けるカイトに、ルビーが呆れたように嘆たん息そくする。

「……まったく素直じゃないんだから。ねえ、ロッテ。カイトだって、別に悪気があって言ったわけじゃないんだよ」

「そんなことないもん。だってカイト、ロッテの大好きなパパのこと、わるく言ったもん！」

「……そこなんだよね」

　カイトの気持ちが痛いほどわかるルビーは、苦笑しながらやれやれとかぶりを振る。

　リーゼロッテがどれだけパパのことが大好きなのかがわかってしまったから。自分に少しでも振り向いてほしくて、カイトはあえて感情とは逆のことを言ってしまったのだが、幼いリーゼロッテにそんな気持ちがわかるはずもなかった。

　しかも、カイトがリーゼロッテのパパに対して、良くない思いを抱いていないのは、ルビーもティムも十分理解していた。

「実はね……カイトはさっきロッテに言ったこと、物凄く後悔してるんだよ」

　すると、ティムがルビーの後を引き継ぐようにリーゼロッテに話しかける。

「だって、ロッテのパパがアインさんだって知らなかったからね」

「ロッテのパパのこと知ってるの？」

　リーゼロッテの質問に、ティムたちは揃そろって頷く。

「そりゃあね。この街の子供でアイン・レドの名前を知らない子はいないよ」

「一年前、世紀の発見をした最高の冒険者だもんね」

　そうしてルビーとティムは、アインの武ぶ勇ゆう伝でんをリーゼロッテに披露する。

　曰いわく、百の魔物に囲まれても、一人の犠ぎ牲せいも出さずに生き延びたとか。

　曰く、義に厚く、不義を許さないその崇すう高こうな志に惚ほれ込こんだアインの仲間は、優に千を超えるとか。

　曰く、その実力は既にこの街の領主、マーシェンを遙かに凌りよう駕がしているとか。

　どれもとんでもない尾ひれがついた噂の数々に、アインが聞いたら恥ずかしさで卒そつ倒とうしてしまいそうなものだったが、フェブリスの街の子供たちは、そんな根も葉もない噂を本気で信じていた。

「アインさんは弱っている人を助け、権力にも屈しない最高の冒険者なんだよ」

「そうなんだ。やっぱりパパってすごいんだ」

　自分の知らないアインの数々の武勇伝を聞いたリーゼロッテは、両頰を手で包み込んで嬉しそうにはにかむ。

　大好きなパパが褒められて嬉しかったのか、リーゼロッテの尻尾はかつてないほどブンブンと勢いよく揺れ、翼も忙しなくパタパタと揺れていた。

　すっかり機嫌が良くなったリーゼロッテの様子を見て、ティムは「だからさ」と諭さとすように話す。

「カイトの奴、許してあげないかな？　実はカイトはアインさんに本気で憧れていて、アインさんみたいになりたくて冒険者を目指すことにしたくらいなんだよ」

「……そーなの？」

　リーゼロッテが視線を向けると、そっぽを向いたカイトは、誰が見てもはっきりとわかるほど顔を真っ赤にしていた。

　だが、意を決したように佇たたずまいを正したカイトは、リーゼロッテに向かってペコリと頭を下げる。

「そ、そうだよ。だから本当は早く謝りたかったんだ……その、ゴメン！」

「…………いいよ。ゆるしてあげる」

　リーゼロッテはカイトの手を取ると、笑顔を向ける。

「だってカイトもパパのこと大好きなんでしょ？　だったら、ロッテといっしょだね？」

「あっ、うん……」

　リーゼロッテと一緒と言われると複雑な気持ちのカイトだったが、少女が見せてくるあどけない無む垢くな笑顔を前にして、これ以上の野や暮ぼなことなど言えるはずもなかった。

「そ、その……許してくれて、ありがとな」

　カイトが照れを隠すようにぶっきらぼうに言うと、リーゼロッテの後ろで見守る二人の幼馴染みがニヤニヤとこちらを見ている様子が見て取れた。

「──っ、と、とにかく、まずはロッテを安全なところまで送らないとな！」

　幼馴染み二人の視線に気付いたカイトは、赤くなっている顔を見られないようにリーゼロッテの手を振りほどいて早足で距離を取ると、後ろを振り返って三人を急せかすように手を振る。

「ほらっ、お前たちも早く来い……」

　刹せつ那な、カイトの表情が切せつ羽ぱ詰つまったものに変わる。

「走れっ!!」

　その言葉に素早く反応したのは、ルビーとティムの二人だった。

　二人は一瞬だけ目を合わせて頷くと、リーゼロッテの手を強く引っ張って走り始める。

「わっ、わわっ……」

　突然の事態に驚くリーゼロッテだったが、どうにか転ぶことなくルビーたちと一緒に走り始める。

「クソッ！」

　すると、すぐ後ろから悪あく態たいを吐つく声が聞こえた。

　声に反応してリーゼロッテが振り向くと、薄汚いボロを身に纏った男と目が合う。

「──っ!?」

　濁にごった、死んだ魚のような目をした男の佇まいにリーゼロッテは声にならない悲鳴を上げ、恐怖で足が竦すくみ、転びそうになる。

「──っと、気を付けて」

　だが、すんでのところでティムが手を差し伸べてリーゼロッテを支えてくれる。

「気を付けて、僕たちが付いているからね」

「そうそう、ちゃんとあたしたちがロッテを守ってあげるから」

「…………うん！」

　ルビーたちの頼もしい言葉に、勇気を貰ったリーゼロッテの顔に生せい気きが戻る。

「早く、こっちだ！」

　そこへ先導していたカイトが、子供がようやく通れる程度の穴の開いた壁を指差し、そこに飛び込むように指示をする。

「ロッテ、先に行くから見ていてね」

　ルビーはそう言うと、リーゼロッテと手を離して先行し、カイトが指示した穴へ、頭から突っ込む。

　華か麗れいな身のこなしでルビーが壁の向こうへと消えたのを確認すると、ティムがリーゼロッテに穏やかな笑みを浮かべたまま問いかける。

「ルビーと同じように飛び込むんだ。できるかい？」

「うん、ロッテ、できるよ！」

　リーゼロッテは大きく頷くと、ルビーの真ま似ねをして穴の中へと滑り込む。

　しかし、

「ぴゃうっ!?」

　リーゼロッテの長い尻尾が穴の上部に引っ掛かり、途中で止まってしまう。

「ルビー、押すからそっちから引っ張れ！」

「任せて。今、助けてあげるからね」

　リーゼロッテのピンチにカイトがすかさず反応し、ルビーがそれに応える。

　二人の「せーの」という掛け声で体を押してもらったリーゼロッテは、無事に壁を通り抜けることができた。

「ふみゅう……」

　どうにか壁を通り抜けられたが、リーゼロッテは引っ掛かった部分が痛むのか、涙目になりながら尻尾の付け根であるお尻を擦さする。

　すぐさまやって来たカイトとティムが涙目になっているリーゼロッテを見て、ギョッとした顔になるが、お尻を押さえているのを見て何とも言えない顔になる。

　だが、今は一刻を争う状況であることに変わりない。カイトはルビーに介抱されているリーゼロッテに気遣うように話しかける。

「そ、その……走れそう……か？」

「…………うん」

　まだ痛むお尻を押さえながらリーゼロッテは気き丈じように振る舞う。

　ここで泣いていたら大好きなパパに会えなくなってしまう。

　縮こまるんじゃなくて、一いち目もく散さんに逃げるのだ。

　イサールの言葉を思い出しながら、リーゼロッテはカイトたちと共に再び駆け出した。





　　　　◆






　一方、マーシェンの屋敷では、人狼族の男性から報告を聞いたアインが血けつ相そうを変えていた。

「ロッテが商業地区の裏通りで消えたって……ど、どどどどうしよう。ああ、こんなことなら俺が自分でロッテを見張るんだった！」

　アインは頭を抱え、やり切れない思いを紛まぎらわすように絨じゆう毯たんの上をゴロゴロと転がる。

「……そうだ！」

　屋敷のメイドたちが明らかにドン引きしている中、ぴたりと動きを止めたアインは、妙みよう案あんを思いついたかのように立ち上がる。

「こうなったら、いっそ裏通り一帯を焦しよう土どに変えよう！」

「馬ば鹿かたれ、少しは落ち着け！」

　物ぶつ騒そうなことを言い出すアインを、マーシェンが脳天に手刀を落として止める。

「確かにあそこには、酔っ払いやろくでなし共が屯たむろっている個所があるが、連中は近付かなければロッテちゃんに危害を加えることはなかろうて」

「そんなのわかりませんよ！　だってロッテですよ。あの、世界一可愛いロッテが目の前に現れたら、爺さんだって正気ではいられないでしょう？」

「ううむ、そう言われたらそうかもしれないが……いやいや」

　アインの言葉に思わず流されそうになるマーシェンだったが、かぶりを振って落ち着きを取り戻す。

「とにかく、今すぐ捜索隊を編成するから、お前もその一員に加われ」

「嫌だ！　俺は今すぐにロッテを助けに行きます」

　駄だ々だっ子このようにジタバタと暴れるアインに、マーシェンが呆れたように尋ねる。

「今すぐ行って、見つける当てなんかあるのか？」

「ない！　でも、何もしないよりマシです！」

　それに、

「ロッテが俺のことを呼んでくれれば、どこにいても見つけてみせますよ」

　そう宣言すると、アインはマーシェンが止める間もなく屋敷を飛び出していく。

「…………やれやれ、仕方ないのう」

　残されたマーシェンは肩を竦めると、顔を引き締めて人狼族の男性に向き直る。

「ともかく、ロッテちゃん捜索隊を今すぐ編成する。それと、街周辺の警護も強化する。人手がいるから、近くの酒場にいる冒険者に声をかけてもらえるか？」

「お安い御用ですよ」

　マーシェンからの要望に人狼族の男性は親指を立てて頷くと、近隣の酒場目指して颯さつ爽そうと飛び出していった。





　　　　◆






　マーシェンの予想に反して、裏通りに屯していた男たちはリーゼロッテたちを執しつ拗ように追いかけてきた。

「なんだよ、いつもならすぐに諦めるのに……」

　普段ならカイトたちと目が合っても、まるで視界にすら入らなかったかのように無反応なのだが、今日は虫の居所が悪いのか随分と行動的だった。

　それでもカイトたちが逃げ続けられているのは、路地には隠れる場所や、子供がようやく通れるような狭い通路が多数あること、連中同士が鉢はち合あわせした時、どういうわけかその場で小こ競ぜり合あいに発展してこちらを見失うことがあるからだった。

「クソッ、しつこい」

　建物の陰に身を潜めて不ふ審しん者しやたちをやりすごしながら、カイトは連中が明らかに明確な意い図とをもってこちらを付け狙っているのではと考える。

　そして、連中が躍やつ起きになるような理由は一つしかなかった。

「んにゅ？」

　カイトがリーゼロッテに目を向けると、大きな瞳が不思議そうに見上げてくる。

「うっ……」

　吸い込まれそうな大きな翡翠色の瞳に、カイトは自分の顔が赤くなるのを自覚する。

　フェブリスの街で生まれ育ったカイトは、それほど多くの女の子と出会ってきたわけではないが、リーゼロッテは今まで見てきた女の子の中でも群を抜いて美少女だった。

　男たちの目的はわからないが、リーゼロッテほどの可愛い女の子が現れたら、高く売れると踏んで躍起になるのもわからなくはない。

　だが、自分ならそんな女の子を見たら、襲うのではなくて守りたいと思う。

　リーゼロッテの父親であるアインに憧れ、曲がりなりにも正義の冒険者を志しているカイトとしては、リーゼロッテは守るべき対象であった。

　絶対に守ってみせる。そう決心したカイトは「ちょっと先を見てくる」と幼馴染み二人にリーゼロッテを託して一つ先の曲がり角の様子を見に行く。

　慎重に、足音を立てないように歩いたカイトが曲がり角の先を覗き込もうとすると、

「うわっ!?」

　角の先からぬっ、と伸びてきた手によって拘こう束そくされてしまう。

　どうやらカイトたちが来るのに気付いた男に待ち伏せされていたようだった。

「クソッ……放しやがれ！」

　小汚い大男に胸倉を摑まれたカイトが必死に暴れるが、大人の力に敵うはずもなく、抗あらがう足は空しく宙を蹴るだけだった。

「カイト！」

　幼馴染みの危機にいち早く動いたルビーが腰のポーチから取り出した腐った卵を大男に向かって投げる。

「…………フン」

　卵は狙い違わず大男の顔に命中するが、既に不ふ潔けつの極みにいる大男はそれに動じる様子もなく、首を絞められて苦しむカイトをこちらに見せつけるように晒さらす。

「い、いやっ！　カイト！」

「ダメだ。ルビー、今行ったら君まで捕まる！」

　半狂乱になって飛び出しそうなルビーを、ティムが必死になって止める。

「落ち着いて、僕たち二人で協力してカイトを助けるんだ」

「でも、どうやって!?」

「それは……」

　ティムはルビーを落ち着かせるために口に出してみたものの、特にこれといった策は用意していないので、押し黙ってしまう。

　何とかしてカイトを助けたいのにできない。

　ルビーとティムの二人が自分の無力さを痛感し、今にも泣き出しそうになった時、




　立ち尽くす二人の間を縫ぬうようにして小さな影が前へと躍おどり出でた。




「カイト！　いま、ロッテが行くからね！」

　それは三人で守ると決めた少女、リーゼロッテだった。

「ダメ！　ロッテ戻って！」

　自分よりさらに小さいリーゼロッテが大男に向かって突撃していくのを見て、ルビーが悲痛な叫び声を上げる。

　しかし、リーゼロッテは止まることなく果か敢かんにも大男に向かって突進していく。

　怖い、という思いもあったが、リーゼロッテを突き動かしているのは、アインなら、カイトたちが憧れる大好きなパパなら、こういう時は絶対にカイトを助けるために動くという確信にも似た想いからだった。

　これといったカイトを助ける算段があったわけではないが、リーゼロッテは今、自分にできることを精一杯やってやろうと思っていた。

「……とにかく、カイトをたしゅけないと」

　どうすればカイトを助けられるかを必死に考えたリーゼロッテは、大男の脇へと移動して思いっきり息を吸うと、

「カイトを、はなせぇええええええええええええええええええええええっっ!!」

　全身全霊を込めて叫んだ。

　その瞬間、普通ならあり得ないことが起きた。

　叫び声を上げるリーゼロッテの口から拳大の小さな炎が吐き出され、カイトを拘束する大男の顔に命中したのだ。

「グ、グオオオオオオオオオオオオオオォォォ！」

　顔を焼かれるという事態に、大男は呻うめき声ごえを上げながら堪らずカイトを解放する。

「あだっ!?」

　地面に乱暴に放り出されたカイトは、痛む尻を擦りながらもリーゼロッテの手を引いて大男から距離を取ると、驚いて目を見開いているリーゼロッテに話しかける。

「ロッテお前凄いな！　口から炎出すなんて、どんな魔法だよ」

「ううん、ロッテ、まほーなんて使ってないよ？」

「えっ、それじゃあ今のは？」

「…………わかんない」

　リーゼロッテは何が起きたのか本当にわかっていない様子でかぶりを振る。
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　とにかく目の前で起きたことに理解が及ばず、リーゼロッテとカイトの二人は揃って小首を傾げる。

「もう、何だっていいよ。とにかく今は逃げましょ！」

　お見合いしたまま動かない二人に、業ごうを煮にやしたルビーが二人の間に入って手を取ると、そのまま引いて大男の脇を抜けて逃げようとするが、

「へっへっへ、もうお終しまいだよ」

　逃げようとするリーゼロッテたちの前に別の男が現れ、両手を広げて立ちはだかる。

「チッ、油断したが次はこうはいかんぞ」

　さらに、顔に炎を浴びて倒れた大男も立ち上がり、リーゼロッテたちを逃がすまいと二人がかりで路ろ地じを塞ふさぐ。

「そ、そんな……まだいたなんて」

　道を阻はばむ者が増えたことに、ティムが悲痛な叫び声を上げる。

「…………ふみゅう」

　ジリジリと迫ってくる男たちから逃れるように、四人で固まってゆっくりと後ろに下がりながら、リーゼロッテは最初に炎を浴びせた大男を見やる。

　大男の顔には僅かな火傷やけどの痕あとがあるものの、動きに支障が出ている様子はなかった。

　これでは再び炎を吐き出すことができても、状況を打破するには至らないだろう。

　ならばどうするべきか。危ない状況になったらどうしろと言われた。

「…………うん」

　リーゼロッテは大きく息を吸い込むと、今度は空に向かって叫び声を上げる。

「パパアアアアアアアァァ、たしゅけてええええええええええええええええええぇぇ!!」

　耳を劈つんざく大音量に空気がビリビリと震え、リーゼロッテを守るように立つ三人だけでなく、追い詰めていた男たちも揃って耳を塞ふさぐ。

「ロッテは、ここおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　逃げられないなら大声で助けを呼ぶ。リーゼロッテはイサールの言葉に従い、とにもかくにも自分の危機を報しらせることにした。

「はぁ……はぁ…………」

　声の限り叫び終えたリーゼロッテは、大きく肩で息をしながら状況を見守る。

　叫び声を近くで聞いたカイトたち三人は、まだ頭がクラクラするのか視線が定まっていないようだが、遠くにいた男たちは既に立ち直ってこちらへとにじり寄ってきていた。

「ヘヘッ、良い叫びだったが、誰も来てくれないみたいだな」

「……そんなことないもん！」

　涙目になりながらも、リーゼロッテは気丈に答える。

「いしゃる、たすけにきてくれるって言ったもん。きっとくるもん！」

「その通りだ」

　瞬間、リーゼロッテの叫びに応える声が聞こえ、目の前の男が「へぶっ!?」という謎の呻き声を上げながらリーゼロッテの視界から消える。

　さらに残るもう一人の男も、現れた人物の上段まわし蹴りをまともに受け、一瞬にして意識を奪われる。

　刹せつ那なの間に男二人を倒した人物は、リーゼロッテに白い歯を見せて笑う。

「ほらな、ちゃんと助けに来ただろ？」

「いしゃる！」

「イサールな……まあ、といっても直してくんないだろうけどさ」

　繰り返されるやり取りに、イサールは諦めたように大きく嘆息した。




　気絶した男たちを拘束し、ひとまずその場から移動して少し開けた場所へとやって来たイサールは、子供たちに自分はリーゼロッテと知り合いの冒険者であること、裏通りへと入ってしまったリーゼロッテを注意するために大声を出したことを説明した。

「「「す、すみませんでした！」」」

　イサールから説明を聞いたカイトたち三人は、揃ってイサールに頭を下げる。

「でもまさか、あの時の人がロッテを注意しに来た冒険者だったなんて」

「確認しなかった僕たちも悪いんですけど……」

「そうそう、いきなり大声出してロッテ驚かしてたから、てっきり小さい子にいたずらしにきた悪者かと思っちゃったのよね」

「ま、まあ、それについては俺も反省している」

　そもそもの原因は、いたずら心でリーゼロッテを大声で驚かしたことだったと言われては、イサールとしては返す言葉もなかった。

「だが、俺が来たからにはもう大丈夫だ。そこら辺の不審者共に遅れはとらんから、安心してくれ」

　イサールが強く胸を叩いて宣言すると、カイトたちはほっ、と胸を撫で下ろす。

「よかった。これで帰れるな」

「思わぬ大冒険になったけど、ようやくクエストクリアだね」

「フフッ、まだよ。家に帰るまでがクエストでしょ？」

「…………ふみゅう」

　ようやく笑顔を見せるカイトたちとは対照的に、どこか納得がいっていない様子のリーゼロッテがイサールの袖を引っ張りながら質問する。

「ねえ、いしゃる。パパは？」

「アインか？　あ～、あいつはそろそろ来るんじゃないかな」

「ほんと？」

「本当だって。あいつがリーゼロッテちゃんを放っておくわけ……っ!?」

　そこまで話したところで、何かに気付いたイサールが血相を変えてリーゼロッテを抱えてその場を飛び退く。

　次の瞬間、イサールたちがいた場所に炎の球が着弾して爆発する。

「ヒイイイィィッ、今度は一体何？」

「まだ、何かあるのかよ！」

　せっかく危機を脱したのに、再びやって来た波乱にカイトたちが悲鳴を上げ、次にまた攻撃が飛んでくるのではないかと、忙しなく辺りを見渡す。

「コラッ、危ないから勝手に動くな！」

　勝手に動き回るカイトたちを、イサールがどうにか落ち着かせようとするが、

「うそ……だろ？」

　イサールの目に、背丈の倍近くの巨大な炎の塊が向かってくるのが見えた。

　狭い路地いっぱいに広がって迫ってくる炎は、どう見ても回避不可能だった。

「畜生がああああああああああああああああっ!!」

　どうにもならないと判断したイサールは、せめてリーゼロッテと子供たちだけでも守ろうと、手を一杯に広げて四人の子供たちを炎から庇かばうように抱き締める。

　直後、狭い裏通りに大地を揺るがすほどの大爆発が起こった。





　　　　◆






　爆発が起こる少し前、アインはリーゼロッテを捜すために裏通りを駆けていた。

「ちょ、ちょっとアイン君……待ってよ」

　アインの後ろには、女神官が息も絶え絶えといった様子で付いてきていた。

「さっきから迷いなく走ってるけど、こっちで間違いないの？」

「わからない。だが、何となくさっきロッテの声が聞こえたような気がしたんだ」

「気がしたって……」

　何も聞こえなかった女神官は、呆れたように嘆息する。

「で、声が聞こえたとして、どうやってリーゼロッテちゃんを捜すつもりなの？」

「簡単だ」

　女神官の質問に、アインは歩調を少し緩めて簡潔に答える。

「先ず、そこら辺の奴を捕まえる。次に知ってることを吐かせる。知らなければ次を探す。ロッテを見つけるまで続ける。以上だ」

「む、無茶苦茶だわ……」

　要はただのゴリ押し……しかも、後々罪に問われる可能性の高い暴挙に出ようとしているアインの作戦に、女神官は頭を抱える。

「止めようとしたって無駄だからな」

「……わかってるわ。ただ、狙う相手はよく選んでよね」

　女神官はしぶしぶ了承すると、自分はせめて被害に遭う人物を治療して、アインの罪を少しでも軽くしようと決める。

　だが、そんな女神官の心配は杞き憂ゆうに終わる。

　憐れな不審者を見つけて動き出そうとしたその時、前方から爆発音が聞こえ黒い煙が上がるのが見えたのだ。

「──っ!?」

「キャッ……な、何!?」

　続いてやってきた衝撃波に、女神官は神官服がめくれないように必死に押さえる。

　一方、顔を手で覆ったアインは、爆発があった方角に目を凝らして何が起きたのかを観察し、それが魔法による攻撃で起きた爆発であることを看かん破ぱする。

「──っ、あそこだ！」

　あの爆発のところにリーゼロッテはいる。アインは自分の直感を信じ、爆発が起きた場所を目指して再び足に力を込めた。




　爆心地に辿り着くと、焦げた臭いと無数の瓦が礫れきがアインたちを迎えた。

　あれだけの爆発が起きても火事が起きていないのは、余りの火力に一瞬にして周囲の酸素を使い果たしたからだろう。その証拠に、瓦礫のほとんどは炭化しており、爆発の威力の凄まじさを物語っていた。

「酷ひどい、これじゃあ……」

　魔法の攻撃を受けた者は、先ず助からない。それを察した女神官が膝から崩れ落ちる。

　せめてもの救いは、ここら辺りは倉庫として使われている地区で、普段から人気はないから、この魔法に巻き込まれた者はごく少数であると思われることだった。

「…………」

　予想以上の無惨な光景に、アインは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　その手には、ここに辿り着いた時に見つけたあるものが握られていた。

　一部が破れ、薄汚れてしまっているピンク色のリボン。それは、リーゼロッテが頭に付けているリボンと同じものだった。

　もし、ここにリーゼロッテがいたら……そんなことはないと思いたいが、こうして明確な証拠が出てきた以上、どうしても逸はやる気持ちが次から次へと湧いて出てくる。

「かといって……」

「アイン君？」

「…………まだ、死んだと決まったわけじゃない」

　ここではリーゼロッテの無事を確認する術すべがないのだから、今は一刻も早く他の場所を捜すべきだ。そう判断したアインは、肩を怒らせて歩き始める。

　すると、

「…………ア…………インか？」

　どこからか、弱々しく自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

「──っ、誰だ!?」

　アインが弾けたように声のした方を見やると、全身擦り傷だらけのイサールが壁に体を預けるようにして立っていた。

「イサール！　無事だったか!?」

　仲間の無事に、アインは思わず破顔して駆け寄り、倒れそうになるイサールを支える。

　だが、そこでイサールの背中を見て青くなる。

「イサール、お前……」

「俺はいい…………それより、ガキどもを頼む」

　自身の背中が火傷で大きくただれているにも拘かかわらず、イサールは自分の後ろで気絶している三人の子供を示す。

「死んではいないようだが……意識が戻らない。見てやってくれ」

「ああ、わかった」

　アインが頷くと、すぐさま女神官がやって来て子供たちに回復魔法をかけ始める。

　程なくして女神官から子供たちが全員無事であることを知らされ、イサールは安あん堵どの溜息を吐いてズルズルとその場にへたり込む。

　ひとまず小さな子供たちが死んでいなかったことを喜びながらも、アインは厳しい表情のままイサールに尋ねる。

「……一体何があった？」

「不意を打たれた。だが、どうやら手心を加えられていたらしい」

　あの時、回避不可能と思われた魔法攻撃は、イサールたちには直撃しなかった。

　だが、それでも子供たちを庇ったイサールの背中は焼かれ、さらに直後の爆風によって吹き飛ばされ、空気を失ったことで子供たちは揃って気絶してしまったという。

「俺は意識こそ飛ばなかったが、まともに動くことはできず、目の前でロッテちゃんを攫さらわれてしまった……」

　イサールは頭を下げてリーゼロッテを守れなかったことを詫びる。

「気にするな。お前が謝ることじゃない」

　アインは気にしていないとかぶりを振る。

「それより、肝かん心じんの敵の姿は見たのか？」

「ああ、見た……といっても、お前は知らない奴だろうがな」

「ということは、イサールは知ってる奴なのか？」

「ああ、前にな……っ!?」

　そう言いながら、イサールは痛みに顔をしかめる。

「イサール、無理はしなくていい。どこに行ったかだけ教えてくれ」

「……ああ、わかった。それと、これだけは報告しておく」

　痛みに耐えながらも、イサールは最後の力を振り絞ってアインの耳に口を寄せて敵の情報を伝える。

「…………わかった」

　アインが頷くと、イサールは唇の端はしを吊り上げてそのまま意識を失った。

　最後まで情報を伝えるために尽力してくれたイサールに感謝しながらアインは立ち上がると、女神官にイサールのことを託す。

「…………そう簡単に逃げられると思うなよ」

　アインはイサールが示した敵が消えたという方向を鋭く睨むと、愛用の杖を取り出す。

「地に連なる者よ。我は求める。暗あん礁しようを撃ち穿うがつ一条の光を与え給え……」

　アインは身体能力を強化する魔法『強化ストレングス』を唱えると、矢のような勢いで駆け出した。





　　　　◆






　まだ幼い、十代と思われる少年が滝のように汗を流しながら、裏通りを駆けていた。

　簡かん素そな革の防具を身に纏い、左目に眼がん帯たいをした少年の名はノイッシュ。以前、アインが現場復帰したその時に抗議の声を上げた少年だった。

「はぁ……はぁ……もう少しだ」

　そう呟くノイッシュは、右肩に気を失っているリーゼロッテを担ぎ、左手に遺跡から発掘された遺物の数々を持っていた。

　ノイッシュがこれだけの暴挙に出たのには、ある理由があった。

「これで俺もようやく一人前の冒険者になれる」

　見習い冒険者という立場のノイッシュは、来る日も来る日も遺跡の外でアインたち前線組が遺跡内から持ち帰った遺物の鑑定を行ってきた。

　ほとんどの者は、上からの命令におとなしく従っているが、ノイッシュはそれが不満で堪らなかった。さらにそこへ、前線組が持ち帰った遺物が鑑定中に大爆発を起こし、田舎いなかから一緒にフェブリスにやって来た友は死に、自分は左目を失った。

　こんな目に遭ってまで尽くしても、この街を治めるマーシェンは、ノイッシュたちが遺跡内に入ることは認めてくれなかった。

　実力が足りない。ただその一言だけで全てを片付けるマーシェンが許せなかった。

　遺跡内で見つけた子供を育てるため、半年間も現場に顔も出さなかった癖くせに、現場復帰となったら自分たちを差し置いて遺跡内へと潜るアインが許せなかった。

　そんな感情を抱くノイッシュに、目に見える成果を持ってくれば、一人前の冒険者として認めてやるという話が舞い込んできたのだ。

　本来なら一いつ蹴しゆうしてしまうような胡う散さん臭くさい話だったが、負傷し、友を失って自や棄けになっていたノイッシュはこの話を受けることにした。

　そうして出された条件は、遺跡で見つかった竜人族と思われる娘と、新たに発見された遺物を持ってくることだった。

　今日、ある理由からリーゼロッテが一人で外出するというのは、ほとんどの冒険者が知っていた。

　そこでノイッシュは、裏通りに屯している冒険者崩れ共に、酒代を払うからリーゼロッテを摑まえるよう協力を要請した。

　本来はリーゼロッテが目的の店に入ったところで、冒険者崩れを使って場を混乱させ、その隙を突いて攫うつもりだったが、幸いなことにターゲットが自ら裏通りへと入っていったので作戦を変更した。途中、前線組の冒険者が一人邪魔に入ったが、新たに手に入れた力を借りて、ノイッシュは首尾よくリーゼロッテを拉ら致ちしたのだった。

「……見えた」

　裏通りの出口が見えたところで、ノイッシュの顔に安堵の笑みが浮かぶ。

　フェブリスの街は、良くも悪くも大らかな街である。

　円形の街を囲む城壁というものは存在せず、あるのは大人の背丈程度の木製の柵だけで、野生動物の侵入を防ぐのが関の山だった。

　これはフェブリスが元は小さな村であり、現在進行形で街が大きくなっているので、下手に城壁を築くことができないからであった。

　それはつまり、その気になればどこからでも街に出入りできるということだった。

「はぁ……はぁ……ここまで来ればあと少しだ」

　出口が近付き、歩を緩めたノイッシュはそこで深呼吸を一つして落ち着くと、腰を落としてリーゼロッテを地面に下ろす。

「……ふぅ、落ち着け。落ち着くんだ」

　震える手を押さえながら、ノイッシュは外に出る時に備えて用意していた大きな袋を取り出し、リーゼロッテへと手を伸ばす。

「──っ!?」

　だが、そこで視界の隅に誰かがいることに気付いたノイッシュは、すかさず小型のナイフを取り出してリーゼロッテの首元に当てると、目の前に立つ人物を睨にらむ。

「……アイン・レド」

　憎き人物の登場に、ノイッシュは唇を血が滲にじむほど嚙み締めた。





　　　　◆






　リーゼロッテを担いだノイッシュを見つけたアインは、当初、不意を突いて一気に決めようとした。だが、息を殺して近付いたところで、急に腰を下ろしたノイッシュに見つかり、ナイフを取り出すのが見えたので慌ててその場で止まる。

「……俺の娘を連れてどこに行く気だ」

　十メートルほどの距離を空けてノイッシュと対峙したアインは、リーゼロッテを人質に取るという暴挙に、額に青筋を立てて怒りを露あらわにする。

「誰だか知らないが、ロッテに少しでも傷を付けてみろ。生まれてきたことを後悔するくらいの目に遭ってもらうぞ」

「…………何だと？」

　憤ふん怒どの表情で捲まくし立たてるアインの言葉に、ノイッシュの顔色が変わる。

「知らない……僕を知らないだと？　そんなわけないだろう」

「……何を言っている。俺は少なくともお前とどこかで会った記憶はない」

　半年ぶりに現場復帰をした際、リーゼロッテのことばかり考えてノイッシュが上げた抗議の声を全く聞いていなかったアインは、本気でわからないという顔をする。

　その非情ともいえる冷めた態度に、ノイッシュの怒りがさらに募る。

「……そうかよ。エリート様には、僕みたいな未熟者は視界にも入らないのかよ」

「未熟者？　ということはお前、外にいる見習いか……何が目的か知らないが、こんな馬鹿なことをしてタダで済むと思っているのか？」

「うるさい！　僕はこんな認めてくれないところなんか捨てて、僕を必要としてくれる、一人前の冒険者と認めてくれるところに行くんだ！」

「なるほど……そういう理由ね」

　ノイッシュの犯行理由を大まかに理解したアインは、嘲ちよう笑しようするように薄く笑う。

「お前、誰に吹き込まれたか知らないが、騙だまされてるぜ」

　それは実によくある手法だった。

　遺跡から発掘された遺物は、一部の貴族や好こう事ず家かたちに高値で売れるので、非合法な手を用いて手に入れようとする輩やからは後あとを絶たたなかった。その中で最もポピュラーな方法は、冒険者を誑たぶらかして遺物を持ち出させるというものだった。

「その後は、遺物だけ盗られて捨てられるというのがオチさ。当然、かつての仲間からは恨まれ、罰せられる。実力も実績もない癖くせに文句だけは一人前に垂れる。どうしようもない奴が陥おちいる典型的な罠だよ」

「だ、黙れ！　僕がそんな愚鈍な手に騙されるはずが……」

「そういう奴が一番騙されるんだよ。下手にプライドが高いから、その辺をくすぐられるだけで、ホイホイ簡単に騙せる。悪党からしたらお前、絶好のカモだぜ」

「だ、黙れ！　そんな言葉、僕は信じないぞ！」

　顔を真っ赤にしたノイッシュは、腰に差していた小剣ほどの大きさの筒状の物を取り出し、出っ張りの握りを摑むと先端をアインに向けて目を血走らせながら叫ぶ。

「さっきからゴチャゴチャうるさいんだよ！　消えろ！」

　唾つばをまき散らしながら、ノイッシュは筒の握りに付いた引き金を握り込む。

　すると、筒の先端に魔法陣が浮かび上がり、三つの火球が同時に発射される。

「…………フッ」

　だが、迫りくる火球を、アインは素早く杖を振ってかき消してみせる。

「なっ!?」

　初見のはずの攻撃を、完璧に防がれてノイッシュは驚きに目を見開く。

「どうした？　これくらい、それなりの冒険者なら当然だぞ」

　アインは、敢あえて「それなり」という言葉を強調して唇の端を吊り上げる。

　余裕を見せるアインだったが、これは事前にイサールから、相手が持ち出した遺物を使って炎の魔法攻撃を仕掛けてくる、という話を聞いていたからこそできたのだった。

　対策は実に単純。杖に炎の魔法を打ち消す『解呪デイスペル』を仕込んでおいて、撃ち出された炎に対して振るうだけだった。

「まあ、俺とお前の実力差からいえば、これくらいは朝飯前だな」

　手品の種を知っていたことはおくびにも出さず、あくまで自分の実力が相手を圧倒しているのだと誇こ示じするようにアインは唇の端を吊り上げる。

「こいつ──っ!?」

　そんなアインの挑発に、案の定ノイッシュは顔を真っ赤にして怒り、ムキになって次々と火球を撃ち出す。

「甘い！」

　だが、その全てをアインは冷静に、最小限の動きで防いでみせる。

　それでもノイッシュは火球を撃ち続けるが、徐々に火球の大きさは小さくなっていき、筒の先端部に出ている魔法陣も薄くなっていく。

「クソッ、役立たずが！」

　魔法陣が消え、火球を撃ち出すことができなくなった遺物を、ノイッシュは苛立ちを紛らわすかのように叩き付ける。

「おい、冒険者を目指す者なら、遺物の扱いには気を付けろ」

「黙れ！　黙れ！　黙れ！　お前如きが、僕に指示を出すな！」

　ノイッシュは口角から泡を飛ばしながら別の筒状の遺物を取り出し、再び火球による攻撃を仕掛けようとする。

　だが、そこで、

「………………パパ？」

　意識を取り戻したリーゼロッテが、アインに気付いて声を上げる。

「パパだ！　パパが来てくれた！」

　大好きなパパの姿を見たリーゼロッテが笑みを浮かべ、立ち上がって駆け出そうとするのを見て、アインは血相を変えて叫ぶ。

「ロッテ、動くな！」

「──ぴうっ!?」

　アインの怒声に、リーゼロッテは体をビクッ、とさせて凍り付く。

「ふぇ……どうちて？」

　リーゼロッテの目にみるみる涙が溜まり、今すぐにでもどこかへ駆け出しそうな気配を察知したアインは、愛娘に落ち着きを取り戻させようと、できるだけ優しい声で、だが逼ひつ迫ぱくした状態であることは伝わるよう諭さとすように話しかける。

「ロッテ、緊急事態だ。こう言えばわかるよな？」

「…………うん」

「いい子だ。パパが必ず助けてみせるから、今はおとなしくしていてくれ」

「わかった」

　事前に危険な状態に陥った時の対処法を指示されていたリーゼロッテは、下唇を嚙みしめてアインの指示があるまで動くまいと体を丸めて小さくなる。

「へぇ……よく躾しつけてあるんだ」

　アインの言うことにおとなしく従うリーゼロッテを見て、ノイッシュが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「それじゃあさ、こういうのはどうかな？」

　そう言うと、ノイッシュは筒の先端をリーゼロッテへと向ける。

「おい、やめろ！」

「ハハッ、良い反応だね」

　血相を変えるアインを見て、ノイッシュは満足そうに頷くと、遺物をくるりと回してリーゼロッテから再びアインへと狙いを定める。

「じゃあさ、その邪魔な杖、捨ててよ。それのせいで僕の攻撃が当たらないからさ」

「…………わかった」

　ノイッシュの要求に、アインは歯嚙みしながら杖を放り捨てる。

「素直でいいじゃないか。ついでに言っておくが、避けようなんて思うなよ」

　そう言うと、ノイッシュは容赦なくアイン目掛けて火球を撃ち出す。

「うぐっ!?」

　ノイッシュの命令に従い、アインは素直に火球を受け、堪らず膝を付く。

「ハハハッ、いいね。お前のそういう顔が見たかったんだよ！」

　ノイッシュは狂気に満ちた笑みを浮かべながら、火球をアインへと撃ち込んでいく。

「ぐっ…………がっ、ガハッ!?」

　遊んでいるのか、遺物から放たれる一つ一つの火球の威力は相当に抑えられており、アインは即死こそしないものの、着実に体に傷を増やしていった。

「…………パパ」

　リーゼロッテは泣きながらボロボロになっていくアインを見るが、

「……駄目だ。その場でおとなしくしているんだ」

　アインは首を振って、その場から決して動くなと鋭い眼光で伝える。

　その指示にリーゼロッテはしっかりと頷き、耐えるように目をギュッと閉じ、耳を塞ふさいで頭を抱える。

「大体、僕は前からお前が嫌いだった！」

　血は繋がっていないが、強い絆で結ばれた親子の対話に、ノイッシュが苛立ったように火球を撃ちながら捲まくし立たてる。

「お前が今の僕の年の時には、既に皆から信用される前線組のエース。なのに僕は、未だに与えられた仕事をこなすだけで、遺跡に入ることも許されない見習い。一体、今の僕とあの時のお前、何がそんなに違うんだよ！　僕に何が足りないんだよ！」

「…………何が違うって、そりゃ全てだろう」

　両腕を顔の前で交差させ、必死に猛攻に耐えていたアインが口を開く。

「お前がいつまでも認められないのは、そうやって与えられた仕事をこなすだけで満足しているからだよ」

「なん……だと？」

「冒険者に何より求められるのは、自分で考え、行動することだよ」

　例えば遺跡の最奥でパーティのリーダーが死んでしまった時、命令する者がいなくなったから何もできません、では死を待つだけである。

　もちろん、パーティの秩序やルールを重んじるのも大事だが、時と場合によってはそれを逸脱し、最適な行動を取ることが冒険者には求められる。

　だから見習い冒険者たちは最初、徹底して上の命令に従うこと、ルールを遵守することを強制される。そして、次はそこから自分で考え、上にどうすれば現状が良くなるかを具ぐ申しんするような行動力が求められるのであった。

「俺はお前と違って、常に自分に何ができるかを模索し、責任を持って行動してきた。それこそ見習いの時からずっとな。そうやって上に意見を言い続けることで、ようやく遺跡に入ることが許されたよ」

「な、何だよ、それ……そんなの奴等、一言も話さなかったぞ」

「当然だろ。それに気付くかどうかを試しているのに、どうして教える必要がある。お前はさっき何が俺と違うのかと言っていたが、お前に何よりも足りないのは、自分で考えて行動するという責任感だ。それが圧倒的に足りていないんだよ！」

「…………黙れっ！」

　ノイッシュは強くかぶりを振り、頭を掻き毟りながらアインの正論を拒絶する。

「お前の説教はうんざりなんだよ。これ以上は付き合ってられるか！」

　自棄を起こしたノイッシュは、遺物の力を最大まで解放して、これまでとは比べものにならないサイズの火球を作る。

「お前にとやかく言われなくても、この力さえあれば、僕を欲しがる奴なんていくらでもいるんだからな!!」

「──っ、しまっ…………」

　とんでもない熱量の火球に、アインは全身からどっ、と汗が吹き出すのを自覚する。

　これまでの攻撃を耐えてこられたのは、ノイッシュが手加減していたこともあるが、魔法『強化ストレングス』の効果が残っていたことも大きかった。

　だが、目の前にある火球は、それで防げる範囲を大きく逸いつ脱だつしたものになっている。

　今から杖を拾っても、あれだけの攻撃をかき消す『解呪デイスペル』を唱える余裕もない。

　完全に詰み。この状況をひっくり返せる術すべをアインは持ち合わせていなかった。

「……だとしても！」

　まだ、何か起きるかもしれない。せめて最後の最後まで諦めずに立ち向かう。そう決めてアインは目を見開いてノイッシュを睨んだ。

「死ね!!」

　ノイッシュは叫び声を上げながら、超巨大な火球を撃ち出そうとする。

　その瞬間、

「パパを、いじめるなああああああああああああああああああああぁぁぁっ!!」

　アインのピンチをいち早く察したリーゼロッテが、ノイッシュ目がけて口から小さな火球を吐き出す。

「んなっ!?」

　リーゼロッテが吐き出した火球は、ノイッシュの顔面に見事にヒットし、その手元を僅わずかに狂わせる。

　だが、それでも発射を止めるまでには至らず、辺りを焼き尽くせる規模の火球は容赦なく発射され、アインを巻き込んで大爆発を起こす。

「パパ─────────ッ!!」

　爆風に吹き飛ばされないように地面に這いつくばりながら、リーゼロッテは何度もアインを呼ぶ。

「パパ！　お返事して！　ロッテをおいてかないで！」

　こんなことで大好きなパパがいなくなるはずがない。そう思うが、爆発によって発生した黒煙の中からアインが出てくる様子はなく、リーゼロッテはボロボロと大粒の涙を流しながらアインを呼び続ける。

「……チィッ、クソガキが！」

　リーゼロッテが吐き出した火球はやはり威力はなく、すぐに気を取り直したノイッシュは、巨大な火球を撃ち出して使い物にならなくなった遺物を捨てて、次の遺物を取り出して少女に狙いを定める。

「そんなに死にたいのなら、今すぐ死んだ親父の後を追わせてやるよ！」

　当初の目的も忘れ、すっかり頭に血が上ったノイッシュは、項垂うなだれて泣いているリーゼロッテに向かって火球を撃ち出そうとするが、




「俺の娘に、触るんじゃねええええええええええええええええええええええっ!!」




　黒煙の中から飛び出してきたアインが、体重の乗った全力の拳をノイッシュの左頰に叩き付ける。

「生あい憎にくと、俺はまだ死んでいないぞ！」

　ノイッシュの手元が若干狂ったお蔭で生まれた僅かな隙間を抜けてきたアインは、殴られて体勢を崩した相手に立て続けにラッシュを仕掛ける。

　遺物を構えようとする手を叩き落とし、ボディを撃ち抜いて、くの字に折れ曲がり、下がった顔目掛けて右拳を構える。

「これで、終わりだああああああああああああああああああああっ!!」

「うぼぁっ!?」

　魔法『強化ストレングス』によって力が底上げされたアイン渾身の右ストレートを受けたノイッシュは、地面をゴロゴロと転がり、裏通りの出口まで吹き飛ばされたところでようやく止まった。

　そのままピクリとも動かないノイッシュに対し、殴って痛めた拳を擦りながらアインが吐き捨てるように言う。

「……ロッテの教育に悪いから、命を奪うことまではしないでおいてやるよ」

　だが、当然ながらノイッシュはその声に何の反応も示さなかった。




「パパ─────────────────っ!!」

　アインが振り向くと、喜びを爆発させたリーゼロッテが飛び付いてくる。

「パパ！　パパ！　パパ──ッ！」

「全く……本当に心配したんだからな」

　アインは泣きじゃくるリーゼロッテをきつく抱き締め、頭を優しく撫でる。

　色々と言いたいことがあったが、アインは先ずは気になっていたことを尋ねる。

「ロッテ、さっき炎を吐いていたようだけど、いつからできるようになったんだ？」

「う～んと、さっき。カイトをたすけようとしたら出たの」

「そうか、さっきか……」

　リーゼロッテはよくわかっていないようだが、これはおそらく竜人族としての力の一端で、誰かを助けようと必死になったことで力が目覚めたのだと思われる。

　アインとしては、リーゼロッテが力に目覚めたことより、カイトという人物が誰なのか、男なのか女なのかを問とい質ただしたいが、そちらはひとまず置いておいて親としての責せき務むを果たすことにする。

　アインは甘えん坊モードで尻尾も使って全力の抱ほう擁ようをしてくるリーゼロッテの手を振りほどき、地面に下ろすと、目線を合わせて静かに問いかける。

「ところでロッテ、行っちゃダメって言われたのに、どうして裏通りに行ったんだ？」

「あのねロッテ、ねこさんをたすけようとしたの……」

　まだ甘え足りないのか、すかさず抱き付いてこようとするリーゼロッテをどうにか押し止めながらアインが再び問う。

「そうか。でも、そういう時はパパか、大人の人を呼ぶようにって言ってるだろう？」

「うん、でもね……」

「ロッテ！」

　アインが強い声で諫めるように遮ると、リーゼロッテは眉を下げて泣きそうな顔になって口を尖らせる。

「うう……ロッテ、パパにだっこしてほしいのに……」

「そうか……でも、その前に言わなきゃいけないことがあるだろ？」

　尻尾でビシバシと地面を叩いて完全に拗すねているリーゼロッテに、アインは冷静に真っ直ぐ目を見つめながら諭すように話す。

「ロッテは、パパたちの言い付けを守らず、行っちゃいけないところに行って皆に迷惑をかけた。それはわかるな？」

「………………うん」

「パパをはじめ、皆、本当に心配したんだぞ。ネルケお姉ちゃんも凄く心配していた」

「もちかちてロッテ、おねえちゃんなかちちゃった？」

「そうだな。もしかしたら泣いちゃったかもな」

　あのネルケが泣くわけがないと思うが、それだけ心配だったことを伝えるため、アインは心の中でネルケに謝罪しながら頷く。

「無事だったからよかったけど、言い付けを守らなかったロッテは、皆に言わなきゃいけないことがあるよな？　ほら、最初はパパに言ってごらん」

「……しゃい」

「聞こえないぞ？」

「…………ごめんなしゃい」

「うん、そうだな」

　ようやく謝罪の言葉を口にしたリーゼロッテに、アインは愛情を伝えようと思いっきり抱きしめる。

「よく言えたな。後で、他の皆にもちゃんと謝るんだぞ？」

「うう……みんなおこってるかな？」

「大丈夫だよ。皆、ロッテのこと大好きだから、許してくれるよ」

「わかった。ロッテ、みんなにごめんなしゃい、しゅる」

「うん、ロッテは偉いな」

　すっかり舌足らずな言葉遣いに戻っているリーゼロッテを優しく撫でながら、アインはまた一つ成長したウチの娘、世界一可愛いと思うのであった。




　その後、マーシェンが編成した捜索隊にノイッシュと盗まれた遺物を引き渡し、ノイッシュを誑たぶらかしたであろう街の外にいた怪しい一団と、裏通りに屯していた不審者共を一いち網もう打だ尽じんにしたことで一連の事件は幕を下ろした。

　事件の後始末をマーシェンたちに託し、女神官に傷の回復をしてもらったアインは、リーゼロッテを連れて当初のお使いの目的地である通称、メリーさんのお店と呼ばれる衣料品店へとやって来た。

「いらっしゃいませ、お待ちしておりました。リーゼロッテ様ですね」

　以前、ウェディングドレスに見み惚とれていた時に話しかけて来たのと変わらない、柔にゆう和わな笑みを浮かべたメリーは、店に入って来たリーゼロッテを見るや否や、その小さな体を抱えて持ち上げる。

　そのまま店の奥へと連れて行こうとするので、リーゼロッテは泣きそうになりながらアインに助けを求める。

「パ、パパァ……」

「大丈夫だから、メリーさんに任せておきなさい」

　アインが安心させるように頷くと、一応は納得したのか、リーゼロッテはそのままメリーと一緒に店の奥へと消えて行った。




　数分後、再び姿を見せたリーゼロッテは、裏通りを駆けて汚れてしまっていたメイド服から一変した格好になっていた。

「ふわぁぁ、ロッテ、お姫様になっちゃった……」

　自分より大きな姿すがた見みの前で、フリルがたくさん付いた鮮やかな黄色のドレスに身を包んだリーゼロッテがくるくると回りながら笑顔を弾けさせる。

　リボンが解けて乱れてしまっていた髪型も、ドレスに合わせて編み込みの入った手の込んだものになっており、頭にはリーゼロッテを象徴するようなひまわりの髪飾りがきらりと光っていた。

　そして、お尻から伸びる尻尾にもレースがあしらわれたピンク色のリボンが付いており、それがゆらゆらと揺れる度にアインは目尻が下がるのであった。

　まるでおとぎ話の世界から飛び出して来たようなお姫様然とした姿に、リーゼロッテは頰を紅潮させながらアインに尋ねる。














「パパ見て！　ロッテ、きれい？」

「ああ、とっても可愛いよ。いつも可愛いけど、今日も一段と可愛いよ」

「……もう、ロッテはきれいって言ってほしいの！」

「ああ、ゴメンゴメン。勿論、とびきり綺麗だよ。お姫様」

「えへへ～、ありがとう」

　アインからの褒め言葉に、リーゼロッテは相好を崩して喜ぶ。

「でも、ロッテ、おつかいに来たのに、どうしてドレス着てるの？」

「フフッ、それは今日が特別な日だからだよ」

「とくべつな日？」

「ああ、そして特別な日は、まだこれからだぞ」

　可愛らしく首をコテン、と傾げて疑問符を浮かべるリーゼロッテに、アインは悪戯が成功した子供のようににんまりと口角を上げて、外へと連れ出す。

「あっ、お馬さんだ！」

　外に出たリーゼロッテを待っていたのは、二頭の白馬に繋がれた豪奢な馬車だった。

「わあ、まっしろなお馬さんだ。きれいだね」

　初めて見る白馬に目を輝かせるリーゼロッテに、アインは膝を付いて恭しく頭こうべを垂れて手を差し伸べる。

「さあ、お姫様。どうぞ馬車にお乗りください」

「えっ、ロッテが乗ってもいいの？」

「いいも何も、これはリーゼロッテのために用意した馬車なんだよ」

「はぅわ～、ロッテ、本当にお姫様になっちゃった」

　アインに抱きかかえられたリーゼロッテが馬車へと収まると、馬車はゆったりとしたスピードで動き始める。

　カラコロと軽けい妙みような音を立てながら馬車が進むと、街行く人々の視線が何事かと集まる。

　そして、中に入っているのがリーゼロッテだとわかると、誰もが笑顔で少女に向かって手を振ってくれた。

「うふふ、おもしろ～い」

　どうして皆が手を振ってくれるのかわからないが、リーゼロッテは手を振ってくれる人々に、馬車から身を乗り出して全力で手を振って応えた。




　ちょっとしたパレードのような賑にぎわいを見せながら馬車はフェブリスの街中を進み、ぐるりと街を一いつ周しゆうするように巡ってから宿屋兼酒場『ロンベルゴ』へと戻ってきた。

「あれ？　なんか人がいっぱいいるよ」

　馬車から顔を出していたリーゼロッテは、ロンベルゴの正面の通りがいつもより賑やかなことに気付く。

　ロンベルゴの前は大きな馬車が余裕ですれ違うことができるほど広いのだが、今はその通りに白いテーブルクロスが掛けられたテーブルがいくつも並び、集まった人で埋まっていた。

　その顔は、普段からロンベルゴで飲食している冒険者が主で、他にもマーシェンの屋敷に務めているメイドや、商業地区の行き付けの店の店員たちの姿も見て取れた。

　これも今日が特別な日だからなのだろうか。リーゼロッテは馬車から落ちないように支えてくれているアインに質問する。

「ねえ、パパ。どうしてみんなあつまってるの？」

「それはね、パパが皆に、ロッテのために集まってほしいとお願いしたからだよ」

「ロッテのためなの!?」

　自分のためにこれだけの人が集まってくれたと聞いたリーゼロッテは、目をまん丸に見開いて驚く。

　そうこうしている間に馬車はロンベルゴの正面まで進み、そこで止まる。

「さあ、ロッテ。おいで」

　アインに手を引かれ、リーゼロッテが馬車の外へと出ると、

「おめでとう！」

「ロッテちゃん、おめでとう！」

「リーゼロッテちゃん、誕生日おめでとう！」

　外にいた人たちが次々と祝福のメッセージを送ってくれる。

　そこには治療を終え、包帯を体中に巻いたイサールや、カイト、ティム、ルビーの三人の子供たち、そして急いで仕事を終えて駆け付けたマーシェンの姿もあった。

　それらの声を聞きながら、アインはリーゼロッテに今回の趣しゆ旨しを説明する。

「どうだい？　皆、ロッテの誕生日を祝うために集まってくれたんだ」

「たん……じょーび。ロッテ、今日がたんじょーびなの？」

「う～ん、実は今日はロッテが遺跡で目覚めてからちょうど一年なんだ。ロッテの正確な生まれた日はわからないから、この日をロッテの誕生日として祝おうと思ったんだけど……ダメかな？」

「ううん、そんなことない。ロッテ、すごいうれしいよ」

　リーゼロッテはアインの腰に抱き付くと、嬉しそうに尻尾を振りながら満面の笑みを浮かべる。

「ありがとう。パパ、大好き！」

「──っ!?」

　リーゼロッテからの大好きの返事に、アインは今日の誕生日パーティーを開催して良かったと心から思う。ついでに涙ぐみそうになったが、そこはぐっ、と堪えて愛娘ににんまりと笑いかける。

「ロッテ、驚くのはこれだけじゃないぞ」

「まだ何かあるの？」

「ああ、今日はとことん祝ってやるからな。そらっ！」

　そう言ってアインが手を上げると、ロンベルゴからメイドたちが一斉に出てくる。その手には大皿に山と盛られた様々な料理を持ち、用意されたテーブルに置いていく。

　あっという間に華やかになったテーブルには、あちこちから美味しそうな匂いが立ち昇り、人々の胃袋を刺激する。そして最後に、軽く五十人前はありそうな真っ白で巨大なケーキが登場すると、会場のあちこちから歓声が上がる。

　ケーキには『ハッピーバースデー』と書かれたプレートと、一本のロウソクが控えめに刺さっており、アインはリーゼロッテを連れてケーキの前に立つ。

「ロッテ、今から皆で誕生日を祝う歌を歌うから、それが終わったら、あのロウソクの火をふーって消すんだ」

「ロッテが消していいの？」

「ああ、それは誕生日の主役の特権だ。皆がロッテに生まれてきてくれてありがとう、この一年、無事に過ごせて良かったね、と気持ちを込めて歌うから、ロッテは皆への感謝の気持ちと、自分の願いを込めて火を消すんだ」

「そっか、だったら……」

　リーゼロッテはアインの手を取ると、甘えるように体を擦り寄せる。

「あのね、パパもロッテといっしょにふーってしてほしいな」

「えっ、パパも？」

「うん、ロッテが一歳ってことは、パパがロッテのパパになって一歳ってことでしょ？　ロッテ、パパにいっぱいありがとうしたいから、一緒にふーってしてほしいの」

「──っ、ロッテ!?」

　先程はどうにか耐えられたアインだったが、愛娘の余りにも愛らしい態度に我慢しきれず、リーゼロッテの体を強く抱き締める。

　その目からは堪え切れなかった涙が流れていたが、そんなアインを笑う者は誰もいない。むしろ、マーシェンをはじめとした一部の人間がもらい泣きをしていた。

　そんな感涙ムードが漂う中、アインは涙を拭ってリーゼロッテに感謝の意を伝えるように頰擦りしながら話す。

「わかった。パパも一緒にふーってやるからな」

「うん、いっしょにやろうね」

　アインはリーゼロッテを抱き上げると、二人でケーキのロウソクの前に立つ。

　それを見たネルケが手を上げると、メイドたちが手にした楽がつ器きで誕生日を祝う曲を奏で、集まった人々が歌いはじめる。




　ハッピーバースデー

　ハッピーバースデー

　今日は君がこの世に生まれた特別な日

　君の誕生したこの日を心から祝おう

　君がこの世に生まれてきてくれたから、僕たちは笑顔になれた

　君が元気でいてくれるから、私たちは幸せを感じられる

　ありがとう

　ありがとう

　たくさんの笑顔をくれる君が、これからも健すこやかで暮らせますように

　これからの君の行く道に、たくさんの幸せが訪れますように

　生まれてきてくれてありがとう




　誕生日を祝う歌を歌い終わった人々が口々に「おめでとう」という祝福の言葉を贈る中、アインはリーゼロッテと息を合わせて二人で一本のロウソクの火を吹き消す。

　次の瞬間、割れんばかりの拍手喝采がロンベルゴ前の通りに響き渡った。




　そこからは、集まった人たちはリーゼロッテに祝福の言葉をかけながら出された料理に舌鼓を打ち、酒を呷あおるように飲んだ。

　たくさんの人から祝福の言葉をかけられる中、リーゼロッテはアインとの約束を守って、今回、迷惑をかけた人たち一人一人に丁てい寧ねいに謝罪していった。

　怒られるかと心配していたリーゼロッテだったが、誰もが気にしていないと笑顔で許してくれ、無事で良かったと言ってくれた。

　ただ、

「こんなにも心配させて……当面は、お一人での外出は禁止ですからね」

　ネルケだけは、きっちりとリーゼロッテに釘を刺し、その大きな胸で労いたわるようにしかと抱き締めた。

　その様子を見たイサールが思わず「いいな」と呟き、隣で聞いていた控えめな胸の女神官に肘で傷口を小突かれた結果、悶もん絶ぜつしながら地に伏していた。




　一通り謝罪を終えたリーゼロッテは、急きゆう遽きよパーティーに参加することになったカイトたちの下へとアインを案内する。

「パパ、こっちがカイトとティムとルビー。ロッテをたすけてくれたんだよ」

「そうか。三人とも、ロッテを助けてくれてありがとうね」

　アインが礼を言うと、三人の子供たちは揃って赤せき面めんする。

「そ、そ、その……当然のことをしたまでです！」

　特に憧れのアインを目の前にしたカイトの緊張は尋常ではなく、アインが何を言っても「はい！」と直立不動の姿勢で答えるだけで、碌ろくに会話にならなかった。

　そんなカイトに苦笑しながら、アインは子供たちにあることをお願いする。

「もしよかったら、これからはロッテとも一緒に遊んでもらえないかな？」

「パパ？」

　不思議そうに見上げてくるリーゼロッテに、アインはウインクで返す。

「実はロッテには年の近い知り合いがいなくてね。皆が友達になってくれると嬉しいんだけど、どうかな？」

「そ、そんなの言うまでもないです。なあ、ティム、ルビー？」

「もちろんですよ。むしろこっちからお願いしたいくらいです」

「あたしも賛成。ねえ、ロッテ。あたしたちと友達になってくれる？」

「ほわあぁぁ……うん、うん！」

　ルビーが差し出した手をしっかりと握り返しながら、リーゼロッテはわさわさと嬉しそうに尻尾を振る。

　リーゼロッテを交え、四人組になった子供たちの仲なか睦むつまじい様子を見ながら、アインは妙案を思いつき、手を一つ打って子供たちに話しかける。

「ねえ、三人は明日に何か予定とか入ってたりするかな？」

「えっ、明日ですか？　いえ、明後日からは学校がはじまりますが、明日は特に予定はないです」

　代表して答えたティムの言葉を聞きながら、アインは鷹おう揚ように頷く。

「それじゃあさ……」

　そう前置きして、アインは子供たちにある提案をした。
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　ぺちぺち、ぺちぺち、と頰ほおを優しく叩かれる感触に、アインの意識がまどろみの底から戻ってくる。

「んあ……」

　ゆっくりと目を開けると、そこには愛しい愛まな娘むすめの満まん面めんの笑みがあった。

「パパ、おはよう」

「おはよう、ロッテ」

　そういえば、初めてリーゼロッテに起こされた時もこんな感じだったな、と思いながら大きく一つ伸びをしてアインが身を起こすと、リーゼロッテが首元に抱きつきながら甘えた声で話しかけてくる。

「えへへ～、パパのにおいだ」

「どうした？　今日は随ずい分ぶんと甘えん坊さんだな」

「だって嬉しいんだもん」

　ニコニコと零れ落ちそうなほどの笑顔を浮かべながらリーゼロッテが話す。

「だってロッテ、一歳になったんだよ。昨日より、おねえちゃんになったんだよ？」

「そうだな。ロッテもすっかりお姉さんになったな」

　アインが頰を優しく撫なでると、リーゼロッテは嬉しそうに目を細めてアインに身を委ねる。

（……そうか、あれからもう一年か）

　一年経っても相変わらずモチモチスベスベの肌をじっくりと堪たん能のうしながら、アインは一年前の自分を思い返し、まさかパパになる日が来るとはと改めて思う。

　新米パパで右も左もわからなかった自分に、あれこれと世話を焼いてくれたマーシェンやネルケ、この街に住む多くの人に支えられて父親としてどうにかやってこられたが、一番大きな原動力は、リーゼロッテと過ごす日々が、今までの人生が色いろ褪あせて見えるほど鮮やかで、幸せに満ちたものだったことだ。

　決して苦労がなかったわけじゃない。だけどそんな時は、リーゼロッテが初めて立ち上がってパパと呼んでくれた時、初めてご飯を食べさせた時、初めて買ってあげた服で一緒におでかけした時、他にもリーゼロッテが初めてを成し得た時に受けた感動と、いつも見せてくれる無む邪じや気きな笑顔を思い出すことで、いくらでも乗り越えることができた。

　他にも、亜人種特有の成長の早さにも随分と助けられたと思う。

　この一年を振り返ってみると、喋ることは疎おろか、立つこともままならなかったリーゼロッテの成長は、改めて物凄いスピードであることが実感できる。

　余りの成長の早さに泣かせてしまったこともあったが、その一件があったからアインは父親として一つ成長することができ、リーゼロッテに対してより深い愛情を抱くようになった。

　そんなリーゼロッテとのこれからの一年は、一体どのようなものになるかと思うと、今から楽しみで仕方がなかった。

「うふふ、パパ、くすぐったいよ」

　そんなことを思いながらモチモチスベスベの肌を撫で続けていると、リーゼロッテがくすぐったそうに身じろぎする。

「もう、こうなったら、ロッテもおかえしだよ」

　そう言ってリーゼロッテはアインへと手を伸ばすと、同じように頰を撫でる。

「うふふ、パパのほっぺザラザラ～、おひげがチクチクするよ」

「フッフッフ、今日はまだ髭ひげを剃そっていないからな。嫌なら手を離していいんだぞ？」

「そういうパパこそ、いつでもはなちていいんだよ？」

　アインとリーゼロッテは互いに頰を撫でたまま「フフッ」「えへへ～」と笑い合う。

　その後も父と子は、どちらかが飽きるまで互いの頰を撫で続けた。




　着替えを終えたアインたちは、仲良く手を繋いで一階の酒場まで下りる。

　今日のリーゼロッテは、メイド服や好んで着るひらひらのワンピース姿ではなく、動きやすさを重視したカーキ色のパンツルックで、頭にはかつてはネルケに結んでもらっていたが、今では自分一人でも着けられるようになったお気に入りのピンクのリボンが二つ、ぴょこんと自己主張していた。

「おはようございまーしゅ！」

　リーゼロッテが元気よく朝の挨拶をすると、働いているメイドや、朝食を食べに来た冒険者たちが口々に「おはよう」と挨拶を返してくれる。

　挨拶を返してくれた一人一人に、リーゼロッテは改めて挨拶をしながら子供用の席が用意してある場所まで歩いていくと、遅れてやって来たアインに両手を伸ばす。

「パパ～、だっこして」

「はいよ……っと」

　アインは屈んでリーゼロッテを抱き上げると、この一年の成長を実感させる重量を感じ、思わず感慨深くなってしまう。

「んにゅ？　パパ、どうしたの？」

「……あっ、いや、なんでもないぞ」

　そう遠くないうちに、こうやって椅子に座らせる日が来なくなるのかな、と思うと涙が出そうになったとは言わず、アインは苦笑しながらリーゼロッテを下ろす。

　近くにいたメイドに朝食を頼むと、程なくしてパンにサラダ、ベーコンとオムレツが乗ったプレートが二つ運ばれてくる。

「それじゃあ、いただこうか？」

「うん！」

　アインが促すと、リーゼロッテは手を合わせて「いっただきまーしゅ」といつものサ行舌足らずの発音で挨拶をして、スプーンを使ってオムレツを掬すくい、大きく口を開けて頰ほお張ばる。

「う～～ん、おいしい」

「フフッ、ロッテは本当に美味しそうにご飯を食べるな」

　見ているだけでこっちまで幸せになってきそうな笑顔に、アインは目尻が下がるのを自覚しながら自分もスプーンを使ってオムレツを口に運ぶ。

「ねえ、おいしいでしょ？」

「そうだな。美味しいな」

　口いっぱいに広がる卵の甘みに、アインは笑顔を浮かべながら大きく頷うなずく。

　リーゼロッテと一緒に食べるだけで、ご飯がいつもより美味しく感じるのは決して気のせいではないだろう。朝早くから多くの冒険者がロンベルゴを訪れて朝食を摂とるのは、アインが感じている幸せを皆も同じように感じているからだと思われた。

　こうしてリーゼロッテから元気を貰えれば今日一日頑張ろうと思えるし、遺跡の奥で命の危機に追い込まれても、リーゼロッテに会うために何としても生きて帰ろうと思うだろう。

　事実、食事を終えてこれから遺跡に向かうであろう冒険者たちの顔にはやる気が満ち溢れ、ここ半年で遺跡の探索は驚くほど順調に進み、近いうちに遺跡の最奥部に辿たどり着つくのではと思われた。

（できるなら、それは俺たちであってほしいけどな……）

　自分と仲間たちが遺跡の最奥部に一番乗りすることを妄想しながら、アインは食後のお茶を啜すする。

「なんじゃ、アインは今日、休みなのか？」

　すると、この街の領主で店のオーナーでもあるマーシェンが現れ、断りもなくアインたちの正面に腰かける。

「ロッテちゅあん、おはよう」

「…………おはよう、じいじ」

　口に入れたものをしっかりと飲み込んでから、リーゼロッテはマーシェンに挨拶を返す。

　ネルケのお蔭でかなりしっかりとした躾しつけがされている愛娘の姿に感心しながら、アインは嫌そうにこっちを見ているマーシェンに話しかける。

「別にいつ休んだって俺の勝手でしょう。それよりどうして爺さんがここにいるんですか？　まさか、俺がいない間、毎日ロッテに会いに来てたりしてないでしょうね？」

「な、何を言っておるんじゃ……そ、そんなわけないじゃろう」

　アインの鋭い質問に、マーシェンの目が泳ぎ出す。

「きょ、今日はこっちに来る用事があったから、たまたまやって来ただけじゃ」

「え～、でもじいじ。ロッテがおそうじしてると、いっつもいるよ？」

「ロッテちゃん。シーッ！　シーッ！」

　マーシェンが慌ててリーゼロッテを黙らそうとするが、時すでに遅し。全てを聞いてしまったアインは呆れたように大きく嘆たん息そくする。

「……せめて、仕事に支障が出るような真似だけはしないでください。ロッテのせいで、この街の治安が乱れたなんてことになったら、本気で怒りますからね」

「お、おおっ！　わかっておる。それは任せておけ！」

　マーシェンは何度も頷きながらも、アインの了承が得られたからこれからは大手を振ってリーゼロッテに毎日会いに来られると喜ぶ。だが、すぐさま真顔に戻ると、いつもと違う装よそおいのリーゼロッテについて尋ねる。

「……なあ、アイン。もしかして今日は、ロッテちゃんとどこかに行くのか？」

「ええ、今日はロッテを連れてピクニックに行こうと思ってます」

「なん……じゃと!?」

　ピクニックと聞いて、マーシェンの顔が冒険者の頃の狩猟者の顔つきに変わる。

「どうして、そんな一大イベントがあることを儂に教えてくれなかったのじゃ！」

「えっ、ええっ!?　そんなこと言われても……後、顔が近いです」

　本気のマーシェンの迫力に気け圧おされながらも、アインは負けじと言い返す。

「俺たちの予定をわざわざ爺さんに言わなくてもいいでしょう。それに、爺さんには領主としての仕事があるでしょう」

「そんなもん、ロッテちゃんとのピクニックに比べれば屁みたいなもんじゃ。さあ、儂も一緒にピクニックに行くから早く案内するのじゃ」

　つい先程、アインから本業を疎おろそかにするなと注意されたことをすっかり棚に上げ、マーシェンは「ピクニック！」と音おん頭どを取りながら自分も連れていくように催さい促そくする。

　まるで大きな子供だな、と呆れながら、アインはマーシェンの背後に現れた影に話しかける。

「…………なんてこと言ってますけど、どうしますか？」

「なるほど、主あるじ様さまは、この街を司つかさどるお仕事は屁みたいなもの、と」

「──っ!?」

　後ろから響いた冷やかな声に、マーシェンの表情が固まる。

「それで、主様はこれからどうするおつもりですか？」

「あっ!?　儂、そろそろ仕事に戻らねばならんの思い出したわ！」

　マーシェンは今さも思いついたように手を打つと、脱だつ兎とのごとく去って行った。




　マーシェンが消えて行った方を見やりながら現れた影、ネルケが溜ため息いきを吐つく。

「……全く、主様にも困ったものです」

「ハハハ、まあ、爺さんの気持ちもわかりますがね」

　リーゼロッテとのピクニックなんて話を聞いたら、アインだって遺跡探索を切り上げてそっちに参加すると言い切れる自信があった。

　マーシェンと同じ気配をアインから察したのか、ネルケは思わず苦笑しながら手にした巨大なバスケットを掲げる。

「アイン様、お約束の昼食をお持ちしました」

「ありがとうございます」

　差し出されたバスケットを、アインは恭しく頭を下げて両手で受け取ると、行ぎよう儀ぎよく朝食を食べ終えたリーゼロッテに話しかける。

「ロッテ、ネルケお姉ちゃんがお弁当を作って来てくれたぞ」

「ほんと？　ネルケおねえちゃん、ありがとう」

　リーゼロッテがぱぁ、と華はなやぐような笑顔でお礼を言うと、ネルケは慈母のような笑みを浮かべて「どういたしまして」と返す。

「それでアイン様、私も本当にご一緒してよろしいのですか？」

「もちろんです。その方が俺としても助かります。なあ、ロッテ？」

「うん、ロッテもおねえちゃんといっしょがいいな」

　リーゼロッテは「んしょ」と掛け声をかけながら椅子から下りると、ネルケの腰に抱きついてお願いをする。

「ねえ、ネルケおねえちゃん。ロッテたちといっしょにピクニックいこ？」

　こんなお願いをされて断れる者などいるだろうか。

「……わかりました。私もご一緒させていただきます」

　ネルケは観念したように破顔すると、一緒にピクニックに行くことを了承するのであった。

　おそるべしリーゼロッテ。その笑顔はあらゆる人々を幸せにするが、同時に決して拒否することは許されない可愛らしいお願いも繰り出されるのであった。




　右手をアイン、左手をネルケに繋いだ状態でリーゼロッテはロンベルゴを出発する。

「えへへ～、パパとネルケおねえちゃんといっしょにおでかけ、うれし～な」

　今にも歌い出しそうな雰囲気でウキウキと歩くリーゼロッテは、上着として被ると猫の耳がぴょこんとと立つ特製のローブを身に着けていた。

　後ろから見ると猫耳、蝙蝠こうもりの翼、蜥蜴とかげの尻尾しつぽという何とも変わった取り合わせだったが、リーゼロッテの可愛らしさの前には、何の問題もなかった。

　もしこの場にマーシェンがいたら、ネルケの制止を振り切ってでもピクニックに行くと言いかねないほどの魅力で溢あふれたリーゼロッテが通りを歩くと、道行く人々が嬉しそうに双そう眸ぼうを細め「どこ行くの？」と楽しそうに話しかけてくる。

　その度にリーゼロッテが嬉しそうに「パパたちとピクニックに行くの」と答えるのを見ながら、アインはたまにはこういう休日も悪くないなと思っていた。

　のんびりと街を歩き、街の入り口近くまで来たところで、

「おっ、可愛い子ちゃん、はっけ～ん！」

　両手に荷物をたくさん抱えたイサールがアインたちの姿を見つけ、話しかけてくる。

「よっ、おはようさん」

「ああ、おはよう」

「おはようございます」

　イサールの挨拶に、アインとネルケが揃って返す。

「…………って、あれ？」

　だが一人、一番元気よく挨拶してくれそうなリーゼロッテからの返事がないことに、イサールは首を傾げる。

「あ、あれ……ロッテちゃん。いしゃるですよ～？」

　自分で「いしゃる」って言うのかよ、というアインの心のツッコミを他よ所そに、イサールはリーゼロッテへと視線を向ける。

　イサールの姿を見てから、リーゼロッテは何事か小さく呟いていたが、やがて意を決したように顔を上げると、イサールへと話しかける。

「あっ、あの、おはよう。それと、この前はありがとう、イサールおにいちゃん」

「──っ!?」

　リーゼロッテに初めてまともに名前を呼んでもらったイサールは、弾はじけるようにアインを見る。

「おい、アイン。ロッテちゃんを俺の嫁にくれないか？」

「…………殺すよ？」

「あっ、いえ……噓です。すみませんでした」

　アインの瞳に冗談では済まされない色が浮かんでいるのを察したイサールは、全力で謝罪すると、後ろで控える緊張した面おも持もちの若者たちのところへと戻る。

「それじゃあ、俺たちは遺跡に行ってくるから、アインたちは楽しんできておくれよ」

　イサールが手を振りながら歩き出すと、若者たちもぺこりと一礼してイサールに続く。

　彼等はこの度、遺跡に立ち入ることを認められた見習い冒険者たちで、イサールたち先輩冒険者たちに率いられて初めての遺跡探索に臨のぞむのであった。

　もしかしたらリーゼロッテを攫さらうなんて事件を起こさなければ、ノイッシュもあの中にいたのかもしれないが、彼の姿はない。

　あの事件を起こした責任として、ノイッシュはこの街のギルドから解かい雇こされ、追放処分となった。ただ、幸いにも事件の死者はゼロで、本人も田舎から一緒に出てきた友の死が原因で自や棄けを起こしたということで情じよう状じよう酌しやく量りようの余地が認められ、マーシェンの伝つ手てで他の街のギルドに所属することになった。

　今後、ノイッシュが移転先で一人前と認められて遺跡に潜る日が来るかどうかは未知数だが、二度と同じような馬鹿な真似だけはしないだろうとアインは考えていた。

　まだ遺跡に入っていないのに、おっかなびっくりイサールの後に付いていく見習い冒険者たちに向かって心の中でエールを送っていると、リーゼロッテがアインの手を引っ張って尋ねてくる。

「ねえ、パパ。おにいちゃんたち、これからおしごとに行くんだよね？」

「そうだよ。これから初めての冒険なんだって。せっかくだから、何か元気になるような応援をしてあげなさい」

「わかったー」

　リーゼロッテは元気よく頷くと、イサールたちの背中に向かって大声でエールを送る。

「おにいちゃんたち、おしごと、がんばってね～！」

　その声に見習い冒険者たちは、ぎこちないながらも手を上げて応え、白い歯を見せて笑う。

「えへへ～、おにいちゃんたち手ふってくれたよ」

「よかったな。これで皆、無事に帰ってこれるぞ」

「そーなの？」

「そうなんだよ」

　不思議そうにコテン、と首を傾げるリーゼロッテに、アインが自信満々に頷く。

　こんなにも愛らしいリーゼロッテの応援を受けて、無事に帰ってこない奴なんているはずがない。アインは、本気でそう考えていた。

「んん、んんにゅ？」

　だが、アインの親バカ思考を理解できないリーゼロッテは、どうして自分の応援で無事に帰ってこられるのかわからず、不思議そうに首を捻ひねっていた。




　イサールたちを見送った後、アインたちは街の入り口である石を組んで造られた門に寄りかかって待機していた。

　今日のピクニックは、フェブリスの街の近くにある湖のほとりまで行き、そこでお昼ご飯を食べて付近を散策する予定だった。

「きょ～うは楽しいピクニック。パパとおでかけうれし～いな」

　初めて街の外に出ることが嬉しくてたまらない様子のリーゼロッテは、早くも自作のピクニックの歌を口ずさみながら、まだかまだかと足踏みしていた。

　アインたちがこの場に待機しているのは、ピクニックに同伴する者たちが来るからであった。

「…………あっ!?」

　すると、いち早く待ち人の存在に気付いたリーゼロッテが顔を上げ、大きく手を振りながら駆け出す。

「みんな～おはよう！」

「おう、おはよう」

「おはよう、今日はお招きありがとう」

「フフッ、おはよう。ロッテは今日も可愛いね」

　リーゼロッテの挨拶に、カイト、ティム、ルビーの三人の子供たちが笑顔で応える。

「えへへ～、みんなとまた会えてうれしいな」

「それは俺たちも一緒だぜ。なあ？」

「そうだね。特にカイトは一ひと際きわ嬉しそうだったよね」

「そうね、今にも踊り出しそうなくらいだったわね」

「お、お前ら……ち、違うからな！」

　ティムとルビーの容赦のない指摘に、カイトは赤面しながら否定の言葉を重ねる。

「べ、別に誘われたから来ただけだし……嬉しくないし」

「カイト、ロッテとのおでかけ、うれしくないの」

「うっ……」

　リーゼロッテに上目遣いで見つめられ、カイトの顔が面白いほど赤面する。

「そ、その……嬉しかった。誘ってくれて、ありがとうな」

「うん！」

　ようやく素直になるカイトを見て幼おさな馴な染じみ二人はやれやれとかぶりを振ると、リーゼロッテを交えて四人で一つの輪になり、再会を喜びつつ話に花を咲かせる。

　楽しそうに談笑する四人を見ながら、アインは相そう好ごうを崩す。

　今回、ピクニックに行こうと思ったのは、リーゼロッテに初めてできた三人の友達と親交を深めようと思ったからだった。

　これを機に、アインはリーゼロッテに仕事だけでなく、友達と一緒に遊ぶということも覚えてもらいたいと思っていた。

　一歳となり、生きていく世界がどんどん広がっていくリーゼロッテには、この世でただ一人の竜人族という特異性から、今後もトラブルに巻き込まれることが幾いく度どとなくあるだろう。

　アインは父親として、全身全霊を懸けて、それこそ世界中を敵に回しても、目の前の無む邪じや気きな笑顔を守る覚悟があった。

　しかし、万が一それが叶わない時が来た時、リーゼロッテの隣に並んでくれる友達がいてくれれば、自分に代わって愛娘を支えてくれるだろうと踏んでいた。

　だが、当分の間は誰にもリーゼロッテの隣を譲るつもりはないアインは、

「よし、それじゃあ行きますか」

　パシッ、と手を叩いて気合いを入れると、子供たちの下へと向かうことにする。

　まずはカイトとかいう、見るからにリーゼロッテに気があるであろう少年に、娘と付き合うためには、誰の許可が必要かを教える必要があるだろう。

　そんなことを考えながら鼻息を荒くしているアインに、

「一応、言っておきますが、子供を脅おどすような真ま似ねだけはしないでくださいね？」

　なんとなくそうなるだろう、という気配を察知したネルケから釘を刺される。

「場合によっては、捻ひねり潰つぶしますので、くれぐれもご注意ください」

「あっ…………はい、わかりました」

　相変わらず何を捻り潰されるのかわからないが、その有無を言わさない迫力にアインはおとなしく従うことにする。

「で、では、改めて……」

　背後からの圧に怯えながら、アインは話に花を咲かせているリーゼロッテたちに話しかける。

「それじゃあ、皆揃ったことだし、行こうか？」

「うん！」

　アインが呼びかけると、リーゼロッテは子供たちの輪から離れて、アインの下へ駆けてきて腕に抱き付いてくる。

「うおっと!?　ロッテ、どうしたんだ？」

「えへへ～、あのね……」

　リーゼロッテは嬉しそうにアインに抱き付くと、太陽のような眩まぶしい笑顔を咲かせて想いを告げる。

「パパ、ありがとう。大好きだよ！」

　その後、アインが親バカを炸裂させて最大限の愛情表現をリーゼロッテに対して行ったのは、言うまでもなかった。
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　二巻目が出せるかどうかはこの本の売り上げ次第ですが、次が出せると信じて次巻の構想をしっかりと練り、準備を万全にしておきたいと思います。
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